















































修羅場な俺と乙女禁猟区2






著者　田代裕彦

イラスト　笹森トモエ













電子版　ファミ通文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　　目次


序章「お目覚めのキス……かな？」

一章「わたしのことを選んで下さい」

二章「このままでは勝負になるまい」

三章「海だああああああっ！」

四章「できすぎじゃあないかい？」

五章「わたしが《正解》なんですから」

六章「素直に受け取ることと、それを信じること」

七章「俺のこと好きか？」

八章「無様だな」

終章「まだまだ終わらない――ということかい？」

あとがき












序章「お目覚めのキス……かな？」




　夏休み。

　その単語に心を躍(おど)らせない高校生がいるだろうか。

　これは反語というヤツなので、この後には当然「いや、いない」と続くのが定番なのだが、よくよく考えると結構いそうな気もしてくる。例えば、朝から晩まで地獄の猛練習が待っていることがわかっている運動部員とか、休み期間中びっしりと夏期講習の詰まった受験生とかなら、「夏休みなんて早く終わってしまえ」と思うかもしれない。

　だがまあ、せいぜい一割、多く見積もっても二割いるかいないかってところだろう。《一部の例外》と呼んでもいい数じゃないだろうか。

　その《一部の例外》にあたらないこの俺、遠(をん)々(どお)原(ばる)節(せつ)もまた、それ相応に浮かれた気分でいた。

　学校が休暇に入ろうと――いや、学校が休暇に入るからこそ、家での心労が増すばかりなのは充分承知していたのだが、ちょっとくらい現実逃避をしたくなる気持ちはわかってほしい。

　で。

「せっかく夏休みになったんだから、少しは羽を伸ばそうよ」などという言葉に釣られ、カラオケなんかにホイホイついていったのだ。

　最初、六人で入ったカラオケだったのだが、途中からクラスメイトが合流したりして、気づいた時には二十人近い大所帯になっていたのはさすがに驚いた。

　結局、その馬鹿騒ぎは朝まで収まることはなく（青少年保護条例とか大丈夫だったんだろうか？）、俺は人生初の徹(てつ)カラというやつを経験してしまった。

　さすがに家に帰りついた時はふらふらで、部屋につくなりベッドに倒れ込み、そのまま眠りに落ちた。

　次に気づいた時、俺は優しく体を揺すられていた。

「節さん。もう、お昼すぎですよ」

　誰かが起こしに来たのだ、ということは夢の中に片足を突っ込んだままの状態でも理解できていたのだが、体の反応が伴わなかった。

「節さん。夏休みだからって、いつまでも寝てちゃダメですよ」

　再び鈴を転がすような、涼やかかつ穏やかな響きの声が、俺の耳に届く。

「早く起きてくれないとキスしちゃいますよ」

「何を馬鹿なこと……」

　苦笑を浮かべながらそう返し、うっすらと目を開ける。

　まどろんだ俺の目に映ったのは、ベッドに腰掛け微笑(ほほえ)む黒髪の美少女の姿。いかにも夏といった風情のある白いノースリーブのワンピースから伸びた白い腕や首元が妙にまぶしく見えた。

　たぶん、彼女の大人びた雰囲気のせいなのだろう。若々しさと同時に、どこか大人の女性を感じさせる。例えて言うなら、結婚間際の新(にい)妻(づま)ってところだろうか。

　俺は未(いま)だはっきりとしない意識の中、寝ぼけ眼でその姿をぼうっと眺め、「ああ」とか「うう」とか意味の通らない言葉を紡(つむ)いでいた。

「もうっ。本当にしちゃいますからね」

　芝居がかった調子で頰(ほお)を膨らませた彼女は、目を閉じそっと俺に顔を近づけてくる。

「ん……」

　そこで。

「……！」

　そこで、俺は目が覚めた。

　そう。いろいろな意味で目が覚めた。

「うおおおおおっ!?」

　間(かん)一(いつ)髪(ぱつ)。ベッドから転げ落ちるようにして（いや、実際に転げ落ちて）彼女の――天(あ)海(まの)崎(さき)のキスを寸前でかわす。

「なっ、な、何をやってんだ、お前は」

「何って……」

　天海崎は頰に手を当てて、軽く首をかしげた。その仕草は腹立たしいほどに魅力的だった。

「お目覚めのキス……かな？」

「かな、じゃねえ」

「軽いスキンシップじゃないですか」

　くそ。油断した。大いに油断してた。

　なんだ俺は。アホか俺は。

　キスされそうになったとか、もうちょっとで本当にしそうだったとか、そんなことは大した問題じゃない。

　問題なのは、こいつが誰かということだ。そして、ここがどこかということだ。

　世界有数の大企業グループである、遠々原グループ。その会長である遠々原十(じつ)慈(じ)郎(ろう)の邸宅の一角に建てられているのが、今、俺のいるこの建物だ。

　そこで暮らしているのは、数名の使用人を除くと、俺と五人の少女たちだった。

　五人の少女はみな、俺の婚約者候補ということになっている。俺はその五人の中から、将来の配(はい)偶(ぐう)者(しや)を好きに選ぶことができるという、人も羨(うらや)む立場なのだ。

　……本当に羨まれているんなら、いくらでも代わってやるんだけどな。

　五人の婚約者候補は、ただの婚約者候補じゃない。みなそれぞれの理由で、俺のことを殺したいほどに憎んでいる。そして、首尾よく俺に正式な婚約者と認められた暁(あかつき)には、《俺や遠々原家を自由にできる権利》を手に入れられるというのだ。もちろん、俺を憎んでいる婚約者候補のことだ、その権利を手に入れられれば、俺に待つのは破滅のみ。

　俺が破滅を免(まぬが)れるためには、婚約者候補の中に一人いるという例外――俺のことを憎んでおらず、純粋に愛している一人――を見つけ出して、選ばなくてはならない。

　これが、悪趣味な親(おや)爺(じ)が言い出した、不愉快極まりない《ゲーム》だ。

　俺は今、その《ゲーム》の真っ只中にいて、俺を殺したいほど憎んでいる可能性の高い婚約者候補たちに囲まれて寝起きしているのだ。

　今、俺の目の前で優しげに微笑んでいる、天海崎。

　こいつなどは、つい先日、その本性を顕(あらわ)にしたばかりだ。

　酷(こく)薄(はく)でありながら穏やかという恐ろしい微笑を俺に向けて、「死ぬより辛(つら)いことなんていくらでもある」などと、のたまいやがった。俺は危うく、あともう一歩で破滅に続く坂道を転がり落ちるところだったのだ。

　その天海崎の前でのうのうと寝姿をさらすとか……馬鹿か、俺は。

　寝ている間に首を絞められるとか、刃物で刺されるとか、睡眠が永眠になる可能性だってゼロではない。もちろん、仮にも親爺が選(え)りすぐった、婚約者候補たちがそんな短絡的な手段に訴えるとは思えない。だから、その意味での心配はしていないのだが、それをしても奇(お)妙(か)しくないほどの憎しみを内に抱えていることは確かだ。

　それを俺は忘れていた。

　いや、忘れていたわけじゃない。こんなもの忘れたくとも忘れようがないが、どこか油断をしてしまっていたことは確かだ。

　再確認して、気を引き締めておかねばならない。

　ここは。

《デッド・エンド・ハーレム》なのだ。










一章「わたしのことを選んで下さい」




　東京都内の某高級ホテル。

　有名人の結婚式なんかでたびたび名前を聞くこともある有名ホテルのパーティホールでは、この日も盛大なパーティが催(もよお)されていた。

　会場の一角に掲げられた横断幕には、『遠(をん)々(どお)原(ばる)十(じつ)慈(じ)郎(ろう)生誕記念祝賀会』の文字が無駄に達(たつ)筆(ぴつ)な文字で書かれている。

　まあつまり、規模は馬鹿げているが、要するに《お誕生日パーティ》だ。

　八十を超えてまで誕生日パーティをこんな盛大に催すのもずいぶんとアレな話だが、よりにもよってこのパーティ、主催は遠々原十慈郎本人なのである。

　自分主催の誕生日パーティって、どんだけ自己顕示欲が逞(たくま)しいんだこの爺(じじ)ぃは――と内心でツッコミを入れていたのも過去の話で、今ならこのパーティの意図も多少は理解できる。

　会長である遠々原十慈郎の《ワンマン》で知られる遠々原グループだが、グループ企業の数が三桁に上る巨大グループだ。となれば、どれだけ怪物じみている親(おや)爺(じ)だとしても、すべてに目を光らせておくのは不可能に近い。ある会社で不祥事が起きた時、その会社を経営していた人間が誰であったのか知らなかった、なんて事件も過去にはあったらしい。

　そのため、年に一度くらいはグループ関係者を集める場が必要なのだろう。もっとも、それだけならば《誕生日パーティ》である必要性は薄いが、グループ関係者以外の人間にとってはそうでもない。遠々原グループの恩恵を受けたいとか、恩恵を受けたいわけではないが遠々原グループの影響力を無視できないとかいった理由で、遠々原と接触を持ちたい他の政財界の人間などにしてみれば、絶好の機会というわけだ。当然、攻撃するにしろ懐(かい)柔(じゆう)するにしろ、親爺の方から接触を持ちたい人物だっているだろう。その意味でも、あまり仰(ぎよう)々(ぎよう)しくならずに人を集められる《誕生日》というものの存在は貴重ということになるわけだ。

　親爺ほどの存在になると、《誕生日》ですらプライベートではなくなるらしい。それを思うと、多少の同情心もわく――。

「わけがない」

　パーティ会場の喧(けん)騒(そう)に掻(か)き消(き)え誰かに聞かれたわけではなかったが、俺は憮(ぶ)然(ぜん)と呟(つぶや)いてしまっていた。

　単に親爺が苦労しているだけなら冷酷だ冷血漢だと言われる俺だって、同情の一つも覚えるかもしれないが、忌々しいことに親爺がほんの少し苦労すると、たいていの場合周りの人間は、軽くその数十倍ほどは苦労する羽目になるのだ。

　親爺が俺に仕掛けた、五人の婚約者候補の中から俺を愛する（もしくは、俺を破滅させようとしない）一人を選ぶ《ゲーム》なんてのは、その最たる例だろうが、この《誕生日パーティ》だって例外じゃない。

　パーティが始まり、主催者であり主(しゆ)賓(ひん)でもある親爺の短いスピーチが終わると、歓談の時間になる。

　パーティは立食の形式だった。歓談の時間になると忙(せわ)しなく会場を歩き回る人たちの群れで、会場は混雑というよりは混乱を極めるようになる。

　こっちの会社の社長に挨拶をしたら、今度はあっちの会社の重役に、というわけだ。最大の影響力を持つ親爺の前などは、挨拶待ちの人間で行列が出来ているほどだった。

　まったくご苦労なことだなと、俺は他(ひ)人(と)事(ごと)のように呟いている……わけにもいかなかった。俺には俺で、挨拶をしなくてはならない人間が幾人かいる。あふれかえる人波を掻き分けて、そういった人たちを捜し回らなくてはならないのだ。……本当のところ、あまりやりたくもないのだが、そうも言っていられない事情もある。

　やりたくもないことを無理してやるというのは、ひどく労力を使うもので、挨拶回りを一通りすませた俺は、ただ立っているだけでも億(おつ)劫(くう)になるほどの疲労感――より正確に言うと、徒労感なのだが――に苛(さいな)まれた。

　俺は会場の片(かた)隅(すみ)、目立たない壁際まで行き、背中を壁にもたれかけさせる。

「お勤(つと)めご苦労さん」

　それと同時に俺に近づいてきたのは、メイドの睦(む)月(つき)だった。俺のための飲み物を手にしていた睦月は、いつも通りの皮肉げな笑みを浮かべていたが、同時に俺を労(いたわ)るような雰囲気もあった。

「で？　お兄ちゃんやお姉ちゃんはどうだったね」

「どうもこうもいつも通りだよ」

　俺が挨拶回りをした相手は、俺の兄や姉たち。

　兄や姉といっても、それはつまり八十過ぎの親爺の子供たちであり、俺から見れば親子以上に年齢の離れている人物ばかりだ。その子供たち――親爺の孫であり、俺からみれば法的には姪(めい)や甥(おい)にあたる――ですら、俺より年上なのだから、「にいさん」「ねえさん」などと呼(よ)び慕(した)う気になれないのは、俺でなくとも無理もない話じゃないだろうか。

　もっとも、俺が兄や姉を慕う気になれないのも、挨拶回りが気重なのも、別に年齢が離れているせいじゃない。

　ありていに言って、俺は兄弟にはあからさまに嫌われているのだ。

　俺の方は今のところ兄や姉と敵対するつもりはないし、仲良くできるもんならしたい気持ちもあるのだが……まあ、無理だろう。

　不思議な話でもない。俺は、親爺の死後に遺産分配で揉(も)めるための騒動の種として縁組された養子だ――というのは、俺の想像に過ぎないのだが、これまでの親爺の態度を見ていると、あながち間違ってもいない気がする。

　騒動の種となるかは別として、子供が一人増えれば遺産分配の際に一人当たりの取り分が少なくなってしまうのだから、親爺の実子たちが俺を好きになれる道理がない。

　それはわかるのだが……。

「あんなにあからさまに敵意を向けることもないだろうにな」

　誰かを嫌っていて、そいつをどうにかしてやりたいと思っているのなら、せめて表面上は友好的に振(ふる)舞(ま)っておくべきじゃないだろうか。そのほうが、後々足を掬(すく)ったり、手痛い目に遭わせたりするチャンスに恵まれると思うが。

「世の中の人間は、君ほど性格が悪くないということさ」

　俺の感想を聞いた睦月が、皮肉っぽくそう言ってくる。その言い方には少しムッとしてしまうが、まったくもってその通りなのだから反論の余地はない。

　嫌っている俺に明確な敵意を向けてくる兄や姉たちは、俺に比べれば素直でまともな人間なのだろう。

「とは言っても、敵意を向けてくる相手にいちいち挨拶して回るのは、やっぱり疲れるもんだけどな」

「そこまで言うなら挨拶回りなどやめてしまったらどうだい」

「そうしたいのはやまやまだが、やめたらやめたで面倒なことになるしな」

　俺も兄姉たちも、顔を突き合わせてもお互い不愉快になるばかりなので、普段は積極的に不干渉を貫いている。ただ、こういったパーティなどで一族が集まる機会に挨拶のひとつもしないと、生意気だとか腹に一物抱えているとか、そんなことを言われる羽(は)目(め)になるのだ。

「それを『こんにちは』とか『ご無沙汰しています』とか、その程度の一言で回避できるっていうのなら、しない方が馬鹿らしいだろ」

「だが、挨拶をしたところで、何があるというわけでもないだろう？」

「まあな」

　挨拶をして何かあるのかというと、これがびっくりするほどなにもない。

　俺が挨拶をしても、一瞥をくれるだけで何も言わないなんて反応は珍しくもなく、視線を向けることさえしないヤツだっている。それに比べたら、「どこの馬の骨ともしれない小僧がずうずうしくも遠々原を名乗るな」とか、わかりやすい嫌味を言ってくれる姪の方が俺にとってはありがたいくらいだ。

「そんな目に遭ってまで、自分から挨拶に行く必要なんてあるとは思えないがねえ」

　呆(あき)れ果(は)てた様子で睦月は言うが、それは違う。必要性は充分にある。

「俺はむしろ、無視をされるために行っているんだ」

　俺は、《どれだけ無視をされようと、毎度毎度、自分から挨拶に来るしかない程度の人間だ》と、兄や姉たちに思われていたいのだ。

　変に目立つ行動をして、一族連中から注目をあびるようになってはたまらない。

　別の言い方をするのなら、見くびられに行っているのだ。

「だからまあ、毎度、判で押したように俺を見くびってくれる親類に会ってると、妙な達成感みたいなものは覚えるな」

　苦笑を浮かべ、自(じ)嘲(ちよう)するように言う俺を、睦月は胡(う)乱(ろん)な視線で見つめていた。

「どうやら、私も君のことを見くびっていたようだよ」

「……何のことだ？」

「君は、私が思っていた以上に性格が悪い。君に比べれば、まだ御(ご)前(ぜん)の方が物事を割り切った気持ちのいい考え方をするね」

　親爺と比べてもか!?

「それはさすがに心(しん)外(がい)だぞ。いくらなんでも、親(じ)爺(い)さんよりはマシじゃないか？」

「性格が悪いのでなければ、君はマゾだな。自分がすげなく扱われることに至上の快楽を感じるドＭ(エム)だ。どっちがいい？」

　二択？

「ちなみに、君がドＭだとわかった暁(あかつき)には、君の可愛い婚約者候補たちに『節(せつ)はドＭだ』と触れ回ることにするよ。自分の夫になる人の性(せい)癖(へき)も知らないのでは、彼女たちが可哀想だからねえ」

　脅(きよう)迫(はく)!?

「彼女たちは意外と素直なところがあるから、明日から君のために鞭(むち)と蠟(ろう)燭(そく)くらいは用意してもらえるかもしれないよ」

　あいつらならやりかねん……と思えてしまうのが恐ろしいところだ。

「どちらにするかね？」

「……性格が悪い方でお願いします」

「それはよかった。では、性格の悪い君のために、料理を取ってきてあげよう」

　睦月は満足そうにそう言うと、人波をかき分けながら料理の並ぶテーブルの方へと歩いていく。

　なにかものすごく釈(しやく)然(ぜん)としないが、ともかく、兄や姉たちへの挨拶が済んでしまえば、今日の俺の役目は終わりだ。

　さまざまな種類の重要人物が多く列席しているこのパーティで、とりたてて特徴もない一介の高校生に用のあるヤツもいないだろう。後は目立たないところでのんびりと食って飲んで時間を潰(つぶ)していればいいだけ。気楽なものだ。

　そんなことを考えていたのもつかの間。

「――あ。節さま、こんなところにいらしたのですか」

　と、早々に俺の感想を裏切るような声が聞こえてきた。

　声と口調だけで誰かはわかる。羽(う)入(にゆう)田(だ)だ。

　そうだった。そう言えば、今年はいつもと違う点がひとつあることを忘れていた。このパーティには、俺の婚約者候補である五人の少女も出席しているのだった。

　俺は声の主に目を向け――っと。

「…………」

　思わず目を逸(そ)らしてしまった。

「節さま？　どうかなさいました？」

　俺が目を逸らしてしまった理由は、彼女のその服装だった。いや、別に変なわけじゃない。パーティという華やいだ場に相応しい装飾的なドレスは、羽入田によく似合っている。むしろ、似合いすぎているのが問題だ。

　そう。胸元が大きく開いたデザインのドレスは、豊満な体の羽入田に似合いすぎていたのだ。……目のやり場に困ってしまうほどに。

　ただ、確かに目のやり場には多少困ってしまうが、それほどいやらしい印象は感じない。似合いすぎるほどに似合っているから、なのだろうか。あるべきものがあるというか、収まるべきところに収まっているというか、無理に性的なアピールをしようとして選ばれた服装という気はしなかった。あるいはそれも、羽入田の育ちの良さからくる、いわゆる《気品》というヤツなんだろうか。

　まあ、どちらにしろ、羽入田の胸はちょっとした凶器だ。心の平穏を保つためにはあまり間近で見るべきじゃない気がする。

「いや……なんでもない」

　俺が気を取り直して羽入田に目を向けると、彼女は思案げな表情で訊(たず)ねてきた。

「今、お時間はよろしいですか？」

「ん？　ああ、構わないが……どうした？」

「いい機会だと思いまして、節さまに紹介させていただこうと思っておりましたの」

「紹介？　っていうと……」

　羽入田が誰かを連れてきていたのには気づいていたが、その言葉で改めて彼女の背後の人物に目を向ける。

　年(と)齢(し)の頃は四十代の半ばから後半くらいだろうか。見るからに上等なものだとわかるスーツを着た、品のよさそうな男だった。公家顔とでもいうのだろうか、妙に凹凸が少なく感じる瓜(うり)実(ざね)顔(がお)で、どことなく皇族の人とかを思い出す。

　羽入田の父親だ。名前は確か、宇(う)志(し)雄(お)――だったかな。

「紹介させていただきますわ。父の宇志雄です」

　羽入田の言葉は俺の記憶が正しかったことを証明してくれた。《対戦相手》の父親の情報くらいは親爺から渡されている資料にも載っていたし、俺もチェックしていたのだ。

　娘から紹介された宇志雄は、その柔(にゆう)和(わ)な顔に微笑を浮かべ、握手のために手を差し出してくる。

「初めまして、節くん。羽入田宇志雄です」

「遠々原節です。初めまし……あ、いや」

　手を握り返しながら、思わず宇志雄につられそうになってしまったが、そうではない。

「初めましてではないですね。宇志雄小(お)父(じ)さんには、以前に家のパーティでお会いしていたことがありました」

　うちの親族や遠々原グループの関係者の中には、相手が自分のことを憶えているのかどうか試そうとして、初対面でもないのにわざと「初めまして」と挨拶するような人間もいるのだ。

　この時の宇志雄の挨拶も、それに類するものかと思ったのだが、どうやら俺の考えすぎだったようで、単に俺が憶えていないだろうと気を遣(つか)ってくれたもののようだ。

「あの時はほんの一言挨拶をしただけでしたのに、憶えているのですか？　もう何年も前のことでしょうに」

「そうですね……でも、五年程度ですよ」

　俺は何でもないことのようにそう言った。

　五年という期間は、俺にとっては今まで生きてきた人生の三分の一近くに相当する非常に長いものだ。ただ、年を取ると時間の感覚が早くなるという話はよく聞くし、このパーティは《大人の場》だ。ならば、俺もこの場にいる以上は自分の感覚を《大人》に合わせるべきだろう。

「確か……あの時、君はまだ小学生ほどの年齢でしたのでは？」

「養(ち)父(ち)に引き取られてすぐのことでしたから……五年生かな」

「それでよく憶えているものです。記憶力が素晴らしいのでしょうね」

「そんなことはありませんよ。あの時は、ただ必死だっただけですから」

　五年前に宇志雄と会ったパーティは、今日のとは違って親類だけのパーティだったはずだ。他でもない、新たに遠々原家に仲間入りをした俺のお披(ひ)露(ろ)目(め)パーティだったのだ。

　そこで親爺は、俺に次から次へと親族を紹介してきた。おそらく俺を試す意味があったのだろうと思う。

　一人でも忘れたら、家から追い出される――そんな強(きよう)迫(はく)観(かん)念(ねん)を抱いて、全員を記憶しきった。……かと言うとそんなこともなく、パーティの最中たびたびトイレと言って会場を抜け出しては、メモを取ったりしていたのだ。まあ、そういうせせこましい努力の結晶なのである。俺の《記憶力》というヤツは。

　ただ、その中でも宇志雄は憶えやすいタイプの人だった。

「宇志雄小父さんのことはよく憶えていますよ。あの時、僕に同情してくれた人は多くありませんでしたから」

　あの時の親族の反応は、大きく二つにわかれた。一つは「邪魔者が来た」とばかりに俺を敵視する者。親族の中でも比較的親爺に近い位置にいる、兄や姉たちがその代表だ。そうでない者の大半は、敵視するべきか迎合するべきか態度を決めかねて積極的不干渉を貫こうとしている者だった。

　その二つのどちらでもない数少ない例外の一人が、宇志雄だった。突然、遠々原家という金と欲にまみれた世界に放り込まれた俺に同情した態度をとっていたのだ。実際には、放り込まれたわけじゃなく、俺自らが飛び込んだのだから同情の余地はないのだが、宇志雄の態度はその当時の俺にはとてもありがたかった。

　だから俺の中で《羽入田》の名前は、決して悪い印象ではなかったのだ。まあ、その時は、こんな《ゲーム》に巻き込まれることになるなんて想像もしていなかったが……。

「君は……少し気を付けた方がよろしいかもしれませんね」

「えっ？」

　好印象の宇志雄とならば、しばらく世間話も悪くない――と思っていたところで、突然、宇志雄は難しい顔つきとなってしまう。口ぶりは今まで通り穏やかなものだったが、やはりどこか叱(しか)るような雰囲気があった。

「君は、自分ができることを当たり前のように話しすぎます」

「ですが、お会いした人の顔と名前を憶えておくのは、当たり前のことでは……？」

　俺の反論に、宇志雄は「ふっ」と小さく笑った。ただ、それは皮肉でも馬鹿にしていたわけでもなく、どちらかと言えば好意的なものだっただろう。

「その当たり前のことができない人も、世の中には大勢おりますよ。まして、数十人の大人たち一人一人が自分をどう見ているのかなどと逐(ちく)一(いち)観察している小学生など大勢いるものではありません」

「それは……」

「君はそれを当然と思っているのかもしれませんが、そうは思わない人間もいます。そのような人にとって、《当然》という君の考えは異質に映るでしょう。どのような人間にでも、多かれ少なかれ異分子を排除したがる傾向があるのは、外から遠々原家に来た君にならわかってもらえることと思います」

　俺を傷つけないようにとの配慮なのか、回りくどい言い方を宇志雄はしていたが、ここまでくればさすがに何を言いたいのか俺にもわかる。

　つまり宇志雄は、俺のことを『敵を作りやすいタイプの人間』と考えているのだ。

　確かに、頷(うなず)ける部分も多い。

　俺自身は極力敵をつくりたくないと考え、常に気を付けているつもりではあるのだが、それを抜け目のなさと受け取られ、警戒されたり敵意を持たれたりすることはあるだろう。

　じゃあ、どうしろってんだ。とも思うが、要するに宇志雄はそのあたりのバランス感覚を磨(みが)けと忠告してくれているのだ。

「お父さま……」

　俺が考え込んでしまったのを気落ちしたと思ったのか、羽入田が少し咎(とが)めるような声を父親に向けた。

「あ、ああ……。申し訳ありません、節くん。年をとると、つい説教臭くなっていけませんね」

「いえ、とんでもありません。なかなかそういうことを言って下さる人が周りにいないので、ありがたいことだと思っています」

　俺は本心からそう思っていた。引き合わせてくれた礼代わり、というわけでもないが、俺は羽入田に微笑を向けて口を開いた。

「いいお父さんだな。羨(うらや)ましいよ」

「恐れ入ります」

　羽入田の口から出た言葉は、「まさに淑(しゆく)女(じよ)」と言わんばかりの淑(しと)やかなものだったが、顔には満面の笑みが浮かべられている。それだけ父親のことが好きなのだろう。

「ところで、娘はご迷惑などかけてはいませんか？」

　説教じみたことを言った謝罪もあったのか、宇志雄は積極的に話題を変えようとしてきた。

「蝶(ちよう)よ花よで育ててしまって、ご覧の通りの世間知らずですから、節くんも困ることが多いのでは？」

「いえ、そんなことは……」

　ない。とはさすがに言い切れない。つい口ごもってしまった俺を見て、宇志雄は愉快そうに笑った。

「ある、のでしょうね。親の私がこのようなことを言うのもお恥ずかしい話ですが、私も娘の世間知らずには困らされることが多いのですよ」

「お、お父さま。なにも節さまの前でそのようなことをおっしゃらなくてもよろしいではありませんか」

　慌(あわ)てた様子で父親に抗議する羽入田の声に、俺も宇志雄も声をあげて笑ってしまった。

　俺は、今日のこのパーティで、婚約者候補の何人かからは親や兄弟を紹介されるのではと予想していた。

　その親兄弟の態度や反応から、《ゲーム》をクリアするための何らかの情報が手に入るのではと考えていたのだが、どうも俺の考え違いだったようだ。

　簡単に俺にヒントを与えてしまうような人物なら、そもそも婚約者候補たちが紹介するはずがないし、紹介される人物は俺よりはるかに知識も経験もある大人たちばかり。あらかじめ策や罠を用意しているのならばともかく、その場の会話の流れだけで情報を引き出せると考えるのは、思い上がりというものだろう。

　今の俺にできるのは、印象をフラットに保つことだ。

　羽入田の父・宇志雄は、親身になって俺に忠告してくれているように見えた。以前から善良な人なのだろうという印象を持っていたし、今日のことでますますその印象は強くなったが、その印象を《ゲーム》に直結して考えるのは危険だ。

　たとえ宇志雄が善良で、さらに娘の羽入田も善良な人間だったとしても、遠々原に恨(うら)みを抱いていないなどという保証はどこにもないのだから。

　俺はそれだけを心に留めつつ、あとは情報を引き出そうとか余計なことは考えないようにして、羽入田親子との会話を楽しむことにした。

　なんだかんだで思いの外盛り上がってしまい、他の人にも挨拶をしなければと、羽入田親子が去って行った時には、かなりの時間が過ぎていた。

「せっかくの料理が冷めてしまったじゃあないか」と睦月に文句を言われつつ、ローストビーフや鶏(とり)のテリーヌに口をつけていると、また俺を呼ぶ声が聞こえて来た。

「あっ、あの。あのっ、せ、節……さん」

　今度は奥(おく)有(う)楽(ら)か。

　奥有楽は着物、振(ふり)袖(そで)だった。桜色の地に、刺(し)繡(しゆう)も豪華な《まさに晴れ着》といった華やかな振袖だ。元々、奥有楽は髪型などから日本人形を思い起こさせることも多かったが、着物を着ていると本当に《お人形さん》という感じになる。

　しかし、今日の奥有楽は妙に顔が赤い。どうやらあがり症らしいのは、承知していたが、それにしても今日はひどい。パーティ会場の雰囲気に呑(の)まれたのか、それとも何か別の要因なのか。

「あ、ああ、あの、わたた、わたし……」

「どうした？」

　いや、どうしたも何もないか。

　奥有楽も背後に一人の男性を連れていた。羽入田と同じように、親類を俺に紹介しようというのだろう。ただ、奥有楽の連れは、二十代の前半――いや、雰囲気から察して二十代の後半か三十代の前半くらいか――に見えた。年齢からして父親ということはない……というか、確か奥有楽に父親はいないと資料には書かれていた。

　一瞬、兄だろうかとも思ったが、兄弟もやはりいなかったはずだ。

　だとすれば……。

「奥有楽の叔(お)父(じ)さんか？」

　彼女には普段からそういうところがあるが、いつにも増して奥有楽の言葉を待っていたら進む話も進みそうにない。俺は紹介されるよりも先にそう訊ねていた。

「あっ。は、はい。そう……です」

　奥有楽は消え入りそうな声で同意した。

　俺に言葉を奪われたような形になってしまった自分を情けなく感じているのかもしれない。どうということもないことなんだが、どうも奥有楽は日頃からいろいろな劣等感(コンプレツクス)に苛まれているようで、過敏な反応を見せることが多いのだ。

　……失敗だったかもな。

　別に俺はいくら奥有楽が落ち込もうと何の痛(つう)痒(よう)も感じないのだが、奥有楽自身がこれを《失態》だと感じているのなら、それを挽(ばん)回(かい)しようとするかもしれない。その挽回の方法がどのようなものになるか、正直、考えたくもなかった。特に奥有楽は、突然、突(とつ)拍(ぴよう)子(し)もない行動に出ることがあるので、その時に俺がこうむる被害を考えると、ちょっと頭が痛い。

　何かフォローを入れておくべきか？　……いやでも、いつものことだしな。

　などと俺が逡(しゆん)巡(じゆん)していたら、やはり奥有楽のこういう様子には慣れたものなのか、奥有楽の叔父が何事もなかったように一歩踏み出て、俺の前に立った。

「初めまして、遠々原節くん。乙(おと)音(の)の叔父の奥有楽臣(おみ)人(と)です」

　手慣れた様子で微笑(ほほえ)みながら、握手を求めてくるその人の名を、俺は知っていた。親爺の資料でというよりも、新聞や経済情報誌などいろいろなところで目にする名前だ。

「奥有楽臣人さん……というと、オクウラエレクトロニクスの？」

　少し驚いてしまった。奥有楽の叔父は他にも幾人かいるはずだが、まさか一番の大物が来るとは思わなかった。

　奥有楽乙音の家である奥有楽家は、遠々原と同様、企業グループの中核をなす家だ。規模も大きく、《巨大》と言って差し支えないと思うのだが、総合的な印象としてはどうしても地味になってしまうところがある。

　原因はおそらく――というか、ほぼ間違いなく遠々原にある。何らかの意図が働いているのか、それともまったくの偶然なのかはわからないが、遠々原グループと奥有楽グループは、内包するグループ企業の業種が、完全に合致しているのだ。まあ、遠々原はかなり節操のないグループなので、遠々原が手を出していない業種というのは少ないのだが、それでも数十種の業種が一〇〇パーセントの合致というのは珍しい。

　そしてなによりも問題なのが、奥有楽グループには業績において遠々原を上回っている企業が一つとして存在しないのだ。

　口さがのない人間（主に遠々原グループの人間）なんかは、奥有楽グループのことを「遠々原を二回り小さくしたよう」なんて言ったりしている。

　奥有楽が――奥有楽乙音が、俺を憎んでいる……というか、遠々原を破滅させたい理由があるとすれば、まさにこの企業間の争いに起因していることになる。正直なところ、俺にはそれ以外の理由がみつけられなかった。

　ただ、今のところはすべてにおいて遠々原の後(こう)塵(じん)を拝している奥有楽グループだが、グループ企業の中には、遠々原を脅(おびや)かすほどの業績を上げているものもある。

　その一つが、総合電機メーカーである、オクウラエレクトロニクスだった。近年、そこの社長が代替わりをしたというニュースは俺の耳にも入ってきていて、その名前が他でもない奥有楽臣人だったというわけだ。

「遠々原の御(おん)曹(ぞう)司(し)にまで名が知られているとは光栄だね」

　これだけ聞くとずいぶん皮肉っぽい言葉なんだが、あまりそういう感じもしない。さらりと自然に、本当に光栄に思っているかのように言ってくる。仕事柄というべきなのか、自然体のままで自分の感情や考えを隠すことを心得ているのだろう。

「それはこちらのセリフですよ。まさかオクウラエレクトロニクスの社長さんが自分の名前を知っているとは思いませんでしたからね」

　つられて、というわけでもないが、ついつい俺も皮肉っぽい言葉になってしまった。俺に他意はなく、文字通りの意味だったのだが……少し、言葉の選び方を間違えたかもしれない。

「知っていて当たり前じゃないかな。なにしろ君は、可愛い姪の婚約者だ。僕にとっても、将来的に義理の甥になるわけだしね」

　それもそうか。

　まだ正式な婚約者ではないし、確率からいったら二五パーセント程度の確率でしかないが、将来そうなる可能性があるという点では間違いない。

　まして、臣人自身にどこまで関心があるのかわからないが、当然《ゲーム》のことも聞いてはいるだろう。奥有楽グループにとって目の上のタンコブである遠々原家を叩き潰すチャンスでもある。そのためのキーマンになる俺の名前くらいは知っていておかしくはないだろう。

　臣人にとっても俺は、興味深い人物の一人ということになるかもしれない。

　だから、

「時に、節くん――」

　そう声をかけられた時、さて一体なにを訊(き)かれるんだ？　と身構えてしまったのだが、臣人の質問は俺の予想を少し……いや、かなり外れた質問だった。

「君は乙音のことをどう思っているんだい？」

　なんでそんなことを？

　――と、一瞬でも思ってしまった自分が馬鹿らしい。

　そりゃあ、オクウラエレクトロニクスの社長からそんな質問をされたのは、驚きと言えば驚きだったが、社長云(うん)々(ぬん)を抜きにして、ただ奥有楽乙音の親類とだけ考えるならば、むしろ当然の質問ではないだろうか。

「どう……ですか？」

　さて、どう答えたものか。

　まあ、取(と)り繕(つくろ)っても仕方がないし、ここは、素直に答えておくべきだろう。

「好きか嫌いかで言えば、もちろん好きですよ」

　正直に答えるように気を付けていたつもりだが、聞きようによっては、含むものでもあるような言い方になってしまった。何かの駆け引きだと思われたら困るなと思っていたが、そこはさすがに一企業のトップ。臣人は俺の意図を正確に理解した様子で、思わずといった感じに吹き出していた。くっくっと肩を震わせるように笑い声をあげる。

「思っていたよりも、君は正直な男のようだね」

「僕は常に正直でありたいと思っていますよ」

　含むつもりはなかったが、俺の言葉は少し言葉足らずではあった。だが、臣人は俺が口には出さなかった部分までを含めて読み取っていたようだ。

「残念ながら状況がそれを許さないことが多い――ということかな？」

「……まあ、そうですね」

「なるほど。では、訊き方を変えるが、乙音との結婚についてはどう思っているんだい？」

「どう……ですか？」

　俺の口から出たのは、先ほどとまったく同じ言葉だったが、どう答えるべきか悩んだ先ほどと違い、単純に臣人の意図がわからなかった。

「君と乙音の結婚は、奥有楽グループにとっては非常に有益な話だ。それは遠々原グループにとっても同じだろうと僕は信じている」

　なんとなく臣人が何を言いたいのかわかってきた。

　俺と奥有楽が結婚ということになれば、遠々原グループと奥有楽グループが結びつくことになる。奥有楽グループにとってその価値は計り知れないだろうし、遠々原にとっても決して価値の低いものではない。

　ただ、俺と奥有楽の結婚の理由や目的がそこにある――そこにだけあるということについて、臣人は俺の考えを訊きたいということなのだろう。

「言ってみれば、これは政略結婚だ。乙音はともかく、乙音のことを《好きか嫌いかで言えば、もちろん好き》という程度の認識の君が、それをどう思っているのかが、僕には気になる」

　乙音はともかく……？

　あまりにも自然に言った言葉だったので思わず聞き流してしまいそうになったが、俺にとってその一言は重要な一言だ。

　奥有楽は俺との結婚を、政略結婚と承知の上で納得しているということか？　それとも、奥有楽には政略結婚のつもりはないということか？

　つまり――。

　いや、今は考えるまい。慌てた思考がいい結果につながるはずがない。今は臣人の質問に素直に答えるだけで充分だ。

「僕が政略結婚を嫌がるのではないかという疑問なのでしたら、その心配は無用ですよ。僕は、自分のことであろうとなかろうと政略結婚には賛成派ですからね」

　政略結婚が成立するのは、大抵の場合、財力権力など《力》が大きな家だ。その家に生まれ育った人間は、多かれ少なかれその《力》の恩恵を得ている。ならば、《力》を維持するための努力はしなくてはならないだろう。

　たとえそれが望まぬ結婚であったとしても――というのが俺の考えだ。まあ、俺は自ら望んで遠々原という大きな《力》のある家に来たわけだから、少し考え方が極端になっているのかもしれないが、少なくとも現時点では本気でそう思っている。

　政略結婚を嫌がって駆け落ちする、あるいは家を出るというのならばわかる。義務を果たさない代わりに恩恵を放棄するということなのだから。だが、政略結婚は嫌だが、家の庇(ひ)護(ご)は受けたいというのでは、単なるわがままでしかない。

　そんな風なことを語っていた俺を、臣人は面白い見世物でも見るかのような表情で眺めていた。

「君は、考え方が古風だと言われることはあるかい？」

「古風ですか？　いえ、あまり記憶にないですが……」

「じゃあ、枯れているとか冷めているとかは？」

「ああ、それなら……」

　よく言われる。特に睦月からは毎日のように罵(ば)倒(とう)されている。

　それを思い出し、思わず言葉を濁(にご)してしまった俺を見て、臣人は闊(かつ)達(たつ)な笑い声をあげた。

「そうか。いや、笑ったりしては失礼だね。とにかく、安心したよ、節くん」

「はあ……」

「今後とも、君とはいい関係を築いていきたいものだ」

「こちらこそ、そうなれるよう願っています」

　臣人との関係がどうなるのかは未知数としか言いようがない。頼りになる味方になることもあるかもしれないし、厄(やつ)介(かい)極まりない敵になることもあるかもしれない。

　願わくば、そのどちらでもない関係を築きたいものだ。互いにとって有益でも有害でもなく、存在を忘れ去ってしまえる関係というのが理想だな。

　俺は、臣人が差し出した手を握り返しながら、そう思っていた。

「じゃあ、僕は行くよ。他にも挨拶をしなくてはならない人がいるからね。悪いが、乙音も一緒に来てもらうよ」

「あ……は、はい。あ、あの、節……さん、また……」

「ああ」

　奥有楽の性格では、挨拶回りなどは苦痛でしかないような気もするが、これも大きな家に生まれ育ったものの定めだ。

　同情するような、俺ばかりが苦労しているわけではなくて安心するような、微妙な気分になりつつも、「がんばれよ」と奥有楽に声をかけた。

「は、はい。ありがとう……ございます」

　ぺこりと一礼し、奥有楽は臣人と共に俺に背を向けた。

「……ちょっと羨ましいですね」

　奥有楽家の二人が去った後にぽつりといった感じに聞こえてきた寂しそうな声は、天(あ)海(まの)崎(さき)のものだった。

　いつから傍にいたのかはわからないが、俺の隣で人ごみに消えていく奥有楽とその叔父の姿を遠い目をして見つめていた。

　横目でそれを見つめていた俺の視線に気づいたのか、天海崎は苦笑を浮かべながら俺に向き直る。

「わたしも家族を紹介できたらよかったんですけれど……」

「ああ……」

　天海崎の家族が――特に両親が今どうなっているのか、俺は知らない。だが、かつてどうなってしまったのかは俺も知っている。

　一言で言うなら、破滅した、だ。もう少し詳しく言うならば、遠々原の手によって破滅させられた、だ。

「ご両親がどうしてるのか、天海崎は知ってるのか？」

　訊くのは酷だろうかと思いつつ遠慮がちに訊ねた俺の言葉に、天海崎はゆっくりと首を振る。

「実は、わたしも詳しくは知らないんです。遠々原グループの関連企業の、下請けの下請けのそのまた下請けみたいな会社で働いているらしいんですけれど」

「そう……か」

　天海崎が詳しく知らないということは、その両親が詳しく教えない……教えたくないということなのだろう。十中八九、まともな会社ではないだろうなと思うと、やはり訊ねてしまったことを少し後悔してしまう。

「どちらにしろ、こんな立派なパーティにのうのうと出ていられるような状態でないことは確かですね」

　天海崎は頭のいいヤツだ。漠然とながら両親の現状は理解しているのだろう。自嘲気味にそう漏(も)らすと、肩をすくめるような仕草で苦笑を俺に向けた。

「本当はわたしだってそうなんですけれど」

　その言葉に俺は改めて天海崎の姿を見る。

　確かに、その姿にはどこか違和感を覚える。……服装だろうか？　その服自体は、このパーティ会場にいる誰もが着ているような、一目で高価なものだとわかる立派なものだったが、体に合っていないような気がする。

「借り物なんです。パーティに着ていくようなドレスは持っていないからどうしようかと思っていたんですけど、宇(う)海(み)さんが貸してくれると言うので……」

「羽入田のドレスだったのか。どうりで……」

　何気なく。本当に何気なく呟いた言葉だったのだが、どうも天海崎の気に障(さわ)ってしまったようだ。

「……どうりで、何です？」

　半眼になり、険悪な目つきで俺をじろりと睨んでくる。

「何って……いや、どうりで体に合っていないなと」

　俺は思っていた通りのことを口にしたのだが、それを噓(うそ)と思ったのか、天海崎は俺の言葉を冷笑的に鼻で笑う。

「別にいいんですよ、気を遣ってくれなくても。どーせ、胸の部分があまってるな、とか思ってたんでしょ」

「え？　……ああ」

　天海崎は肩から羽織ったショールを胸の前で掻(か)き合(あ)わせ、目立たないようにしていたが、言われてみれば確かにドレスの胸の部分に妙な空白部分があった。

　まあ、羽入田のドレスを借りたというのだから無理もない。天海崎がどうこうというよりは、羽入田が規格外すぎる。

「な、納得された……！」

　自分から言い出したことなのに、俺が思わず頷(うなず)いてしまったことは、それはそれでショックだったらしい。

「い、言っておきますけど、わたしだって、それなりにそれなりなんですからね。宇海さんみたいな化け物じみたのと比べられても困ります」

「比べてない。比べてないから」

「噓。信用できません。そう言うなら、ちゃんと触って確かめてください」

　天海崎はそう言うなり、ショールをはだけ、胸を突き出してくる。

　ああ、こうされるとよくわかる。確かに《あまって》いるな。

　さて。こういう場合、どうするのが正解なのだろうか。「そ、そんなことできるわけないじゃないか！」とか顔を赤らめて言ってみるべきか。それとも、「それじゃあ遠慮なく、グヘヘ」とかよだれでも垂(た)らしてみるべきか。

　まあ、どれが正解かはわからないが、俺がとるべき反応はひとつだ。

「俺が本当に触ったとしたら、お前はどうするつもりだ？」

「ど、どうって……？」

「『穢(けが)された』とか言うつもりじゃないのか？　それで、『もう節さんにお嫁にもらってもらうしかない』とかなんとか」

「そ……ソンナコトアリマセンヨ」

　図(ず)星(ぼし)か。相変わらず油断ならんヤツだ。

「あのな。この際だからはっきりと言っておくが、俺が天海崎を正式な婚約者に選ぶことは一〇〇パーセントないぞ」

　天海崎は、つい先日、俺の前で《本性》を晒(さら)した。

　そうなるよう俺が仕向けたっていうのもあるが、俺や遠々原を憎み、その破滅を願っていることを顕にした。

　以後、俺の選択肢から天海崎は消えている。天海崎は、あの一件の後「俺のことが本当に好きになってしまったから、選ばれるよう努力する」と言っているが、彼女の《本性》を見てなお、その言葉を信用するほど俺は呑(のん)気(き)じゃない。

　言ってみれば、天海崎は《ゲーム》の脱落者だ。俺が天海崎を選ぶことはない。

　俺が断言したにも拘わらず、天海崎は穏やかな、余裕とさえ思える微笑を浮かべている。

「わたしも節さんの考え方が少しわかってきましたからね。節さんは一〇〇パーセントないと言いますけど、わたしは自分が選ばれる可能性をもう少し高く見積もってますよ」

「……どういうことだ？」

「わたしは、最終的に節さんにとって、最もリスクの少ない候補者になっていればいいんです」

　それは確かにその通りだ。だが、口で言うほど簡単なことじゃないだろう。

「お前を選ぶ際のリスクが軽減されるとは思えないがな」

「もちろん、絶対量が減ることはあまり考えられませんけれど、相対的なリスクだとしたらどうでしょう？　例えばこの先、わたし以外の候補者の《本性》を一人も暴くことができなかったとしたらどうです？　その状態のまま、どうしても選ばなくてはならない事態に陥(おちい)ったら？　《誰を選んでも危険》な時、節さんの選択肢からわたしが完全に消えることはないと思うんですよね」

「…………」

　……正直、まったく理がないとは言い切れなかった。

「仕方がないから天海崎でいい。今、わたしが狙っているのは、それです」

「お、おいおい。そりゃいくらなんでも……」

　あまりといえばあまりにも割り切りすぎた天海崎の言葉に、この俺ですら心配になってしまった。

　どこか咎めるような調子にさえなってしまった俺の声に、天海崎は自嘲を隠そうともしない苦笑で答える。

「自分でもわかってますよ、プライドのないことを言っているのは。でも、冷静に考えて、それが一番勝算が高そうなんですから、それこそ仕方がありません」

「……困ったな」

　何が困るかというと、天海崎の考え方は非常に俺好みなのだ。仮に俺が天海崎と同じ立場に立たされた時、俺が同じ結論に至る可能性は低いものではないと思う。

「俺の婚約者選びがこんな《ゲーム》じゃなかったら、天海崎のことを選んでたかもな。やっぱり、お前のことは好きだぞ」

　俺は何気なく、さして何かを意識したわけでもなくさらりと言った。

　天海崎の方も、微笑みながら「じゃあ、選んで下さい」とか、軽い調子で返してくるかと思ったのだが、俺の予想以上に衝撃を与えてしまったようだ。

　目を見開き、俺を凝視したかと思うと、みるみる内に顔を真っ赤に染める。そればかりか、手で顔を覆(おお)いその場にしゃがみこんでしまったほどだった。

「お……おい!?　ど、どうした？」

「ふっ……不意打ちですよ、節さん。ずるいです。卑(ひ)怯(きよう)です……っ」

　え？　な、何？　どういうこと？

「な……なんだかよくわからんが、すまん。悪かった」

　正直、謝らなくてはならない理由が俺にはわからなかったのだが、なんとなく謝っておいた方がいいような気がした。そうでなければ、天海崎はずっとしゃがみこんだままでいるように思えたのだ。

「いえ……わたしの方こそ、すみませんでした」

　俺の想像以上に天海崎の立ち直りは早かった。軽く自分の頰を叩くような仕草をした後、すっと立ち上がり、俺に向けた顔には微笑さえ浮かんでいた。

「節さん。さっきのセリフ、もう一度言っていただけませんか？」

「え？　ま、また言うのか？」

　さっきは何の気なしに言ったのだが、改めて言えと言われると、さすがに少し気恥ずかしい。だが、強い口調で「お願いします」と言われると、どうも断りづらい。

「えーと。『俺の婚約者選びがこんな《ゲーム》じゃなかったら、天海崎のことを選んでたかもな。やっぱり、お前のことは好きだぞ』――これでいいか？」

　やっぱり照れくさい。照れ隠しにわざとらしい咳(せき)払(ばら)いまでしてしまったくらいだ。

　一方、天海崎は悠(ゆう)然(ぜん)としたもので、最初に俺が予想した通りの反応が返ってきた。

　つまり、にこりと微笑み――。

「じゃあ、わたしのことを選んで下さい」
















　あー、そういうことか。まあ、それがお望みなら、付き合ってやるのも吝(やぶさ)かじゃない。

　俺は、天海崎がそう言ってきたら返そうと思っていた言葉をそのまま口にする。

「それとこれとは話が別だ」

　短く、切り捨てるような言葉。だが、天海崎はショックを受けた様子もなく、それどころか楽しげにくすりと吹き出してみせた。

「節さんが期待してた会話はこうですよね。――水を差して、ごめんなさい」

「いや、まあ、謝ってもらうようなことじゃないが……まいったな」

　本当にまいった。

　これじゃあ、ますます天海崎のことを好きになってしまいそうじゃないか。










二章「このままでは勝負になるまい」




「おい、君。大変なことになったよ」

　ある日の夕方。睦(む)月(つき)が血(けつ)相(そう)を変えて俺の部屋に入ってくるなり、そんなことを言いだした。

　ちょっとやそっとのことで動揺する睦月じゃない。一体、何があったのかと恐々としながら聞き返す。

「なんだ？　何があった」

「実は、先ほどとんでもない話を耳にして――」と、そこまで言ったところで俺を見て何か気になることでもあったようで、ぽつりとつぶやいた。

「君のソレは小(ち)っちゃいな」

　何を指して言っているのかはわかるが、誰かに聞かれたら変に誤解を受けそうなセリフだ。……そしてなんだか、若干ショックを受けている俺がいる。

「……効率的だと言ってくれ」

　俺は手元の鞄(かばん)を見ながら、憮(ぶ)然(ぜん)として睦月にそう返した。睦月が小っちゃいと言ったのはこの鞄のことだろう。そして、《君の》と言ったからには、俺以外の誰かが小っちゃくないことを知っているというわけだ。

　まあ、その誰かが誰なのかは大体想像がつくが。

「羽(う)入(にゆう)田(だ)嬢なんかは、海外旅行に行くのかってくらいの大きなスーツケースを用意していたよ」

　やっぱりな。

「まあ、旅行と言えば旅行みたいなもんだからな」

　俺の答えに、睦月は「ふむ」と少し思案気な顔になる。

「私には経験がないのでわからんが、臨海学校とはそういうものかね」

　臨海学校。

　俺たちの通う高(たか)原(はら)学園高校では、夏休みの期間を利用して二泊三日の臨海学校が開催される。その臨海学校がいよいよ明日からに迫っていた。俺が鞄を用意していたのも、羽入田が馬鹿でかいスーツケースを用意しているらしいのも、それのためだ。

　俺は去年、一年生の時にも経験をしたが、じゃあ臨海学校って何をするんだと言われると、少し悩む。

「一応、地域貢(こう)献(けん)とかいうことで浜辺のゴミ拾いくらいはしたが、要するに泊りがけの遠足みたいなもんだ」

「ふうん。そりゃあ楽しそうでなによりだね」

「楽しそう、ねえ……」

「なんだい、変な声出して。君は楽しみじゃあないのかい？」

「なんだかんだ言っても学校行事だしな」

　学校行事である以上、集団行動が主になるし、時間を拘(こう)束(そく)されることも多い。ただ楽しむだけなら、気の合う仲間と個人的に旅行に行った方が楽しめるだろう。

「相変わらず冷めてるねえ。それともアレかい？　遠(をん)々(どお)原(ばる)家の御(おん)曹(ぞう)司(し)ともなれば、二泊三日程度の国内旅行では満足できないかね」

　睦月は嫌味ったらしく言ってくるが、もちろん、俺が臨海学校を楽しみにできないのはそんな理由じゃない。そもそも俺がこの家に養子に来てから、修学旅行とかの学校行事以外で旅行に行ったことなど一度もないし、あってもらっても困る。例えば親(おや)爺(じ)と家族旅行なんて、想像しただけで冷や汗が出る。

　そりゃあ俺が《冷めてる》という意見には反論もできないが、

「俺だって、ただ臨海学校に行くってだけならそれなりに楽しみにもするさ」

　去年はどんなことがあるのだろうかと、もう少し心躍(おど)らせていた。

「ただ、今年はなあ……」

　今年はどんなことがあるのだろうかと、かなり戦々恐々としている。

　当然、睦月はそんな俺の内心は承知だろう。だからこそ、ニヤニヤと気味の悪い笑みを浮かべているのだ。

「何を言っているんだ、君。今年こそ、君の可愛い婚約者候補たちが、あの手この手で青春の一ページを作りに来るに違いないだろう。去年よりよほど楽しめそうじゃあないか」

　俺は苦(にが)虫(むし)を嚙(か)み潰(つぶ)したような表情で睦月の言葉を聞いていた。

　俺が心配しているのは、まさにその点だ。

　婚約者候補(あいつら)も、ここしばらくは無茶なアプローチは少なくなり、ずいぶんと落ち着いてきている。たぶん、本気で俺が嫌がることに気づき、逆効果だと思い始めているのだろう。

　だが、臨海学校の時にもおとなしくしているという保証はない。

　話に聞くところによると、臨海学校とか修学旅行とか、そういうイベントの時にはカップルの成立率が高いらしい。真(しん)偽(ぎ)のほどは定かじゃないが、吊(つ)り橋(ばし)効果というか、イベントのお祭り的な雰囲気で、昂(こう)揚(よう)感(かん)を恋心と勘違いしてしまうということは大いにあり得る話だ。

　まさか、冷酷とか冷淡とか（挙(あげ)句(く)の果てには鬼(き)畜(ちく)とまで）言われるこの俺が、そんな勘違いをするとは思えない……と言いたいところだが、事情は多少異なるがついこの前に、天(あ)海(まの)崎(さき)に惚れたと勘違いをしてしまった前科が俺にはある。正直、ちょっと自分でも自信が持ちきれない部分もあるのだが、同じ失敗を何度もやらかすのでは成長がないにもほどがあるというものだ。常に自省と自制を心がけていれば、大丈夫……だと思いたい。

　ただ、それを抜きにしても、現状この《ハーレム》では、婚約者候補たちはお互いがお互いを見張るような形となっている。互いに警戒、牽(けん)制(せい)し合い、他の誰かに出し抜かれないようにしていて、それもここしばらく婚約者候補がおとなしくなっている理由のひとつではあるのだろう。

　それは、臨海学校だからといって基本的には変わりはないだろうが、周囲に数名しかいない《ハーレム》とは違って、学校行事であれば約三百名、クラスに絞(しぼ)ってみても四十名近い人数がいるのだ。《ハーレム》にいる時より注意が散漫になっても仕方がない。そう考えるヤツなら（そして、親爺が選んだ婚約者候補なら、その程度のことは考えるだろう）、この臨海学校中に何らかのアクション、アプローチをしてくる可能性は充分にある。

　俺だって、《ハーレム》ならぬ《デッド・エンド・ハーレム》などという不愉快かつ恐ろしい状況はさっさと終わらせたい。向こうのアクションが俺に光明をもたらすことだってあり得るわけで、ならば望むところではある。

　が。問題は、学校行事だってところだ。

　俺は目立ちたくないのだ。これはもう、俺の人生の目標みたいなもんで、目立ちたくないというよりは、目立ってはならないという感覚に近い。

　婚約者候補たちは、客観的に見てみんな美少女だし、それぞれ得手不得手はあるがいろいろな意味で優秀な人間だし、それだけに注目の的にもなる。

　その彼女たちが手段を選ばずアプローチをしてきたら、目立つ目立たないの問題じゃなくなるだろう。

　それを思うと今から頭が痛い。

　我ながら気の早いことだが、その時のことを考え、今から頭を抱えてしまった俺を見て、睦月が「ふん」と軽く鼻を鳴らした。

「ま、君の心配もわからないではない。私も今しがた、不吉な話を耳に入れてしまったからね」

「不吉な……？」

　そう言えば、そんなことを言っていたな。

「とんでもない話だよ、これは。君にとっては最悪の事態だと言ってもいいかもしれないよ」

「……もったいぶって脅(おど)かそうとしてないで、さっさと話してくれ」

「む。君に心の準備をする時間をやろうという私の心(こころ)遣(づか)いがわからないのかね」

「わかってたまるか」

「わがままなヤツめ。ならば、心して聞きたまえ」

　睦月の様子から、どうせろくでもない話だろうというのは何となくわかっていたのだが、その雰囲気に少し身構えてしまう。

「臨海学校に持っていく水着は、なんと各人の自由なのだそうだ！」

「なんだそのことか」

「なんだ……だと？」

　さらりと返した俺の返事に、睦月は目を見開いて戦慄(おのの)いた。

「君はわかっていないのか!?　これがどれほど恐ろしい事態を引き起こすことになるのかを……！」

「……あのな、睦月」

　げんなりしながらも反論しようとした俺の言葉は、勢い込んだ睦月の声に搔(か)き消(け)されてしまった。

「いいや、君はわかっていない。君の婚約者候補の彼女たちのことだ。学校指定の水着でなくともいいのをよいことに、そりゃあもう、あんな水着やこんな水着でムチムチぶるんっ、とかやりだすだろうよ！」

　なんだその擬(ぎ)音(おん)。生まれてこのかた聞いたことがないぞ、そんな音。

「おい、睦月……」

「だが、恐ろしいのはそれだけじゃあない」

　俺の言葉は、またしても言(い)い募(つの)る睦月の声に搔き消された。芝居がかった調子で首を大きく振り、顔は苦痛と苦悩にしかめられている（風を装っている）。なんだかすっかりノリノリだ。

「そうとなれば、一人や二人は間違いなく紐(ひも)だ」

「紐？」

「紐ビキニだよ。紐と言ったら紐ビキニのことに決まっているだろう。当たり前じゃあないか」

　当たり前……かなあ。

「海、紐ビキニ、微妙な仲の男女――とくれば、起こり得る事態はただのひとつしか考えられない！」

「……水着が流されるとか言うつもりか？」

「その通りだよ、君。『きゃあ、水着が流されちゃいました』とか言って、傍(そば)にいる君にしがみついてくることになるだろうさ」

「俺が傍にいなかったらどうすんだ？」

「……頭は大丈夫か、君」

　当たり前の疑問だと思うのだが、睦月からは、まるで可哀想な子を見るような憐(れん)憫(びん)の眼差しを向けられてしまった。なんだかすげえムカつく。

「水着が流された時に君が傍にいるのではない。君が傍にいる時に水着が流されるのだろうが」

　事故を装って、ということか。

「まあ、あいつらならそれくらいやるかもしれないが……」

「だろう？　そこで、だ。私にいいアイディアがある」

「なんだ？」

　間違いなくいいアイディアじゃないだろうが、一応、聞いておいてやろう。

「彼女たちの誰かの水着が運悪く流されてしまった時には――これだ」

　言いながら、睦月は懐(ふところ)からすっと何かを取り出した。

　……水着？

　睦月が取り出したのは、ビキニのトップスだった。

「これをさっと差し出して、こう言うのだ。『大丈夫だ！　こんなこともあろうかと思って用意しておいたんだ』とな」

「アホか！　誰が言えるかそんなセリフ」

「む？　何(な)故(ぜ)だい。某宇宙戦艦の技師長以来、『こんなこともあろうかと』は、人生で一度は言ってみたいセリフにランキングされているらしいぞ。君も遠慮せずにここぞとばかりに言ってやるといい」

　そういうのを名言の無(む)駄(だ)遣(づか)いって言うんだ。

　ちなみにそのセリフ、アニメ一作目で使われたことはないらしいぞ。

「あのな、睦月。水着が海に流されるってことは、海の中にいるってことだろ？　で、その傍にいるんだから、俺も海の中ってわけだ。それで、用意しておくって、どこに用意しておけってんだ」

「そりゃあ、君の海水パンツの中から――」

「変態か！」
















　どんな理由があろうと、海パンの中から女性用水着を取り出すヤツがいたら、間違いなく変態だ。

「むう……」と、睦月は不服気に唇(くちびる)をあひるのように歪(ゆが)ませる。

「そうは言うがね、君。婚約者候補の誰かが、そういった手段に訴えてくる可能性は充分にある。それは君だって承知のことだろう？」

「まあな」

「それをわかっていてなお、何の対策もとらずにいるのは無能の証明だ。『やってくる可能性はあるが、やらない可能性だってある』なんて、自分に都合のいい幻想に浸(ひた)っているのじゃああるまいね」

「待てよ、睦月。俺がいつ何の対策もとっていないと言った？」

　俺がにやりと笑って睦月にそう告げると、睦月は眦(まなじり)が裂けんばかりに目を見開き、

「なん……だと!?」

　と大(おお)仰(ぎよう)に驚きを表した。芝居がかっているというか、はっきり言ってわざとらしい。

　まあ、俺も人のことを言えないが、その場のノリってのはあるもんだ。

「水着が自由だと聞いて、その程度の状況を俺が想定していなかったとでも思っているのか？　当然、俺は婚約者候補の誰かが、俺に『どんな水着が好みか』と聞いてくることも予想していた。だから俺は、全員に聞こえるようにこう言ってやったのさ」

　睦月がごくりと息を呑(の)むのを待ち（ちなみにこれもかなりわざとらしかった）、俺は宣言するように告げた。

「『俺はワンピース派だ』とな！」

「……っ！　そう言われれば、彼女たちとて君の好みを無視してまでビキニを選ぶことはしないか……。ワンピースでは水着が流されるなどというアクシデントを演出しようもない……。むう、やるな……さすがは節(せつ)だ」

　いや、あの。どっちかって言うとツッコミを期待してたのに、そんな大真面目に感心しないでくれ。むしろ恥ずかしくなるじゃないか。

「その話を聞いた時はどうなるのかと不安だったが、君が冷静なようで安心したよ」

　そりゃ何よりだ……が。

「ところで睦月。お前、それを言うためだけにわざわざ来たのか？」

　睦月は部屋に入ってきた時に、「大変なことになった」と言っていた。それが水着の話だったということなのだろうか。そんな話のためにわざわざ血相を変えて……とも思うが、まあ、睦月なら考えられなくもないか。それにしても、あの時は、本気で動揺していたようにも見えたのだが……。

「ああ、そうだった」

　などと考えていたら、睦月は何かを思い出した様子でポンと手を拍(う)った。

「夕食を共にしたいから今日は本邸の方へ来るように、との御(ご)前(ぜん)からのお達しだ」

　睦月は、何てこともないことのようにさらりとそんなことを言いやがった。

　いや、内容だけなら確かに何てこともない。だが、親爺が人を呼びつける時に、《何てこともない》なんてあり得ない。

「そ――」

　突然のことに、思わず言葉に詰まってしまう。

　できれば心の準備をする時間がほしかった。こいつの心遣いはどこへ行ってしまったんだろう。

　呆(ぼう)然(ぜん)として何も言えなくなってしまった俺は、しばらく経ってから、やっとのことで至極当然の抗議を口にしたのだった。

「それを先に言え！」




　……頼むよ、本当に。




＊




「節。近頃の調子はどうだ？」

　俺の養父・遠々原十(じつ)慈(じ)郎(ろう)は、周知の通り巨大企業グループ『遠々原グループ』の会長であり、付け加えるなら《ワンマン会長》だ。毎日毎晩、財界人の誰かと会食をする予定がびっしりで、息子の俺と食事を共にするなんてのは、よくて数ヶ月に一度あるかないかになる。

「息子との時間を持ちたい」なんてことを言い出すほど人情味あふれるヤツじゃないし、そんな暇(ひま)もない。

　よって、親爺が俺と食事をする時は、ほぼ確実に俺に何かを告げる時――もっとはっきりと言えば、俺に無理難題をふっかけてくる時――だ。

　俺が遠々原家で暮らすようになってから、最も緊張（あるいは警戒）する時間と言えるかもしれない。

　それでなくとも気分屋かつ傲(ごう)慢(まん)な親爺のことだ。受け答えひとつで、冗談じゃなく俺の人生が変わってしまう可能性はある。

《近頃の調子は》なんて、他愛のない世間話にしか思えないが、親爺がどういう答えを望んでいるのか、俺の答えにどういう反応をするのか、それを踏まえた上で会話を予想しておかなくては命がいくつあっても足りないだろう。

「調子か。まあまあってところだな」

　俺は、誰にでも何も考えずにできるような返答しかしなかった。すると、それまで楽しげですらあった親爺の表情が一変する。

「儂(わし)の息子ともあろう者が、つまらん答えをするな」

　親爺は顔を不快げに歪ませ、目を細め俺を睨(ね)めつけた。元々鋭い眼光は、まるで俺を突き刺すようにさえなった。

「調子を訊(き)かれて答えるべきは、絶好調か絶不調かのどちらかだ」

　威圧するための絶好調か、油断させるための絶不調かのどちらかということか。気に入らない言い方だが、親爺らしい言いようではある。

「それ以外の中途半端な答えをする者は、所詮、中途半端でしかない。儂は中途半端な男にいつまでも息子を名乗らせるほど呑(のん)気(き)ではないぞ」

　失敗した。

　とは、思わなかった。さすがに俺だって、親爺が言いそうなことは予想がつく。

「中途半端が嫌だって言うなら、言い直してやるよ。調子自体はいいが、親(じ)爺(い)さんと一緒に食事をしているこの状況は最悪だね。絶好調かつ絶不調――両方あわせると、まあまあってところだ」

　俺のその答えにも、しばらく親爺は目を細めたまま俺を睨みつけ続けた。

　おそらく俺の答えを吟(ぎん)味(み)しているのだろう。俺の答えが本当か否か、ではなく、失言を取(と)り繕(つくろ)うために言ったでまかせか、あらかじめ用意しておいた回答なのかを。

　親爺は後者が好みだろうが、本当のところを言うと、どっちでもある。俺の《まあまあ》という答えに親爺が不快感を示したら言おうとしていた言葉で、言ってみれば、《失言を取り繕うために、あらかじめでまかせを用意しておいた》が正しいところか。

　当然、親爺なら俺のそんな内心は承知しているだろう。そのどの部分が気に入ったのかはわからないが、ふっと表情を緩(ゆる)めた。

「相変わらず、口の減らん男だな」

　それをあんたが言うか？

「なあ、親(じ)爺(い)さん。《子は親の鏡》って言葉があるらしいんだが、知ってたか？」

　こんなヤツに似ていると言われるのは腹立たしいが、影響をまったく受けていないと言ったら噓(うそ)になる。言葉遊び的なさっきの言い様だって、どちらかと言えば親爺のやり方だ。

「ほう？」と、親爺は驚いた様子で目を瞬かせ、にんまりと薄気味の悪い笑みを浮かべる。

「寡(か)聞(ぶん)にして初耳だが、それが本当だとすれば、お前は儂に瓜(うり)二(ふた)つということになるな」

「そうなるかもな。――嬉しいのか？」

　親爺があまりにも楽しそうに言うものだから、ついそんなことを思ってしまった。世の親は、子供が自分に似ていると言われると喜ぶものらしいが、この親爺にもそんなところがあるのだろうか――と、一瞬でもそう考えてしまった俺は馬鹿だ。

「いいや、恐ろしいな。儂のようなヤツなら、先々にどんな災いをもたらすか知れん。後(こう)顧(こ)の憂(うれ)い、禍(か)根(こん)の種は摘(つ)んでおくべきだろう。まずは、その不愉快な鏡を叩き壊すところから始めるか」

　そうだ。親爺ならそう考えるはずで、そもそも親爺は《親爺のようなヤツ》を叩き潰してきたからこそ、今の親爺なのだ。それを忘れてはいけない。

「残念ながら俺は子じゃなくて養子だ。《子は親の鏡》らしいが、養子までそうかはわからないしな。鏡だとしても、せいぜい小さな手鏡だろ。わざわざ叩き壊す価値があるのか保証はしかねるね」

　慌てふためいて（もちろん、それを表情に出したりしなかったが）、親爺の攻撃目標から自分を逸らそうとするその無(ぶ)様(ざま)な言い訳に、親爺は「フン」と、つまらなそうに失笑を漏らした。

「あまりにも見え透いた逃げ口(こう)上(じよう)だが、まあいい。今、お前を潰すよりは生かしておいた方が儂も楽しめるだろうからな」

　あ……危ねえ。

　偉そうに会話を予想とか言っているが、それが完璧にできれば苦労はない。そもそも俺のは、頭が切れてそれができるからやっているのではなく、予想外の事態に弱いという自分の欠点を補うための苦肉の策なのだ。

　ボロが出る前に聞くべきことを訊いて会話を終わらせてしまった方がいい。

「それで、今日は俺に何の用なんだ？」

　冷静にならなくてはと言い聞かせていたつもりだが、俺も相当焦(あせ)っていたのだろう。自分でもびっくりするほど何の芸もない話題の変え方だ。親爺が気に入るとも思えず、言った瞬間、どっと冷や汗が噴き出してしまったほどだった。

　しかし親爺がそれを咎(とが)めることはなく、俺の希望通りに会話を本題へと移す。

「むろん、お前の婚約者選びのことだ。今のお前にそれ以外の用件があるとでもいうのか？」

　なんとも竹を割ったような回答だ。

　噓でもいいから、《親子の心の交流》とか言えないもんかね。……まあ、本当にそんなことを言われたら、想像を絶する恐怖に襲われることになるだろうが。

「先日の、一人を見破った手管はなかなかのものだったが、その後はどうなっておるのだ？」

　どう、と言われてもな……。

　努力は怠(おこた)っていないと言いたいところだが、そう言ったところで親爺に失望されるだけだろう。

「まさかとは思うが、たったの一人を見破っただけで気を緩めているのではあるまいな？」

　ぎくりとする――ほど俺も間抜けじゃないが、親爺の言葉がまったくの見当違いとも言い切れなかった。

　婚約者選びの《ゲーム》に際して、俺は自分の最大の味方は時間だと思っていた。

　婚約者候補たちとの時間。

　親爺が選んだ婚約者候補の五人中四人――一人は除外することができるが、残りの四人中三人――は、俺や遠々原家を憎んでいるが、正式な婚約者に選ばれるためにそれを俺に悟らせてはいけない。つまり、彼女たちは常に自分を偽(いつわ)って過ごさなくてはならないのだ。

　それは、言葉にするほど簡単なことじゃない。短期間ならともかく、数ヶ月数年と過ごしていく内に、必ずどこかでボロが出るはずだ。俺はそれを見落とさないように注意していればそれでいい。もちろん、俺の側にも経年を伴うことによるデメリットは存在しているが、俺の気の持ちようでどうにでもなる問題だとも思っていた。

　だから、特に気負わず（だが、油断はせず）日々を過ごすことが今の課題だと考えている。

　しかし、即断即決が信条の親爺から見れば、あまりにも消極的な方法だと取られても仕方がない。それを《気を緩めている》と表現するのであれば、まさにその通りなのだろう。

　俺が答えに窮していると、

「節よ。お前が何を考え、この《ゲーム》をどう攻略しようとしているのか、儂にもわかるが……」

　突然、親爺は妙に優しげな口調でそんなことを言い出す。

「だが、儂も老い先の短い身なのでな……」

　そうかと思えば、実にわざとらしくそんなことを言い出す。更に腹立たしいことに、コンコンと弱々しげに咳までしやがった。

　見え透いているというのなら、これほど見え透いた《絶不調》はないだろうに。

「何言ってやがる。百歳どころか五百までは生きてそうな面しやがって」

　いつものことながら親爺の顔は脂(あぶら)ぎっていて、血色も良くつやつやだ。今だって、ブ厚いステーキにかぶりついていた。老い先が短いと本当に思ってんなら、もう少し血(けつ)糖(とう)値(ち)とかコレステロールとか気にしろってんだ。

「怪物とか妖怪とか呼ばれるが、儂も一応は人間なのでな。まあ、せいぜい二百くらいで死ぬだろうよ」

　それでも充分妖怪だ。頼むから、もう少し早く逝(い)ってくれ。

「老い先の短い儂としては――」

　どうあっても老い先が短いと言い張るつもりらしい。

　親爺があと百二十年程度しか生きられない《老い先の短い身》だとしたら、間違いなく俺の方が先に死ぬんだけどな。

「――儂としては、可愛い息子の嫁(よめ)も見れずに死ぬのは無念だ」

　しかし……どうも嫌な方向に話が行っている。

　この会話の流れからすると、親爺は《ゲーム》にタイムリミットを設けるつもりだろう。問題はそれがいつになるか、だ。

　最低でも一年は欲しいと思うのだが、あえてこのタイミングで設定するタイムリミットだ。より厳しくしてくるのは目に見えていた。とすると……半年くらいだろうか。なんとか十ヶ月、せめて八ヶ月くらいまでの譲(じよう)歩(ほ)を引き出さなくてはならない。

「あとひと月の間に選べ」

「――!?」

　一瞬、俺は何を言われたのかわからなかった。いや、正確には、わかってはいたが、わかりたくなかった。俺の脳みそが、親爺の言葉を理解することを拒否してしまったのだ。

　だからと言って、何一つ事態が変わるわけじゃない。俺はパンクしそうになる脳をフル回転させて親爺の言葉を理解しようとした結果――。

「ふ――ふざけるなっ！」

　本当にパンクしてしまった。

　座っていた椅子を蹴(け)倒(たお)すように立ち上がると、親爺を怒鳴りつけていた。

「ふざけてはおらんよ」

　今にも飛び掛かりそうな勢いの俺の様子にも（と言うか、実際に飛び掛かりたくてたまらなかった）、親爺は実に悠(ゆう)然(ぜん)としたものだ。

「ぐ……」

　俺は喉元まで上ってきた数十種類に及ぶ親爺への罵(ば)詈(り)雑(ぞう)言(ごん)をどうにか飲み込んだ。

　そうだ。親爺を罵(ののし)っても意味はない。親爺はふざけていない。冗談を言ったりもしない。俺にできることと言ったら、どうしたら少しでも自分が有利に立ち回れる状況が作れるかを考えることくらいだ。

《あとひと月の間に選ぶ》か。それなら――。

「……わかったよ、受けてやろうじゃないか、その勝負」

　諦(あきら)め半分、自(や)棄(け)になったように俺が言ったその言葉に、親爺は目を光らせた。

「言っておくが、《何に選ぶか言わぬ》などという小(こ)賢(ざか)しい手段が儂に通用すると思うなよ？」

　……読まれてやがる。

　まあ、仕方がないか。そんな子供の言い訳みたいな言葉で天海崎を引っ掛けたのは、つい先日のことで、しかもこの爺(じじ)ぃの目の前でのことだったのだ。そうそう何度も同じ手段は、親爺にはもちろん、婚約者候補たちにも通じないだろう。

「あとひと月の間に、正式な婚約者を選べ。わかったな」

　わかった、と答えるしかないことはわかっていたのだが、無理は承知でせめてもの抵抗を試みたくなる。

「なあ、親(じ)爺(い)さん。あんたは《ゲーム》を楽しみたいんだろ？　その条件で、本当にあんたが楽しめる《ゲーム》が成立すると思ってるのか？」

「思っているとも。むしろ、より楽しむための条件だ」

「俺には、とてもそうとは思えんね。よく考えてくれよ、俺が五人の婚約者候補の中から一人を除外――たった一人を除外するだけで、ひと月以上かかってるんだぞ？　それを憶えていて言ってるのか？」

　親爺さんの条件に従えば、あとひと月の間で、同じことを三回は繰り返さないといけないじゃないか。能力と条件が見合った、公正な――別の言い方をするなら、楽しみ甲斐のある――《ゲーム》だとは思えなかった。

「むろん、憶えておる。あれを見たからこそ、この条件を出したのだからな」

「何だと……？」

「先ほども言っただろう。『一人を見破った手(て)管(くだ)はなかなかのものだった』とな。あれを見て、このままでは勝負になるまいと思ったのだ」

　このままじゃ俺の圧勝でこの《ゲーム》が終わるって？

「俺を買いかぶるのも大概にしてくれ。親(じ)爺(い)さん自慢の眼力とやらも衰(おとろ)えだしてるんじゃないのか？」

「この《ゲーム》でお前が負けるとすればそうなのだろうな。その時は儂も素直に衰えを認めようではないか」

　意味ねえ。

　くそ……やはり親爺から譲歩や妥(だ)協(きよう)を引き出すのは無理かもしれない。

　俺の内心の歯嚙みするような思いを見通していたように、親爺はニタリと薄ら寒い笑みを浮かべた。

「だが、儂も鬼ではない」

　ああ、鬼じゃあないかもな。怪物か妖怪なんだろうし。……ん？　鬼って妖怪か？　まあ、どっちでもいいか。

「お前がそれほどまで言うのなら、ヒントをやろうではないか」

　ヒント……ね。

　今までの会話を聞く限り、今の親爺がどれだけ有用なヒントをくれるかわからない。むしろそのヒントに惑わされ、振り回されてしまう可能性だってある。

　それでも、情報は重要だ。謹んで拝聴しようじゃないか。

「よいか？　お前の過去を知っている者が、お前を愛する者だ」

　ふむ。

　俺はそれに続く親爺の言葉を待ったのだが、いくら待とうがそれ以上何を言うこともなかった。

「え？　そ、それだけ……？」

「何を言う、これで充分だろう。これ以上言うたら、それこそ勝負にならんかもしれぬからな」

「親(じ)爺(い)さんこそ何を言ってんだ。そんなのヒントでもなんでもないだろう。それだけであとひと月の間に選べなんて――」

　俺は文句を最後まで言えなかった。言うことを許されなかった。

　表情を消した親爺に見据えられただけで、声も出せないほどの衝撃を受けたのだ。

　威圧感と呼ぶのなら、これ以上の威圧感はないだろう。

「ところでな、節よ。儂はお前がこの家に来てから、一体、何度同じことを言ってきたと思うのだ？」

　親爺はその鋭い眼光で、俺を突き刺してくる。それだけで俺は親爺の言いたいことがわかった。

　ああ……そうだな。俺は一体、何度言われてきただろうか。しかし、何度言われたところで態度を改める気にはなれない一言だ。

「俺に拒否権はない――か」

「その通り」

　短く、だが有無を言わせぬ重たい言葉と共に、親爺は手をひとつ拍(たた)いた。

　これで締め。会話も食事の時間も終わり、ということだった。




＊




「そりゃまた……大変なことになったね」

　親爺との食事を終え、《ハーレム》の自室に戻った俺が簡単に事情を説明すると、睦月が何の感慨もわかない感想を漏らした。

「《大変》すぎて、本当に大変なのは、一体何なのか忘れそうなくらいだ」

　あとひと月。

　だいたい、この夏休みが終わるまでに、婚約者候補の中から一人を選ばなくてはならない。それができなければ俺は破滅。親爺の手によってこの家を追われるだろう。かと言って、焦って誰かを選び、それが俺を憎んでいる人物だったとしたら、やはり破滅だ。

　夏休みが終わった時に自分がどうなっているかなんて、想像もしたくない。

「ふむ。今度は《デッド・エンド・ハーレム》ならぬ、《デッド・エンド・バケーション》というわけだ。毎度毎度、君も難儀なことだねえ」

「……呑気に言うなよ、睦月」

　他(ひ)人(と)事(ごと)のように言っているが、睦月は俺と一(いち)蓮(れん)托(たく)生(しよう)のようなものなのだ。

　俺がじとりと半眼を向けると、睦月は片(かた)頰(ほお)を吊り上げるようにして微妙な苦笑を浮かべた。

「本心を言うと、君が思っているほど呑気なわけではないがね」

「本当かよ」

「本当さ。君の破滅がかかった《ゲーム》が始まってから、何度、悪夢にうなされたか数え切れないほどだとも」

「とてもそんな風には見えないけどな」

　睦月のいつも通りの軽口に、俺もいつも通りに答えたのだが、どうしたわけかひどく呆れ返ったような大仰なため息をつかれてしまった。

「まったく……君ってやつは。こんな美少女が目の前で悪夢にうなされると言っているのだから、もう少し気の利いたセリフを言えないものかね。朴(ぼく)念(ねん)仁(じん)にもほどがあるぞ」

「今の会話の流れで何を言えってんだ」

「そうだね、例えば『うなされないように一緒に寝てやる』とか『うなされたら夢の中に助けに行ってやる』とかかな」

　な、なんて恥ずかしいセリフだ。想像するだけで赤面するぞ。

「仮に俺がそう言ったとしたら、お前はどうするつもりだ」

「ん？　そりゃあ、何か変なものでも食ったんじゃあないのかと、病院に担(かつ)ぎ込(こ)むかな」

　ああ、そうだろうよ。

「それがわかってんのに、そんな恥ずかしいセリフ言えるか」

「馬鹿だなあ、君は。何も私に言えということじゃあないよ」

「あん？」

「君の可愛い婚約者候補たちには、それくらいの気(き)障(ざ)ったらしいセリフを言って惑わしてみたらどうか、という話さ」

　……まあ、確かに、気障ったらしいセリフ云(うん)々(ぬん)は置いておくとしても、婚約者候補たちが本気で俺に惚(ほ)れるような状況になれば、この《ゲーム》をクリアすることも多少は楽になるかもしれないが……。

「結局、あいつらが惑わされているのか、それとも惑わされたフリをしているだけなのかを俺自身が見極めなきゃいけないんだから、《ゲーム》の難易度が変わるってもんでもないだろう」

「んが」

　妙な音が聞こえたかと思うと、睦月は両目と口で大きな丸を三つ作り、驚いたとも呆(あき)れたともつかない奇妙な表情で俺を見ていた。

「……どうした？」

「い……いや。婚約者候補を惑わして得られる成果に《ゲーム》の成否しか考えられないとは……さすがの私も驚いて言葉が出なかったよ」

「あ？　他に何を考えろってんだ？」

「モテモテウハウハハーレムだろうがっ！」

　怒鳴られた。ものすごい勢いで叱(しか)られた。

「ホンットに駄目だな君は！　ポンコツか！　五人の婚約者候補に惚れられて？　その中から《正解》を一人選んで？　それだけでめでたしめでたしハッピーエンドとでも言うつもりか!?　馬鹿が！　そんなんじゃあ読者は納得しないぞ！」

　おい、誰だ読者って。

「はあ……もういいよ。君は好きなだけ《ゲーム》のことを考えていればいいさ。好きにしたまえよ」

　なぜ睦月にそんな投(な)げ遣(や)りな言われ方をしなくてはならなかったのかはわからないが、とにかく俺が馬鹿にされていることだけはよくわかった。

「言われなくともそうするよ。て言うか、今のところそれ以外のことを考える余裕なんてない」

「まあ、別のことに気をとられて《ゲーム》のことを忘れているよりはマシだがね。私は君の道連れで破滅するなんて、まっぴらごめんだよ」

「……今の俺が別のことに気を取られる可能性があるとすれば、間違いなくお前の言葉が原因になると思うんだがな」

「ふふふ……どうだね。私の偉大さを思い知ったか」

「お前の言葉で俺が別のことに気を取られて破滅して、その道連れになって破滅するんなら、それは自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)ってやつじゃないのか、偉大なる睦月さま？」

「違うね。それは単に君の甲斐性がないだけだ」

「ああ、そうかい。なら、今後はもう少し俺の甲斐性のなさを自覚しといてくれ」

「拗(す)ねるなよ。君が拗ねても可愛くないぞ」

「別に拗ねてない……わけじゃないが、少なくとも可愛がってもらうためにやったわけじゃねえ」

「わかったわかった。じゃあ、君好みの話をしようじゃあないか」

　睦月は大きくため息をつき、「やれやれ」といった具合に肩をすくめた。なぜ俺が聞き分けのない弟を見るような目で見られなくてはならないのかよくわからなかったが、文句を言って話を元に戻されても困る。素直に《俺好みの話》というのをしてもらおう。

「君が御前からもらったヒント……えーと、『君の過去を知っている者が、君を愛する者だ』だったかな？　それについてはどう考えているんだい」

「どうもこうも。その程度のヒントじゃ何も考えようがないだろ」

「それはそうかもしれないが、君の過去を知っているか否か婚約者候補たちに探りを入れたりするべきじゃあないのかね？」

「馬鹿馬鹿しい。誰がするかそんなこと」

　吐き捨てるように投げやりに言った俺の言葉が、睦月には気に入らなかったようだ。眉を寄せ、咎めたてるように口を開いた。

「御前にいきなり無理難題をふっかけられて腹が立っているのはわかるが、君らしくないんじゃあないのかい？」

「俺らしくない？」

「確かに、ヒントと言うにはあまりにも些(さ)細(さい)なものだ。だが、どんな些細な情報だとて有効に活用するべきだろう。せめて、そうできるように、やれることはすべてやっておく――それが私の知る遠々原節という人間だったと思うのだがね」

　確かに、睦月の言うことはもっともだ……が。

「そうじゃない。そうじゃあないんだ、睦月」

　俺は苦笑を浮かべつつ、ゆっくりと首を振った。睦月の口撃を抑えるためでもあったが、俺が冷静になるためでもあった。ヒントを放置するつもりだったのは俺なりに考えがあってのことだが、親爺に腹を立て頭に血が上っていたのも確かだった。

　俺は努めてゆっくりと次の言葉を紡ぐ。

「俺だって、些細だろうがなんだろうが手に入れた情報は有効に活用したいさ」

「ならば、なぜ何もしないんだい」

「有効に活用したいから、何もしないんだよ。いいか？　親爺が言ったのは、お前が言った通り『俺の過去を知っている者が、俺を愛する者だ』だ。でもな、『俺の過去を一番知っている者が』じゃないし、『俺を愛する者だけが、俺の過去を知っている』でもない」

「……むぅ」

　睦月は小さく唸(うな)り声(ごえ)をあげると、顎(あご)に手をあて考え込み始める。しかし、その表情は既に俺の言葉に納得しているようにも思えた。

「解釈の仕方ひとつでどうにでもとれるんだよ。たぶん……いや、間違いなく五人全員がその条件にあてはまるだろうな」

　婚約者候補たちが、《標的》である俺のことをまったく調べていないなどありえない。どのレベルでかはわからないが、俺の《過去》に相当する何らかの情報は手に入れているだろう。

　そもそも、婚約者候補たちにしてみれば、俺の過去なんて調べておいてしかるべきことだ。俺は、彼女たちとは親爺に紹介されて初めて会ったと認識しているが、仮にそう訊いたとしても、「そうです」という答えは返ってこないだろう。それは、婚約者候補にしてみれば、されて当然の質問だし、回答を用意しておくべきことでもある。なら、誰に訊いたところでそれなりに説得力のある答えは返ってくるはずで、判断材料になるどころか、迷う要因になりかねない。

「調べれば、婚約者候補の内、誰がどの程度俺の過去を知っているのか、それなりにわかるだろうけど、それを判断材料にするのは危険すぎる。あの親爺の言葉は、ヒントと言うより、俺を迷わせる罠(わな)だと考えるべきだろう」

「ふむ……それが君の判断なら私が言うべきことはないし、自棄になったりしているようでもないのには安心したがね」

　安心したと口にしつつも、睦月は難しい表情のまま先を続ける。

「しかし、そうなると、君はほぼノーヒントであとひと月の間に正式な婚約者を決めねばならないことになるが……勝算はあるのかい？」

「ない」

　不安げな睦月の言葉に俺は断言した。断言するような言葉ではなかったが、事実なのだから断言せざるを得ない。

「おいおい」と、睦月にも呆れたように言われてしまう。

　しかし、ないものはないのだから仕方がない。

「まあ、こうなった以上、俺にとっても明日からの臨海学校はチャンスになるかもしれない……というか、それを活用しなくちゃならないだろうな」

「ますます臨海学校が楽しみになった、ということだね」

「必要にはなったかもしれないが……」

　楽しみ……にはできないよなあ、やっぱり。










三章「海だああああああっ！」




　臨海学校は、近県の海岸沿いにある温泉旅館に宿泊することになっていた。

　いつもの登校時間より若干早めに学校へ集合し、そこからマイクロバスで二時間ほどの行程だ。

　バスの席は自由となっていたので、もしかすると俺の隣の席を巡って、婚約者候補たちの間で騒動が起こるのではと心配していたのだが、そんなことはまったくなかった。

　いくらなんでも自意識過剰だったかと反省しかけたのもつかの間、騒動は《起こらなかった》のではなく、《既に起きていた》が正解だったらしい。

　事前に五人の間で席を決めていたようで、「ここに座ってください」と俺は通路側の席に座らされ、その隣に天(あ)海(まの)崎(さき)、通路を挟んで反対側に伊(い)堂(どう)寺(じ)と羽(う)入(にゆう)田(だ)。そして、すぐ前の席に蝦夷(えみし)木(ぎ)と奥(おく)有(う)楽(ら)という風に、五人に包囲されるような形になってしまっていた。

　俺の意思はどこに……？　と思わないではなかったが、それで騒動が回避されるというのならば、素直に従うのも吝(やぶさ)かではなかった。

　そのおかげで……かどうかはわからないが、道中はまずまず平穏なものだった。

　騒ぎと言ったら、伊堂寺がおなじみのチョコレート菓子を取り出して、「きのことたけのこ、どっちが好き？」なんて、恐ろしいことを訊(き)いてきた時くらいだ。当然、そんな内紛に発展する可能性があるような爆発力のある質問に答えることなんてできるわけもなく、俺は無言のまま二箱のチョコレート菓子を空にする羽目になってしまった。

　そんな感じで、平穏無事に車中で二時間と少しを過ごした俺たちは、昼少し前くらいに宿泊予定の温泉旅館に到着した。

　到着後、宿の宴会場に集合し、宿泊中の諸注意や連絡事項などを先生から聞いた。この後、一時間ほど後に全員で昼食を摂ることになっている以外、この日に予定はなく、夕食の時間までは自由行動ということだった。

　宴会場から各々割り当てられた部屋へ向かう途中、ロビーの近くには観光地の温泉旅館らしくというべきなのか、土産(みやげ)物(もの)を並べている一角があった。気の早い連中が幾人か、既にそこをのぞいている。

「節(せつ)さんは、お土産はどうするんですか？」

　俺と並んで歩きながら、土産物コーナーを眺めていた天海崎が訊(たず)ねてくる。

「あー……お土産ね。何かは買って帰ろうとは思ってるけど」

　普段、俺たちが暮らしている《ハーレム》には、睦(む)月(つき)を含め何人か使用人がいる。日頃から食事や掃除、洗濯などで世話になることも多い人たちだから、たまに旅行に出た時くらい、土産の一つも買って帰るべきだろう。

「じゃあ、わたしたちもちょっとのぞいてみませんか？」

　何も今じゃなくても……と思いはしたが、特に反対する理由もない。「そうだな」と天海崎と共に、土産物コーナーに向かった。

「お土産は睦月さんにですか？」

「いや、それだけじゃないけど……」

「わたしも何かお土産を探した方がいいでしょうか？」

「睦月にか？　別に期待してはいないだろうが、もらって迷惑ってこともないだろうから、天海崎がそう思うんなら何か選んだらいいんじゃないか？」

「そうですね。……でも、どんなものがいいんでしょう？　やっぱり、変に残るものより、お菓子とか食べられるものの方がいいですよね」

「ま、一般的にはそうだろうが、睦月はネタ系が好きだからな。何か馬鹿馬鹿しい笑えるようなものとかあれば、俺もそっちにしてもいいかもな」

「それはその通りだが、君とは笑いのポイントが微妙にずれてるからなあ。下(へ)手(た)なものを貰(もら)うよりは食べられるものの方が嬉しいね」

「ふうん。やっぱり、そういうもん……？」

　……あれ？

　今なんか、ものすごく聞(き)き馴(な)染(じ)みのある声が聞こえてきたんだが……。

　まさかと思いつつ、恐る恐る声のした方を見ると――。

「やあ、節」

　やっぱりいた！　

「睦月!?　なななな……なんでお前がここに!?」

「なんでって、旅行だよ旅行。今日からここに二泊するのさ」

　旅行……？　それにしては、睦月はいつものメイド服姿で、旅行っぽさはまったく感じられなかった。

「よりによって俺の臨海学校と同じ日に同じ旅館に泊まってか？　なんの嫌がらせだそれは」

「君ねえ……。何でもかんでも、誰かが自分に悪意を持って行動していると考えるその悪(あく)癖(へき)は直した方がいいんじゃあないのかい？」

　悪かったな。周りじゅう敵だらけの中で何年も過ごしてればそうなるってもんだ。

「君たちが臨海学校の最中、《ハーレム》担当の使用人たちに休暇がもらえることになったんだよ。だから、ここに来ているのは私だけじゃあないよ。樹(きの)下(した)さんとか、コックの流(る)川(かわ)さん一家とかも一緒さ」

　確かに、《ハーレム》で働いている人たちが休暇を取るなら、誰もいなくなるこの三日間はいい機会だろうとは思う。思うが……。

「じゃあ、この宿に泊まることになったのは、偶然……？」

　半信半疑で訊いた俺の質問は、案の定「まさか」と一笑に付されてしまった。

「そんな都合のいい偶然はそうそうないだろ。『羽を伸ばしてくるといい』と言って、御(ご)前(ぜん)自ら手配してくれたのさ。だから、恐ろしくて誰も断ることもできなかったというわけだよ」

「……やっぱり嫌がらせじゃねえか」

　あのクソ親(おや)爺(じ)。一体、何のつもりだ。

「ま、そういうわけなんで、滞在中はよろしく頼むよ」

「よろしくったって、こっちは団体行動なんだから、そうそう予定なんて合わせられないぞ？」

「そうは言っても、夜(よ)這(ば)いに来る時間くらいはとれるだろう？　あ、そうそう。私の部屋は別館の一階にある『鶯(うぐいす)』って部屋だから、間違えないようにね。それから、同室の人もいるから、少しは気を遣(つか)って来たまえよ」

「待ってください、睦月さん」

　一方的に話を進める睦月の言葉を、天海崎が横から遮(さえぎ)った。

「節さんがそちらのお部屋に行くことはないと思いますよ。だって、節さんが夜這いに来るなら、わたしの部屋だと思いますもの」

「ふっ。それはどうかな……？」

「な、なんですって……!?」

　自分の言葉を睦月に鼻で笑われ、天海崎の声に嚙みつくような響きがこもる。二人は睨(にら)みあい、一触即発とでもいう雰囲気が二人の間に流れる。

　え？　まさかこれって、修(しゆ)羅(ら)場(ば)ってやつか？

　天海崎はまだしも、睦月がそんな反応をするのは少し意外なんだが……。

「ほら、天海崎嬢の部屋は、クラスメイトたちが大勢いるだろう？　だから、どうせなら節と一緒に私たちの部屋に来るといいよ。ああ、心配しなくても私たちは二時間くらいなら、適当に時間を潰しておくさ」

「えっ？　え？　えええ……？」

　ああ……まあ、そんなことだろうと思った。

　それにしても二時間って……妙に具体的で嫌だな。

「ま、節が誰かのところに夜這いに行くようなら、私も苦労はしないのだがねえ」

「ああ……それはそうですねえ」

「お前らな。そんなことをしみじみと言わないでくれ」

　なぜ夜這いに行かないことで呆れたようなため息を吐(つ)かれるのかがわからん。

「そうは言うがね、旅館につくなり仲(なか)居(い)さんをナンパするくらいのアグレッシブさは欲しいところだよ」

「そういうのは節操がないと言うんだ。そんなヤツがそうそういてたまるか」

「ん？　私はつい先ほど、君の学校の生徒にナンパされたよ？」

「……ん。まあ、そういうヤツもいる」

「遠(をん)々(どお)原(ばる)！　てめえっ！」

　その時、俺はいきなり後ろから首根っこを引(ひ)っ摑(つか)まれた。

　誰かと思えば、俺の数少ない（と自分で言うのも悲しいが）友人の、若(わこ)生(う)だった。

「宿に着くなりメイドさんをナンパするとはいい心がけじゃないか！　俺も仲間に入れてくれっ！」

　……ここにも一人、節操のない(アグレツシブな)人間がいたようだ。

「節さまのお友達ですか？」

　俺が若生に呆れた視線を向けるのとほぼ同時に、睦月が微笑しながらにこやかに若生に問いかけていた。その姿だけなら、穏やかで控えめな完璧なメイドに見えないことはない。猫をかぶるのが上(う)手(ま)いヤツだ。

　一方、問いかけられた若生の方は、きょとんとした視線を睦月へと向け、

「へ？　遠々原の……お知り合い？」

「ええ。節さまにお仕えするメイドで、梅(うめ)ヶ(が)谷(たに)睦月と申します」

「め……メイ……ド？　を、遠々原の……メイド……さん？」

「はい。よろしくお願いいたします」

　若生はふらふらした足取りで二、三歩後ずさったかと思うと、いきなりガクッとその場にくずおれた。どうやらその事実にかなりのショックを受けたようだ。

「を――遠々原のメイドおおおおおおおおおおっ!?」

「馬鹿。やめろ」

　若生の叫び声に周囲の視線が一斉にこちらを向いた。「何？」「どうした？」「何かあったの？」といった声がざわめきとなって聞こえて来ていたのだが、次第にそのざわめきは、ある特定の言葉へと変わっていった。

「メイド……」「メイドだ」「メイドがいる」「メイドさん」という風に。それでも最初の内は、旅館の人と勘違いしている人間も多かったようなのだが、真実は伝わるものというか、「遠々原のメイドらしい」と知れ渡るようになってしまった。

　まあ、床に突っ伏した若生が、「遠々原のメイド」を連呼しつづけているのだから当たり前と言えば当たり前だ。

　とにかく若生をなんとかしなくては。

「おい、若生。いい加減にしろ」

「を……遠々原……俺は……もう生きていく自信がない」

「はあ？」

「俺は……メイドさんなんてものは……画面の中にしか存在しないものだと思っていたんだ……っ！」

　……はあ。

「そ、それが……今、目の前にいる……だと？　しかも遠々原に仕えている……だと？　駄目だ……俺の現実はこなごなに砕(くだ)かれてしまった……！」

　……なんだか、もう放っときたい気分になってきた。

「――安心しろ、若生」

　その時、つかつかと若生に近寄ってきたのは、若生と同じく俺の悪友の一人である六(ろく)村(むら)だった。六村は、若生の肩を優しくぽんと叩く。

「メイドさんなら、都内の喫茶店に行けばいくらでもいるぞ」

「お、おお……っ！」

　……それは《メイド服を着た人》であって、《メイドさん》じゃないけどな。

　まあ、そんなことをいちいち指摘するのも野(や)暮(ぼ)か。

　それに、六村が若生を落ち着かせてくれるのならば、俺に言うことは何もない。

「そ、そうか……しかし俺は、遠々原に言っておかなくてはならないことがある……」

　……？ 

「遠々原。一つだけ俺の頼みを聞いてくれ」

「ど、努力はする。なんだ？」

　この場の騒ぎが収まるなら、多少無茶な頼みごとでも聞かねばなるまい。

「爆発しろ」

　…………。

　その場が収まるどころか、どういうわけかこの後しばらく「遠々原爆発しろ」コールが響き渡ることになってしまった。




　こうして俺の臨海学校は最悪のスタートを迎えたのだった。




＊




「海だああああああっ！」

　うーん。人間ってのはどうしてわかりきったことを叫びたくなるのだろうか。

　昼食後の自由時間のことだ。俺は宿でのんびり過ごしていたかったのだが、「付き合いが悪いぞ！　こんな時に海に行かないでどうする！」と若生たちに海に引っ張り出されてしまった。

　まあ、気持ちはわかる。

　天気は快晴。空には一面、抜けるような青空が広がっていた。海沿いの宿からは海水浴客で賑(にぎ)わう海岸が一望でき、ちょうど中天に差し掛かった太陽の光で海面がキラキラと輝いていた。

　絶好の海水浴日和(びより)、というやつだろう。浜辺について叫んでしまうくらいテンションが上がってしまうのも無理はない。

「ふふふ……海だ。海だぜ……ぐふふふふ」

　無理はないかもしれんが、さすがに気味の悪い笑みを浮かべながら連呼するようなことじゃないと思うぞ。

　俺を海に引っ張り出した若生は、あきらかに脳内物質が過剰分泌されているような表情だった。

「よくもまあ、そこまで海水浴を楽しみにできるな」

　呆れ顔で呟(つぶや)いた俺の声に、より呆れた声が重なる。

「わかってないなあ、遠々原」

　その声は六村のものだった。

「若生が海水浴だけであんなになるわけがないじゃないか」

「……ああ、そういうことか」

　六村が言いたかったことは俺にもすぐにわかった。若生は、海に来たことや、まして泳ぐことを楽しみにしているわけではない。海水浴に付随するもの――海に入るとなれば当然そうなるであろう状態を期待しているのだ。

　つまり、もうすぐ見られるであろう女子の水着姿を想像して、ここまでテンションを上げているわけだ。どうりで、やけにしつこく俺を誘うと思った。俺が行くなら、婚約者候補の五人も来ると考えてのことだったのだろう。実際、予定を聞かれた俺が海に行くことを伝えると、みな「自分も行く」と即答だったのだから、若生の努力は見事に実ったことになる。

　健康的な男子高校生にはよくあること……ということにしておいてやってもいい。

「なあ、遠々原」

　今にも涎(よだれ)を垂らさんばかりのキモい表情になっていた若生が、突然俺の方を向いて訊ねてきた。

「天海崎さんや羽入田さんたちはどんな水着なんだ？」

「知るかよ」

「しらばっくれても無駄だ！　さっさと白状しろ！」

「本当に知らん。つか、なんで知ってると思うんだ」

「俺もお前には教えてるもんだと思ってたけど」

　若生だけでなく、六村までそんなことを言いだす。

　数日前、婚約者候補の五人は、一緒に水着を買いに行っていた。その出発前に、「どんな水着が好みか」と聞かれたから、「ワンピース派だ」と答えておいたわけだ。

　伊堂寺などは帰ってきた後に、「どんな水着か聞きたい？　ねえ、聞きたい？」と執拗に訊いてきた。その時に「聞きたい」と言っていれば教えてくれたのだろうから、六村の想像はあながち勘違いでもないだろう。

　まあ、その時に俺が「どうでもいい」と答えたので、結局教えてもらえなかったわけだが。

「まあ、羽入田さんはまちがいなくビキニだとして」

「いや、ワンピースじゃないか？」

「ありえん」

「それはない」

　俺の意見は、若生と六村の二人がかりで否定されてしまった。

「お前は馬鹿か。羽入田さんがワンピースのわけないだろ」

「……一体、どっからそんな自信が出るんだ」

「どこって……決まってるじゃないか」

「なあ？」

　若生と六村の二人は顔を見合わせて、当たり前のことのように頷(うなず)き合った。

　何を考えているのかはなんとなくわかるが……それはきっと予想ではなく願望だ。

「そもそも、羽入田さんがワンピースだと思う方がおかしいぞ、遠々原。やっぱり、知ってんじゃないのか？」

「いや、本当に知りはしないが……」

　少なくとも若生たちの妄想よりははっきりとした理由がある。

　内心でどう考えていようが、婚約者候補は俺に気に入られなくてはならない理由がある。なら、事前に俺の好みを知っていれば、それに従うだろう。

　しかし、俺がワンピース派だと言ったからだ、とか若生たちに言うと、余計な恨みを買うことになりそうだな。

　まあ、いいか。

　ワンピース姿の羽入田を見て、せいぜいヘコむがいいさ。

「お待たせいたしました、節さま」

　俺が暗い喜びに浸ると同時に、そんな声が聞こえてきた。声は羽入田のものだがきっと五人一緒だろう。

　俺は声の主を一(いち)瞥(べつ)し、勝ち誇った顔を若生たちに……あれ？

　……ビキニだ。

　羽入田が身に着けていた水着は、どう見てもビキニだった。

　いや、別に必ずしも俺の好みに従わなくてはならないというわけでもないし、俺の方にもどうしてもワンピースを着てもらわねば困る理由があったわけでもない。好み云々も、あんまり扇情的な水着を着てこられるとちょっと対応に困るという程度の話だ。だから、羽入田がビキニを着ていようが「ああ、そうか」で済む話ではあるのだが……。

　……なんだかちょっと裏切られた気がする。

　そして若生が勝ち誇った表情をしているのが異様に腹が立つ。腹立ちまぎれに、「ビーチボールとか浮き輪とかがあれば、いろいろ楽しめるだろうな……」とわざとらしく独り言のように呟いてやると、若生をはじめとした男連中が一斉に海の家の方へ向かって駆け出して行った。

　きっと物凄く混雑してるだろうが、まあがんばれ。

　そんな小さな喜びに浸る俺の下へ羽入田が近づいてくるなり、唐突に頭を下げた。

「申し訳ありません、節さま」

　何を謝っているのかはわかるのだが、若干反応に困ってしまう。「なんでビキニなんだ！」なんて怒るのは筋違いだし、かと言って「気にしてない」と言うのも何か違う気がする。

「わたくしも節さまのお好みに合わせたかったのですけれど……」

　本当に申し訳なさそうに言う羽入田の声に、「くふふ」という伊堂寺の笑い声が重なった。

「まあ、サイズがなかったんじゃあ仕方ないよねえ」

　サイズ？ 

「胸が入らないか、ウエストがだぶだぶかのどっちかだったってわけ。おっきいのも意外と大変だね」

　へえ……なるほどねえ。羽入田ほどのサイズになるとそういうこともあるのか。

　なんだか妙に感心して、思わず羽入田の胸を凝(ぎよう)視(し)してしまった。

「あの……節さま。そんなにまじまじと見ないでください。恥ずかしいですわ」

「あ、悪い」

　別にエロい気持ちでいたわけではないんだが、見られる方にしてみれば嫌なことに変わりはないだろう。

　慌てて目を逸(そ)らすと、伊堂寺がニヤニヤしながら近づいてくる姿が見えた。

「ねえ、節。いーこと教えたげようか？」

　伊堂寺は笑いを嚙み殺しながら、それでも言いたくてたまらないといった様子で俺に告げる。

「実は、サイズがなかったのは羽入田ちゃんだけじゃないんだ、これが」

　正直あまり興味もなかったのだが、残る天海崎、蝦夷木、奥有楽の三人の方へと視線を向けた伊堂寺につられ、俺もそちらを向いてしまう。

「誰だかわかる？」

「いや、わからないけど……蝦夷木が俺を睨んでるのはよくわかる」

　だから、蝦夷木のことなのだろう。

　しかし、蝦夷木が着ているのはごく普通と言っていいワンピースで、特におかしなところは見当たらない。

「……何も変わっているようには見えんが」

「いや、それがさ。蝦夷木ちゃんの水着、実は女性用水着じゃないんだ」

「は？　どうみても女性用水着だぞ？」

　少なくともあれを男が着ているところを想像したくないくらいには女性用だ。

「いやいや。あれは女性用じゃなくて、女児用水着なんだ」

　女……児用？ 

「対象年齢十歳から十二歳用の水着なんだよね」

「子供向けってことか？」

「そう！」

　言うなり伊堂寺は盛大に笑い出した。蝦夷木には悪いが、俺もあやうく吹き出しかけてしまった。可(お)笑(か)しいというよりは微笑(ほほえ)ましいという類のものだとは思うが、笑われる方にしてみればおもしろくないのは確かだ。

　蝦夷木は俺たちのすぐ近くにいたし、俺たちも声を潜めることはしていなかったから、当然、今までの会話はすべて耳に入っていたはずだ。それでも何も言ってこなかったのは、あえて無視をしていたということなのだろうが、いい加減、我慢ができなくなったらしい。

「人の陰(かげ)口(ぐち)で盛り上がるのは褒(ほ)められたものではないと思うのです」

「えー？　陰口じゃないよ。蝦夷木ちゃんらしくて可愛いねってことだもん」

　そうか？　とてもそうは思えなかったがな。

　同じことを蝦夷木も思ったのか、いつもの通り表情は変わらなかったが、少しムッとした様子で口を開いた。

「そういうことなら、えりいも節にいいことを教えてあげるのです。実は、依(い)已(い)子(こ)は最初ビキニにしようとしていたのです」

　はあ。今更そんなことを言われても「そうか」としか言いようがないのだが、

「う、うん。まあ、最初は可愛いビキニがあったからそっちにしようかと思ったんだけど、やっぱり節が好みならワンピのほうがいいかなってね」

　当の伊堂寺は妙に焦(あせ)ったように、言い訳めいた言葉を並べた。

「そうではないのです。セパレートの水着を諦めた理由は、ウエストを隠そうとしたからなのです」

「ウエスト？」

「わっ。馬鹿、見ちゃダメ！」

　蝦夷木の言葉につられて思わず伊堂寺の腹部に向いてしまった俺の視線から逃げようとするように、伊堂寺は自分の腹を両手で押さえて隠した。だが、隠されるまでもなく、俺には何が悪いのかまるでわからなかった。

　伊堂寺は五人の中では比較的平均的な体軀で、グラビアモデルのようにウエストがくびれているわけでもないが、幼児体型を思わせるほど寸(ずん)胴(どう)でもない。

　隠さなきゃならない何かがあるとは思えなかったのだが……。

「依已子は、四つに割れてる腹筋を隠そうとしたのです」

「マジか!?」

　思わず伊堂寺の腹を見直してしまった。

「わあああっ。オトメの秘密をばらすなーっ！」

　伊堂寺は腹部を両手で抱え込むようにしてしゃがみ込んでしまったが、

「隠すことないだろ。むしろ羨(うらや)ましいぞ」

　特に運動をしているわけでもない俺の体は、ありていに言って貧(ひん)相(そう)だ。普段はそれほど気にすることもないが、水着になって衆(しゆう)目(もく)にさらされると思うと、やはり多少は恥ずかしくもなる。四つに割れた腹筋とかちょっと憧れだ。

「そりゃ男子はいいかもしれないけどさ……」

「そんなことないって。ビーチバレーの選手みたいでカッコいいじゃないか」

「そ、そうかな……」

「そうだって」

「……ホントに本当？」

「ホントに本当」

　その場逃れに適当なことを言うことも多い俺だが、こればかりは本当だった。

　男女問わず、スポーツ選手の鍛え上げられた体は、とても機能的で美しいと思う。

　俺の真意が伝わったのか、伊堂寺は「えへへ」とはにかみながら立ち上がった。

「節がそう言ってくれるんなら、ビキニでもよかったかなあ」

「……もしそうなら、依已子も女児水着の仲間入りだったのです」

　あ、そうなの？

「なっ!?　そ、そんなことないよ」

「あるのです。そもそも、依已子だって女児用水着が入ったのに、見栄を張ってわざわざ大人用を選んだのは承知しているのです」

「噓(うそ)だよっ」

「本当なのです」

　伊堂寺と蝦夷木の間にばちばちと火花が飛び散っているような気がするのは……気のせいということにしておいた方がよさそうだ。

「お羨ましいですわ」

　その時、対(たい)峙(じ)する二人の間に、いつものようにおっとりとした羽入田の声が差し挟まれた。

「わたくしなど、水着に限らずお洋服を買う時は、いつもサイズを探すのだけで精一杯で……。サイズの小さなものの方が可愛らしいものも多いですし、お二人がお羨ましいですわ」

　ふう、とため息を吐きながら言う羽入田の言葉は、たぶん本心からのものなのだろうが、傍で聞いている分にはどうしても強者の理屈というか、上から目線の物言いの気がしてしまう。

　俺が思うくらいだから、伊堂寺と蝦夷木の二人にとってはなおさらだろう。

「なんか、憐(あわ)れまれてない？」

「とても見下されている気分なのです」

　面白くなさそうな表情をして呟いた伊堂寺と蝦夷木を見かねたのか、そんな三人の間に「まあまあ」と微笑を浮かべながら天海崎が横から入ってくる。

「大きい人には大きいなりの、小さい人には小さいなりの苦労があるということじゃないですか。『隣の芝生(しばふ)は青い』というヤツですよ」

　天海崎の言葉は極めて一般論ではあったが、それだけに説得力があった。一般論というものは、大抵の場合に的を射ているから一般論と呼ばれるのだろう。

　言い争いをしていた三人――正確には、一方的に羽入田を攻撃していた伊堂寺と蝦夷木の二人――は、反論の言葉が思い浮かばなかった様子で口を閉ざした。

　だが、それも一瞬のことで、

「そっかー、じゃあ天海崎ちゃんも小っちゃいから苦労してんだねえ」

　伊堂寺がわざとらしいばかりの挑発的な言葉を天海崎に向ける。

「……わたし、小っちゃくないですよ？」

　あーあ。そんなこと言わなきゃいいのに。

　一言「そうですね」と言っておけば終わる話だと思うのだが、そこはそれ、天海崎にもプライドというものがあるのかもしれない。

　その反応を見て、伊堂寺と蝦夷木の二人は、獲物が針にかかったとばかりに俄然、目を輝かせる。

「残念ながら小さい方なのです」

「そーね。大きい方と小さい方にわけるなら、小さい方だよね」

　言いながら伊堂寺は、まず羽入田を指さし、続いて奥有楽をさした。婚約者候補五人の胸のサイズを比べた時の順位、ということだろう。

　先日のパーティの時に「それなりにそれなり」と言っていたように、天海崎は決して小さくない。たぶん、同年代の女子の平均よりは大きい方じゃないだろうか。羽入田とは比べる相手が悪いとしても……そうか、奥有楽の方がデカいのか。

「……ちょっと、節さん。見比べないでください」

「おっと」

　天海崎から半眼で睨まれてしまった。しかし、比べてほしくないのなら、目の前でそんな話をしないで欲しいもんだ。

「五人中三番なら、大きい方です」

　俺が視線を逸らしたのと同時に天海崎は伊堂寺たちに向き直り、妙に依(い)怙(こ)地(じ)な調子でそう言った。伊堂寺や蝦夷木たちとは一緒にされたくないということなのだろうか。

　しかし、蝦夷木は突然、天海崎の背後を指さして冷淡に告げる。

「六人中四番目なのです」

　蝦夷木の指がさし示す方を視線で追うと、こちらに近づいてくる人影が目に入った。

　あれは……睦月か？

「な、なんだい？　突然、みんなして」　

　蝦夷木の指につられたのは俺ばかりではなく、その場にいた全員が一斉に睦月の方を向いたため、さすがの睦月も驚いた様子だった。

「これが、二位か三位なのです」

　蝦夷木は睦月の動揺には構わず、いつも通りの淡々とした物言いを天海崎へと向けた。

「ううっ……」

　天海崎はしばらく睦月を見、その後に自分の体を見下ろすと小さくうめく。確かに天海崎より睦月の方が大きいようだ。睦月の着ている水着が胸元を強調するようなデザインの分、なおのことそう見えるのかもしれない。

　ちなみに、睦月の着ているのはビキニだった。付け加えるなら《紐(ひも)》だ。睦月がビキニではいけない理由は、睦月にも俺にも存在しないのだが、なぜか微妙に釈(しやく)然(ぜん)としないものを感じる。

　普段なら、こんな時には真っ先に俺をからかいに来るのが睦月の常なのだが、この時は周りの会話の方が気になったようだ。きょとんとした表情を天海崎や蝦夷木に向けている。

「一体、何の話だね？」

「持てる者と持たざる者の話なのです」

　蝦夷木の言葉は哲学的にすら聞こえる妙な言い回しで、前後の会話の流れを知らなければわけがわからないと思うのだが、睦月は「ああ、胸の話かい？」と納得した様子で頷いていた。相変わらず変なところで勘のいいヤツだ。

「まあ、年頃の乙女として気になるのは仕方がないが、君たちにとっては気にするだけ無駄なことだと思うなあ」

　呆れ果てたように言うその口調は俺に向けるものと変わりがなかった。婚約者候補たちが来たばかりのころは、睦月も彼女たちの前ではそれなりに使用人らしい言葉づかいをしていたのだが、いつの頃からか――確か、天海崎が《本性》を表した一件の後あたりだったか――婚約者候補の前でも素を見せるようになっていた。

「どういうことです？」

　訊ねたのは天海崎だったが、彼女以外の四人も同じことを思っているのだろうことはその表情からうかがえた。

「だって、君たちがアピールしたいのは、他でもないこのポンコツ野郎じゃあないか」

「おい、唐突に人をポンコツ呼ばわりするな」

「ポンコツはポンコツだろ。私だって見ての通り――」

　と睦月は、俺に近づいてぐいと胸を突きだした。相応のボリュームのある二つの膨(ふく)らみが、俺の目の前でかすかに揺れる。

「胸に自信がないわけじゃあないが、これまで一度として揉(も)んだり吸ったり挟んだりされた覚えがないぞ。甲斐性がないにもほどがある」

「甲斐性のあるなしの問題じゃないだろ。目の前に巨乳があったらとりあえず揉まないといけないみたいな言い方はやめろ。そんなヤツがいたら、それは甲斐性のある人間じゃなくて単なる変態だろうが」

「では、訊くがね。実行するしないはともかくとして、揉みたいとか触りたいとか思ったことがあるのかね」

「そりゃあ……」

　俺だって、健康的な高校生男子だ。それなりに性的欲求はある……ある……はずなんだが……あれ？

「これだよ」

　一瞬、言葉に詰まってしまった俺を見て、睦月が盛大にため息をついた。

「聞いたかね、諸君。このポンコツ野郎の前で胸の大きさを競い合う虚(むな)しさがよくわかるだろう？」

「「ああ……」」

　五人の婚約者候補たちから、納得したような、それでいて諦めたようなため息と共に、どういうわけか憐れむような視線を向けられてしまったのだった。




＊




　その後、浮き輪やビーチボール、パラソルなどをレンタルしてきた若生たちが戻ると、俺たちはそれなりに夏の海を堪(たん)能(のう)した。

　もっとも、せいぜい波打ち際で膝下を濡らした程度で、海に入ることはほとんどなかった。と言うのも、若生たちが借りてきたビーチボールで、ビーチバレーもどきのゲームを始めてしまったせいだった。

　俺もしばらくは付き合っていたのだが、伊堂寺の強烈なスパイクを受けること数回（ふにゃふにゃのビーチボールのくせしてやたらと痛いのだ）、体がもたんと判断して早々に抜け出してしまった。

　そして俺は、《荷物番》という大義名分のもと、ビーチパラソルの下に座り、缶ジュースを片手にぼーっとするという得難い時間を過ごす幸運にありつけたのだった。

　すぐにでも誰かが近寄ってくるかとも思ったが、そんなこともなかった。意外とみんな、ビーチバレーもどきに熱中している。

　まあ、婚約者候補たちにしてみれば、俺の前にいる時は常に緊張を強いられていることになるのだ、たまには思い切り体を動かして羽を伸ばしたいものなのかもしれない。

　しばらくすると、ビーチバレーもどきの輪から羽入田が抜け出して俺の方へと近づいてきたが、俺の傍(そば)に寄ってきたというよりは、単に疲れて一休みしたかっただけだろう。

　それを証明するかのように、俺の隣に並ぶように座った後も話しかけてくるようなことはなく、荷物の中からタオルを取り出して流れる汗を拭(ぬぐ)い、荒くなった息を整えることに専念している様子だった。

「――飲むか？」

　俺は缶ジュースの入ったビニール袋の中からスポーツドリンクを一本取り出し、羽入田に差し出す。

「恐れ入ります」

　それまで荒々しかった息をぴたりと止め、微笑みながら受け取る様はさすがに上品なものだったが、受け取ったスポーツドリンクをほぼ一気に飲み干してしまったところを見ると、そうとう疲れていたのかもしれない。

　その後しばらくして、汗が引いた後になっても羽入田には立ち上がるような様子はなかった。

「もう、行かないのか？」

「え？　……ええ、もともと体を動かすのはあまり得意なほうではございませんし、それに……少し胸が痛くなってしまって……」

「胸が？　大丈夫なのか？」

「ええ、ご心配いただくほどのことではございませんわ」

　俺は運動が悪影響を与えるような病気を想像してしまったのだが、どうもそういうことでもないようだ。

「ただ、その……動くと、揺れますでしょう？」

「揺れ……ああ」

　揺れてました。ものすごく揺れてました。

「いろいろと大変なんです。胸というよりは腕の付け根あたりになるのですけれど、激しく動くと毛細血管が切れるようなこともございますし……」

「け……!?」

　き、切れるんだ。胸が揺れるだけで。……つくづくすげえな。

　まあ、何キロあるのか知らないが、胸の前に相当な重りをぶら下げていることになるのだから、体の方がその重みに耐えかねることもあるのだろう。

「じゃあ、伊堂寺たちに言った胸の小さいのが羨ましいってのは――」

「ええ。本心からの言葉ですわ。けれど、やはり配慮の足りない言葉だったのかもしれませんわ……」

「まあ、あいつらも口で言うほどには気にしてないだろ。それに、天海崎も言ってたが、『隣の芝生は青い』ってことだよ」

　苦笑を浮かべながら気楽な調子で俺が言うと、羽入田は「ありがとうございます」と控えめに礼を言った。

　その直後、「ところで」と唐突に話題を変えてくる。

「先ほど睦月さんがおっしゃっていたお話ですけれど……」

　……なぜその話を。

　胸の話からの連想なのはわかるが、正直、蒸し返さないで欲しかった。

「あ、あれはだな、何度も言うようだが、相手が兄弟同然に育った睦月だからという話であって、別にまったく興味がないとかそういう話では……」

　どうしてこんな言い訳じみたことを言わねばならないのか自分でもよくわからなかったのだが、男として不名誉な印象を持たれているのならば払拭せねばなるまい。

「わたくしは、むしろ嬉しかったですわ」

　慌てて弁明を重ねる俺を見て、羽入田は穏やかに微笑みながら首を振った。

「わたくしは、どうしても胸ばかり見られることが多いので……」

「ああ……まあ、それは」

　見られるだろうな。男なら目が釘(くぎ)付(づ)けになっても仕方がないし、女の睦月でさえ「あれは見るねえ」としみじみと言っていた。だが、本人にしてみれば、胸のことばかり取り沙汰されるのは不愉快な面もあるのだろう。

「だから、節さまが興味をお持ちでないのなら、わたくしはその方が嬉しいですわ」

「そ、そうか……」
















「それに、節さまが以前とお変わりになられていないのも、わかりましたもの」

「……以前と？」

　気になる言葉を聞き、思わず眉を寄せて訊き返してしまった俺に、羽入田は少し寂しげな苦笑を向けた。

「やはり、憶えていらっしゃらないのですね」

「と言うと……以前に会ったことが……ある？」

　慎重に訊き返す俺に、羽入田は「ええ」とはっきりと頷いたが、少なくとも俺の記憶にはない。「いつ、どこで？」と口から出そうになった質問を俺は喉元で押しとどめた。真(しん)偽(ぎ)を吟(ぎん)味(み)するためには、極力こちらからは喋らない方がいい。「○○の時か？」などと言って材料を与えてしまっては、そこから話を作られないとも限らない。

「節さまが憶えていらっしゃらないのは無理もないのですけれど……父のことは憶えてらしたのに、わたくしを忘れられてしまったのは、少し切ないですわ」

　父。先日のパーティでも会った、宇(う)志(し)雄(お)のことか。

　そういう言い方をするとなると、羽入田が俺と会ったと言っているのは――。

「五年前のお屋敷でのパーティの時ですわ」

「ああ……あの時か」

　確か、羽入田の父は七年前に親(おや)爺(じ)の従姉妹(いとこ)だか姪(めい)だかの娘にあたる人と再婚をして、遠々原の親類となっている。実際、五年前に宇志雄を紹介されたように、その時、羽入田本人と会っていてもおかしくはない。

　おかしくはないのだが……。

「悪い。やっぱり……思い出せない」

「いえ、構いませんわ。わたくしは紹介して頂いたわけでもございませんもの。父の後ろにくっついているだけの子供でしたから、節さまのご記憶に残ってなくとも仕方がありませんわ。けれど……」

　と、羽入田は少し考え、

「あの時、体にあわないぶかぶかのドレスを着た子供がいたことを憶えてはいらっしゃいませんか？」

「え？　いた……かなあ」

　記憶を遡(さかのぼ)ってみるが……やはり思い出せない。

　さすがに少し申し訳ない気分になってきたが、羽入田はくすくすとむしろ楽しげな笑みを浮かべていた。

「やはり憶えていらっしゃらないのですね。わたくしが思っていたことが証明されて、嬉しいですわ」

「……証明？」

「ええ。わたくしにとって、あの時のパーティがパーティと名の付くものに出させていただく初めての機会だったのです。それで、少し背伸びをしてしまいたくなって、母の――亡くなった母の――ドレスを無理に着ていたんですの。当然、体にはまったくあっていなかったので、傍から見るとみっともない姿だったと思いますわ。パーティに出席されていた他の方々からは笑われ、今の母からはさんざんに罵(ののし)られ――」

　罵られ――か。

　羽入田にとっては何でもない一言なのかもしれないが、俺には妙にその言葉が引っかかってしまった。こういう場合、「母から叱(しか)られ」や「母から怒られ」が適当ではないだろうか。そこにあえて「罵られ」という言葉を持って来るところに羽入田の心情が透けて見えるような気がした。

「会場にいるのさえ恥ずかしくなってしまい、逃げ出してしまおうかと思っていた時のことです。わたくしは、節さまがおっしゃって下さった言葉を今でもよく憶えておりますわ」

「俺が言った言葉……？」

　微妙に、憶えがあるような、ないような……。

「『みなさんその子のことを笑っているようですが、僕には何が可笑しいのかわからないので、よろしければ詳しく教えていただけませんか？』ですわ」

　羽入田は胸を張り、まるで名(めい)台詞(ぜりふ)を口にする舞台女優のように誇らしげに言った。

「その一言で、嘲(ちよう)笑(しよう)も罵(ば)倒(とう)も一瞬にして消えてしまいました。『まるで魔法のようだ』と感動したことを、昨日のことのように思い出せますわ」

「言った……かなあ」

　いや、言ったのだろう。かすかにそんなことがあったような記憶がよみがえってくる。ただ、羽入田には悪いが、あれは……。

「最初は、わたくしを助けるためにおっしゃって下さった言葉だと思っておりましたけれど、その後の節さまのご様子を見ておりましたら、違うのではないのかと――――」

　そう、違う。

　その時の記憶はいまいち戻らないが、なぜその時にそんな言葉を言ったのかはわかる。

「節さまは、ただ純粋に疑問だっただけなのでございましょう？　わたくしが笑われていた理由がわからなくて、それを知りたかっただけなのですわよね？」

　そうだろう。そうに違いない。

　あの時は、とにかく遠々原家やその周囲のことを憶えなくてはと躍(やつ)起(き)になっていた。紹介された人を憶えるのはもちろん、場の空気を読むためにわからないことはとにかく何でも質問していた。まあ、その行動こそ逆に空気を読んでいない行動なわけで……俺にとっては少し苦い思い出だ。

　だから、羽入田を救ったという一言も、遠々原やその周辺では、女の子を笑うような風習とか規則とかがあるのかと思って訊いただけだ。仮に納得のできる説明がなされていたとしたら、俺も羽入田を笑っていたに違いない。

「まあ……そうだよ。だから、別に感謝とか感動とかする必要はないぞ」

　自嘲気味の苦笑と共にそう言ったが、「とんでもございません」と羽入田はますます誇らしげに言った。

「わたくしが笑われていた理由がわからなかったということは、わたくしのみっともない姿を見ても、何の悪印象も受けなかったということでございましょう？　わたくしにはそちらの方が好ましく思えますわ」

　そうか？　まあ、好意的に解釈すれば、そういうことなのかもしれないが……。

「だから、節さまが今も外見にこだわらないお方だとわかって、とてもほっとしておりますわ。わたくしにとっては、あの出来事は大切なきっかけでしたもの」

「きっかけって――？」

　何のきっかけだ？　と俺が訊ねるよりも早く、

「もちろん、節さまをお慕(した)いするようになったきっかけですわ」

　羽入田は体をぐっと俺の方へと寄せて、囁(ささや)くようにそう言った。

　わずかに、俺の腕に羽入田の胸が当たる。

　……俺は、睦月に罵倒されるほどには木(ぼく)石(せき)でもなければ、枯れても悟ってもいない。だから、腕に当たる柔らかな感触にどうしても意識がいってしまうのは仕方がないことなのだ。

　これはまずい、と羽入田から体を離そうとは思うのだが、羽入田のかすかに潤(うる)んだ瞳から、どういうわけか目が離せなくなってしまっている。

　いかん。冷静になれ。落ち着け。

　色仕掛けが俺に効果がある、と思われては今後に支障がでる。鼻の下を伸ばすのは論外、照れたり慌(あわ)てたりするのも駄目。胸があたっているけど何か？　くらいの泰(たい)然(ぜん)自(じ)若(じやく)とした反応を見せるのがベストだ。

　そ……素(そ)数(すう)。素数を数えるんだ。

　そんな俺の反応を見てか、羽入田はさらにぐっと体を近づける。俺の腕は、柔らかな感触にすっかりと包まれてしまった。

「あの時以来、節さまはわたくしの中で白馬の王子さまでしたわ」

　白馬の王子さま……？

　俺は今まで、婚約者候補たちに「なんで俺のことを愛しているんだ」とか「いつから愛するようになったんだ」と訊くことを避けていた。それは、親爺から与えられた《ヒント》同様、当然それなりの答えが用意されているべき質問であり、聞いたところで混乱こそあっても進展には結びつかないと考えていたからだ。

　今、羽入田が語った《きっかけ》だってそうだ。

　五年前のパーティで俺と会ったことは確かなのだろう。そして、そこで羽入田が言ったような出来事があったのも間違いない。

　ただし、その事実があったとしても、それで羽入田が俺を慕うようになった――もっと言えば、愛するようになったなどと考えるのは早計だろう。事実は事実としても、その出来事で羽入田がどう感じたのかという点については、いくらでも作り騙(かた)ることができるのだから。

　だが……仮に羽入田が俺を愛する人物――いわば《正解》だったとした場合、五年前に俺と出会っていたというのは、確かに《俺の過去を知っている》ことになるか……。

　いやいや、落ち着け。

　あの親爺が本当にヒントになることを、「ヒントだ」と言って寄(よ)越(こ)すわけがない。だからこの《ヒント》には、ヒントとしての価値はないと思っていなくてはならないのだ。

　何度も自分に言い聞かせてはいたが、いざとなるとやはり惑わされる。まったくもって厄介な《ヒント》を出してくれたもんだ。

　親爺の醜(しゆう)悪(あく)な面を思い出していたら、徐々にではあるが冷静になってきた。

　俺を見つめる羽入田の大きな瞳も、ふっくらとした頰(ほお)も、艶(つや)やかな唇(くちびる)も、柔らかな胸の感触も、先ほどまで俺を捕えていたすべてのことが、ガラス越しの景色のようにどこか遠い世界の出来事のように思えてくる。

　……それにしても、ちょっと積極的なアプローチをされただけで、こんなにも立ち直るまでに時間がかかるとは、我ながら先が思いやられるな。

「残念ながら、俺は馬には乗れないぞ」

　俺はようやく羽入田から体を離して、冗談交じりに言いつつ立ち上がる。

「せっかくだし、ちょっと泳いでくる」

　どこへ？　と訊かれるよりも先にそう告げ、俺は早々に海へと向かう。まだ疲れがとれていないのか、羽入田がついてこようとしなかったのは正直助かった。

　海に入ると体の力を抜いて、寄せては返す波に身をまかせ、俺はくらげのように波間を漂った。

　波に揺られ漂うことは、なかなか気持ちが良かったのだが、やはり体の力を完全に抜くと沈んでしまう。

　せっかく若生たちが大量に借りてきたのだし、浮き輪を持って来ればよかった。

　さっきまで座っていたビーチパラソルの傍(そば)にいくつか転がっていたのは憶えているのだが、パラソルの下にはまだ羽入田がいるだろうし、どうしたものか。

　海面から首だけ突き出して、近くに何かないかときょろきょろ見渡していると、見事にいいものを見つけた。

　俺の視界に入ったのは、小さなゴムのボート。確かあれも若生たちが借りてきたものの一つだ。その上では、睦月が気持ちよさそうにうつぶせ横たわっている。

　俺はボートの傍まで泳ぎ、

「睦月。おい、睦月」

「んあっ？」

　睦月は俺の声にびくりと反応すると、焦点の合わない目つきでぼーっと俺を眺めていた。しばらくの後、何度か瞳を瞬いてから、もう一度、俺を見る。

「やあ、節。あまりにも気持ち良すぎてすっかりと寝てしまっていたようだよ。君も充実した海水浴ライフを楽しんでいるかね？」

「まあ、そこそこはな」

　クラスメイトたちとビーチバレー（もどき）でひと汗流した後、浜辺で美少女と過去の思い出話に花を咲かせていた。これだけ聞くと、ずいぶん充実した海水浴ライフのような気がする。

　とは言え、伊堂寺のスパイクは恐ろしかったし、羽入田のアプローチはもっと恐ろしかった。実際のところは、かなり戦(せん)慄(りつ)した海水浴ライフだった気がする。

「それで、何か用なのかい？」

「海水浴ライフをますます充実させに来たんだよ」

　その言葉だけで、睦月は俺が何を求めて来たのか感づいたようだ。

「む？　言っておくがこのボートは譲らんよ」

「そう言うなって。確か、もう一つくらいボートがあったはずだぞ。他の連中はほとんど浜辺で遊んでるから、使ってないだろうし」

「なら、君が取ってくればいいじゃあないか」

　ごもっとも。それはそうなんだが……。

「ちょっと今は浜に戻りたくないんだ。頼むよ」

「嫌だね」

　一言でばっさりと切り捨てると、これ以上話すことはないとばかりに睦月は顔を背(そむ)けそっぽを向いてしまった。

　確かにわがままを言っているのは俺の方だし、拒否されるのは仕方がないだろうが、もう少し言い方ってものがないのか。

「……たまにはメイドらしく主人の言うことを聞いてほしいもんだ」

　睦月に向けてというよりは独り言に近いものだったが、ついそんな愚(ぐ)痴(ち)をこぼしてしまう。――と。

「うえっ!?」

　俺の呟きに睦月はそんな声を上げたかと思うと、苦虫を嚙み潰したような表情で嫌悪感丸出しの視線を俺へと向けてくる。

「よりによってそういうことを言うか!?　普段は『名目上のことだけで、主人でも所有者でもない』なんてカッコつけたことを言ってるくせに、都合のいい時だけご主人さま面とはね！　あー嫌だ嫌だ。君の性(しよう)根(ね)の薄汚さが見えてしまったよ」

　こ、こいつ……。

「都合のいい時だけメイド面するお前に言われたくはないぞ」

「馬鹿を言ってもらっては困るね。私は立場と状況をわきまえているだけじゃあないか。君のように自分の都合だけでコロコロ変えているわけじゃあない」

「それも怪しいもんだけどな」

　俺をからかいやすいようにコロコロと変えているような気がするぞ。

「ふん、何とでも言いたまえ。どちらにしろ私は休暇中だよ。今は節さまのメイドでもなんでもございませんので悪しからず」

　つんと澄まして答えた睦月は、それきりまたそっぽを向いてしまった。

「……とすると、今の睦月は、単なる幼(おさな)馴(な)染(じみ)かつ友人でしかないというわけだな？」

「まあ、そうだね。君の性根を見た後では、友人ではなく知人だと言い換えてやってもいいくらいだけどね」

　ああ、そうかい。

「なら、俺も友人らしい対処をさせてもらうよ」

「ど――」

　どういう意味だ？　と睦月が言い出すよりも先に、俺はゴムボートの下に潜り込んで一気にひっくり返した。

「なっ。ま――――!?」

　ばしゃん。と、ボートから投げ出された睦月の体が海中へと沈んでいく。

　ボートに乗っていたのが若生か六村だったら、俺は間違いなくこうしていただろう。だから、友人としての対応はこれでいいのだ。

　海に落ちた睦月がなかなか浮かんでこなかったので、一瞬、おぼれでもしたかと不安になってしまったが、しばらくすると「ぷはっ」という声と共に睦月の頭が海面へと浮かび上がる。

　よかったよかった。心置きなくボートを使わせてもらうことにしよう。

　しかし、海に浮かぶボートに海中から乗ろうとするのは意外と難しく、俺が手間取っている間に、睦月が後ろから近付いてきたかと思うと――。

「――!?」

　突然、後ろから抱きついてきたのだ。当然、押し付けられた二つの柔らかな感触が、背中越しに俺に伝わってくる。

　な、なななっ――!?

「な、何してんだ、睦月！　嫌がらせか!?」

　まさか睦月がこういう報復手段に訴えるとは思っていなかった。すぐに俺をからかうような声が聞こえてくるだろうと思っていたのだが、

「……嫌がらせだと？」

　背中から聞こえて来た睦月の声には、ひどく剣(けん)呑(のん)な響きがあった。

「君にはこれがどういう状況なのかわかっていないのかね……？」

「わ、わかるか！　何なんだ、一体!?」

「そうか。では、やりなおしてあげよう」

　やりなおす？　え？　どういうこと？

「決して後ろを向くんじゃあないよ」

　困惑するばかりの俺に有無を言わさぬ口調でそう言うと、一度、睦月の体がわずかに離れた。

　そして――――。

「『きゃああああっ！　ど、どうしようっ!?』」

　悲鳴が響き渡ったかと思うと、再び先ほどと同じやわらかな感触がふにゃっと背中に押し当てられた。さっきは意識していなかったからわからなかったが、改めて思えば、布越しではない確かな感触だった。
















　え？　つまり……そういうこと……？

「な――なんでそんなことになってんだ！　どういうつもりだ!?」

「それを君が言うか？　すべて君のせいじゃあないか」

「俺の……？　ボートをひっくり返したからか？　その程度で水着が流されるのか!?」

「紐をほどいていたんだから仕方があるまい」

「なんで!?」

「窮(きゆう)屈(くつ)だからだよ。言っておくが、私は普段から寝るときは全裸派なのだ」

　な、なんてこった……！

「いや待て落ち着けＯＫ大丈夫だまだ慌てるような時間じゃない」

「本当に大丈夫かね、君？　だいぶパニクっているように見えるよ？」

「つーか、なんでお前はそんな落ち着いてんだ!?」

　俺一人で慌てふためいてるのが理不尽にさえ思えてくるぞ。

「そりゃあ、君が一緒だからね」

「お、俺が……？」

　俺がいるからなんだってんだ。この慌てっぷりを見てみろ。自慢じゃないが、何の役にも立てないぞ、きっと。

「これは君の責任だろう？　まあ、水着の紐をほどいていた私にも多少の非はあるのかもしれないが、それだって君がボートをひっくり返したりしなければ何の問題にもならなかったのだ。そうだろう？」

「まあ……そう……かもな」

「だったら――」

　睦月は、ぐっとさらに強く体を密着させ、吐息がかかるほどに耳元に唇を寄せると、ぞっと背筋が冷たくなるほどの恐ろしく艶めかしい口調で俺に告げた。

「責任……とってよね」

　ああ……。

　なんてこった。浜は恐ろしかったが、逃げ出した沖はもっと恐ろしかった。

　俺がのんびりとした海水浴ライフを楽しもうと思うのは、度を越した贅(ぜい)沢(たく)というものなんだろうか……？










四章「できすぎじゃあないかい？」




　なんにでも、どんな状況にでも大抵の場合は《定番》とか《オヤクソク》とか呼ばれるものがある。

　それはどちらかと言うとあまりいい印象を与えるものではなく、《ありきたり》とか《マンネリ》などと言われて軽視されがちだ。

　だが、なかなかどうして馬鹿にしたものでもない。

　なぜ、ありきたりになるのかと言えば、それは何度も行われるから。何度も使われるから。では、なぜ何度も使われるかと言えば、それを大勢の人が望むからだ。それはすなわち、大多数の人間が楽しむことができるから、ということでもある。

　実際《定番》ものは、見てみれば、やってみれば、想像した以上に楽しめるものが大半なのだ。

　というわけで。

　夜。就寝までの自由時間を使って、《きもだめし》なんぞという定番と言えば定番すぎるイベントをやろうとクラスの連中が言い出した時、俺は反対もしなければ、別に嫌でもなかった。ついでに、「くじ引きで男女ペアを作る」と決まった時だって、まあ、そうだろうなとしか思わなかった。夜道で女の子と二人きりというシチュエーションに何かを期待しているわけじゃないが、夜道で男の子と二人きりというシチュエーションに比べればマシだ。

　だから、俺が面白くなさそうな表情を隠そうともしなかったのは、きもだめしが嫌だとか、男女ペアに文句があったとかそういうわけじゃない。

　とりあえず、それはわかってほしい。

　だが。

「……なんなんだ、この状況」

　今、俺の目の前には、五本の紐(ひも)を束ねたものが差し出されていた。その紐の一方の端を、一本ずつ五人の婚約者候補が握っている。五本の紐は、途中で若(わ)生(こう)の手に握られており、どの紐が誰につながっているのかはわからなくなっていた。

　俺が五本の紐の中から一本を選び、その紐を握っていた人物とペアになる……ということなのはわかるが。

「なあ、若生」

　どうしても解せない思いで、きもだめしをやろうと言い出した張本人であり、幹事のような役割となっていた若生に俺は訊(たず)ねる。

「なんで俺の相手はこの五人限定なんだ？」

　周囲を見渡せば、クラスメイトたちはコンビニかどこかのものと思われる白いビニール袋の中に手を入れて、中から番号が書いてあるらしい紙切れを取り出している。「六番の人いるー？」とか「十三番って誰？」とか声が聞こえてくるところからすると、同じ番号同士の者がペアになるということだろう。

　オーソドックスで、まあまあ公平なくじ引きの模様だ。

　同じクラスであるはずの俺が、そちらに参加できないのは、どう考えても解(げ)せん。

　なのに、若生のヤツはまるで俺が駄々をこねているかのように、苦々しくため息なんかをつきやがる。

「あのな、遠(をん)々(どお)原(ばる)。いくらくじ引きでペアを決めるって言ったって、どうしても一緒に行きたいヤツがいるなら、多少の操作をしたってペアを組ませてやりたいと思うのが人情ってもんじゃないのか？」

　……まあ、その理屈はわからないでもない。くじ引きでペアにランダム性を持たせるのは、イベントを盛り上げるため、きもだめしを楽しむためだ。だとすれば、好きな人とペアを組めずにきもだめし自体を楽しめなくなってしまうのでは本(ほん)末(まつ)転(てん)倒(とう)だろう。

「だからって、俺は別に……」

「馬鹿か、お前は。お前がこの五人以外の誰かとペアになって、一体誰が喜ぶってんだ」

「少なくとも俺は――」

「いいや、誰も喜ばん！」

　俺の言葉を遮(さえぎ)って、若生は自己完結しやがった。

「ちなみにこのくじ引きの方法は、睦(む)月(つき)さんのアドバイスに従ってのものだ。ご協力感謝します、睦月さん」

「恐れ入ります」

　オーバーアクションで頭を下げ、似合わないウインクまでした若生に、睦月は控えめな微笑(ほほえ)みを向けた。どうも、クラスメイトの前では猫をかぶる気らしい。

　しかし……睦月まで一枚嚙(か)んでるとなれば、このくじ引きを拒否したところで無駄かもしれん。

「わかったよ。引けばいいんだろ、引けば」

　ヤケクソ気味にそう言って、俺が紐に手を伸ばしたその時。

「あ、あ、あの……っ」

　固(かた)唾(ず)を呑(の)んで見守っていた婚約者候補たちの中から、切(せつ)羽(ぱ)詰(つ)まったような声が上がった。奥(おく)有(う)楽(ら)のものだ。

「こ、これ……これで、節(せつ)……さんに選ばれなかった場合、ど、どうすればいいんでしょうか……」

「どうって……」

　奥有楽の質問の意図がいまいちわからず、首をかしげながら幹事である若生を見る。

「そりゃあ……みんなと同じにあっちのくじを引いてもらって、ペアを決めてもらうことになるけど」

「あ。そ、そう……ですか……」

　奥有楽は目に見えて気落ちした声を出した。

　何か気にかかることがあるのだろうか？　いや、まさかとは思うが、奥有楽の性格を考えると……。

「わかった。奥有楽ちゃん、きもだめしに行くの怖いんだ」

　どうやら俺と同じことを思ったらしい伊(い)堂(どう)寺(じ)が、にまーっといじめっ子の笑みを浮かべながら言う。

「そそそそそそんなことないですっ！」

　うーん。なんてわかりやすいテンパりっぷりだ。

　これで、「なんだ、奥有楽は別にきもだめしが怖いわけじゃないのか」とか思うヤツがいたらお目にかかってみたい。

　動揺する奥有楽を落ち着かせようとするように、穏やかな声を出したのは天(あ)海(まの)崎(さき)だった。

「無理することありませんよ、乙(おと)音(の)さん。嫌なのに無理矢理行かせるようなことはしませんから。そうですよね、若生さん？」

「え？　ま、まあ、そもそもウチのクラスでも来てないヤツもいるし、ぜんぜん構わないけど」

「ほら。だから、乙音さんも無理せず、お部屋に戻っていてもいいんですよ」

　天海崎の声色は、奥有楽を気(き)遣(づか)うとても優しげなものだった。

　だったんだが……。

「あ。黒天海崎が出た。優しい言葉に見せて、奥有楽ちゃんを脱落させようというコンタンでしょ。黒いな～」

「失礼な。黒くなんてありませんよ」

　伊堂寺の穿(うが)った言葉に澄まして答える天海崎だったが……すまん、天海崎。俺もちょっと黒いなと思ってた。

「きもだめしが怖いなんて馬鹿馬鹿しいのです」

　その時、「付き合っていられない」とでも言いたげに蝦夷(えみし)木(ぎ)が冷めた声を出した。

「幽霊とかお化けとか、いるはずもないものが怖いはずがないのです」

　蝦夷木らしい言い様だが、個人的には異論がある。

「そうか？　幽霊を怖がる気持ちはわかるけどな」

「ええっ!?」

　と、俺の反論に意外そうな声を上げたのは蝦夷木ではなかった。正確に言うと、蝦夷木だけではなかった。その場にいたほぼ全員が意外そうな声をあげたのだ。

「噓(うそ)でしょ!?　節って、絶対に幽霊とか信じてないと思ってた。むしろ、信じてる人がいたら、『頭に蛆(うじ)でもわいてんじゃねーの？』とか鼻で笑うタイプだと思ってた」

　正確な評価なのか、大いなる誤解なのかは自分でもちょっとわからないが、どうも俺は周りの人間にはガチガチの現実主義者に見られているらしい。その評価については仕方ないとも思うが、どうして伊堂寺の中の俺は、そんな人を人とも思わない冷酷な物言いをする人間なのだろうか。そう言えば、前にも札束で他人を殴るとか思われていたことがあったなあ……。

　日頃の言動……？　いやいや、いくらなんでももう少し気を遣ってるはずだが。

　しかも、伊堂寺以外の四人も特に異論はなさそうで、どころか納得した様子で頷(うなず)いているのは、正直、ちょっとショックだ。

「そういう、情緒とかロマンとかからは最も遠いところにいる人だと思っていました」

　少し唖(あ)然(ぜん)とした様子で、天海崎までがそんなことを言いだした。マジでか。

　まあ確かに、俺は幽霊を信じているわけでもないので、あながち間違った印象というわけでもないのだが……もう少し言い様ってもんがあるだろうに。

「いや、ちょっと誤解してるみたいだけど、別に俺は幽霊を信じてるとか、お化けが怖いとか言ってるわけじゃない。幽霊を怖がる気持ちは理解できると言ってるだけだ」

　それほどわかりづらい言い方をしたつもりはないのだが、聞いていた全員が頭に《？》を浮かべたのがはっきりと伝わってきた。

　俺は、「例えば――」と前置きをして、言葉を続ける。

「すごく治安の悪い街があったとする。一人で外を歩こうもんなら、すぐに強盗に囲まれて、銃とか刃物を突きつけられる。身ぐるみを剝(は)がされるのは当たり前で、殺されてもおかしくはない。そんな街だ。そこを一人で歩いてこいと言われた人間が、恐怖を感じるのは理解できるだろ？」

「それはまあ、わかるのです。でも、幽霊と強盗ではまるで違うのです」

「そうか？　俺にとってはそれほど違いはないけどな」

　俺は幽霊を見たことがないし、もちろん会ったこともない。だから俺は幽霊に危害を加えられたことはない。ただ、幽霊に会ってしまった人が、祟(たた)りとか霊(れい)障(しよう)とか、なんらかの被害をこうむったという話を聞いたことはある。

　一方、俺は強盗も見たことはないし、遭ったこともない。だから俺は強盗に危害を加えられたこともない。ただ、強盗に遭ってしまった人が、金品を奪われたり殺されてしまったり、なんらかの被害をこうむったという話を聞いたことはある。

「なら、強盗に恐怖を感じる気持ちが理解できるなら、幽霊に恐怖を感じる気持ちを理解できてもおかしくはないだろう」

　と、俺は本気で思っているのだが、やはりというか蝦夷木には賛同を得られなさそうだった。

「詭(き)弁(べん)なのです。牽(けん)強(きよう)付(ふ)会(かい)と言ってもいいのです」

　ま。そう言われても仕方がないか。

「俺もこの意見を押し通すつもりはないから納得できなくてもいいけどな。でも、感情ってのはその時々で、人それぞれに差の出るものだろ。《幽霊の正体見たり枯(か)れ尾(お)花(ばな)》って言葉があるけど、正体が枯れ尾花だとわかったところで、幽霊を見た時の恐怖心がなかったことになるわけじゃないし、『正体は枯れ尾花だから恐怖を感じたはずがない』なんて他人が言い出すのは、それこそ馬鹿らしい話じゃないか」

「……言いたいことはなんとなくわかるのです。でも、結局、節は何が言いたいのです？」

「結局？　そりゃ決まってる。幽霊を怖がるのは別におかしくないし、それほど恥ずかしいことでもないってことだ。――そういうことさ、奥有楽」

「は、はあ……」

　俺の言葉に、奥有楽は安心したような、かえって不安が増したような、微妙な表情を浮かべていた。

　奥有楽のフォローをしたのは、俺なりに考えのあってのことだったのだが……ちょっとアプローチの仕方を間違えたかもしれん。

「あたしもわかった！　つまり節は、ユーレイを怖がってもいいって思わせることで、あたしたち全員にきもだめしをやめさせようとしてたんだ」

「まさか。そこまで考えてない」

「そこまで？　ということは、乙音を脱落させるくらいのことは考えていたということなのです？」

　あ。やべ。

「う……穿ちすぎだ。別にそういうわけでもない」

　我ながら、何てへたくそなごまかし方だろう。その場にいた全員から疑惑（というか、ほぼ《確信》だったが）の視線を向けられるのも無理はない。

「さて。くじを引こうかな」

　何とも白(しら)々(じら)しい言い方で、こんなことで話題が変わるとも思えなかったのだが、意外と効果はあったようだ。

　俺の言葉に、みな固唾を呑んで俺の手元に視線を集めだす。結局、彼女たちにしてみれば、最終的に自分がペアになれば何の文句もない。それ以上に優先することもないのだろう。

　俺は、若生に握られた五本の紐の中からひとつを選び、ぐいっと引っ張る。

「「あ」」

　あー……。

　予感があった――なんて言ったら噓になるだろう。ただ、なんとなくこういうことになるんじゃないかと思っていた通りに、俺の摑んだ紐と繋がっていたのは……。

「う、噓……っ」

　奥有楽だった。

　自分の手にした紐をまじまじと見つめている。その手も、声も震えていた。
















「あ、あのっ、わた、わたし……」

　あからさまに狼狽(うろた)えた声を出す奥有楽の様子に、他の四人の目が一斉に光った……ような気がした。

　最も行動が早かったのは羽(う)入(にゆう)田(だ)だった。

「乙音さま？　もしお嫌なのでしたら、わたくしに譲っていただけませんでしょうか？　このような言い方は失礼にあたるかもしれませんが、乙音さまがお望みでしたら、可能な限り謝礼もお支払いいたしますので」

「おい、羽入田。いきなり買収に走るな」

　まあ、遠々原家の嫁候補としては、頼もしいと言うべきなのかもしれんが……。

「あら、買収だなんて人聞きの悪いことをおっしゃらないでください。わたくしはただ、お礼の気持ちをちゃんと形として乙音さまにお渡ししようと思っただけですわ」

　俺は、それを詭弁だと非難できる立場じゃない。

　そもそも俺は、限定的ながら《金の力》というものを信じているし、有効に使えるなら積極的に使用するべきだとも思っていた。

　ただ、あからさまに《金の力》に振り回されると、見ていてあまりいい気分じゃないのは確かだ。そう考えていたのは、どうやら俺だけではないようだった。

「あのさ、あたしだって今更、買収が汚いとか言うつもりはないけど、この《ゲーム》で家の力に頼りすぎるってのも、なんかフェアじゃない気がしない？」

　伊堂寺などは、嫌悪感まるだしでそう非難する。他の三人がどう思っているのかはその様子からは測り兼ねたが、《ゲーム》の《対戦相手》としての視点から想像すれば、羽入田が家から過剰な金銭的援助を受けているのを快くは思えないだろう。

「節さまも、そのようにお考えですか？」

　しかし羽入田は、反省するようでも恥じ入るようでもなく、むしろ堂々とした様子で俺を見る。

「わたくしは、ただ節さまに自分を選んでいただきたいとそれだけを考えております。だから、自分にできることはなんでもしようと心に決めておりました。けれど、それを節さまがお望みではないのでしたら、今後、改めますわ」

　さて、どう答えるべきか。

　この時、俺が考えていたのは、どちらの方がボロを出しやすいかということだけだった。

　これまでの行動や感覚に制限を加えることでミスを誘発させるべきか。それとも、普段どおりに行動させることで気の緩(ゆる)みを狙った方がいいのか。

　考える時間もなく、どうにも判断がつきかねた。

　結局、俺が選んだのは現状維持だった。これは俺の悪(あく)癖(へき)なのかもしれないが、良くも悪くも保守的な人間なのだ、俺は。

「とりあえず俺が言いたいのは、奥有楽の意見を無視して話を進めるなってことかな」

　奥有楽がきもだめしを嫌がっていたのは確かだが、くじ引きで当てた自分の権利を放棄するかどうかまではわからない。

　案の定、「どうする？」と、奥有楽に顔を向けると、顔を真っ赤にして必死の様子で何度も頷いた。

「いいいい行く、行きますっ」

　だろうな。堂々と俺と二人きりになれるこの状況を放棄するようなヤツなら、最初から《ゲーム》に参加などしていない。

「お、おば、お化けなんて……ぜぜんぜん怖くないですからっ！」

　それはどうかと思うが。実際、ちょっと涙目だし。

　しかし、奥有楽の気持ちが変わることもないだろう。

　この時、俺にとって理想的なペアは、《婚約者候補の五人以外の誰か》だった。クラスの大半を含めたくじ引きならそう低い確率でもないと思っていたのだが、それについては俺の予測が甘かったとしか言いようがない。

　だが、次善の案として考えるなら、今の状況も決して悪くはないだろう。

　最悪なのは、《婚約者候補の誰かが、作(さく)為(い)的(てき)に俺とペアになることを目(もく)論(ろ)み、それが成功してしまった場合》であり、かつ《それが作為的であると、他の四人が知ってしまっている場合》だ。例えて言うなら、さっきの羽入田の《買収》などがその状況にあたるだろう。

　その場合、他の四人は、ここでの《失点》を取り返そうと、何らかの行動に出る可能性が高くなる。それは、俺にとって最も避けなければならない状況だった。

　もちろん今だって、婚約者候補たちが《失点》を取り返そうと考える可能性はなくはないが、他の誰かに《出し抜かれた》状況よりは、冷静な判断ができるはずだ。

　心配があるとすれば、くじ引き自体が公正でなかった場合――つまり、婚約者候補の誰かが主催者側（この場合、幹事の若生）と結(けつ)託(たく)し、確実に自分が当たるようにしていた場合――だが、このくじ引きには睦月も一枚嚙んでいるらしいので、おそらくその可能性はない。

「ま、そういうことだ。本人が行くと言ってるんだから、これ以上の結論はないだろ」

　俺のその言葉に、くじ引きで外れた四人は不(ふ)承(しよう)不(ぶ)承(しよう)頷いたのだった。




＊




　全員のペアが決まり、きもだめしがスタートした。

　その内容についても、《きもだめし》という言葉から大体想像できるような、ありきたりなものだった。

　俺たちが泊まる温泉旅館の裏手には、小高い山……というか丘が存在しており、その頂上には何かの神さまを祀(まつ)ったお堂があるのだそうだ。何の神さまなのかは、旅館の人に聞いてもわからなかった。なんでも、昔はもう少しちゃんとした祀られかたをしていたらしいが、今では誰かに管理されているのかいないのかもわからないような状態で、荒れ放題になっているらしい。

　頂上にあるお堂がそんな状態だから、そこへ行くまでの道も細い獣(けもの)道(みち)が一本あるだけで、その荒れようも言わずもがな、ということだった。当然、舗装などされておらず、街灯など望むべくもない。

《きもだめし》を楽しむための舞台としては充分、といったところだろうか。

　参加者は、ペアで頂上のお堂まで登って、そこに置いてある花火を取ってくるのが目的だ。

　一瞬、なんで花火？　と思わないでもなかったが、例えばこれが蠟(ろう)燭(そく)だったとしたら何となく納得しそうだし、その代わりと思えば、まあそんなもんかという気もしてくるから不思議だ。

「よし。じゃあ、行くか」

　何組かのペアを見送り、さらに何組かのペアが花火を持って戻ってくるのを待ち、若生から促された俺は、隣に立つ奥有楽に声をかける。

「は……はひっ」

　奥有楽は引きつった顔で震えた声を出した。

　ゆっくりと歩き出した俺の三歩ほど後方を、びくびくしながらついてくる奥有楽を見ていると、さっき「幽霊を怖がる気持ちはわかる」と言ったばかりでなんだが、本当にそこまで怖いものかな、と苦笑が浮かんでくる。

　だが、闇(やみ)を怖がるのは人間の本能だという。

　灯(あか)りを持って来るのは禁止され、街灯の一本もないこの山道は確かに暗い。今日は月が明るく、歩くのに不自由するほどじゃないが、道の両脇に鬱(うつ)蒼(そう)と茂る草木の間に何者かが潜(ひそ)んでいたとしても、ちょっと目を凝らした程度では見つけられないだろう。

　それを考えれば、恐怖心を抱く奥有楽の方が、俺などよりも真っ当な人間であるのかもしれない。

　……奥有楽のあの反応が本物であるとすれば、だが。

「……あ、あの。ま、ま……って。待ってください」

　おっと。考え事をしながら歩いていたら、奥有楽を引き離してしまっていたようだ。

「悪い悪い」

　俺は立ち止まり振り返って、近づいてくる奥有楽を待つ。

「あ、あの……せ、節……さん」

　俺の三歩傍(そば)まで近づいた奥有楽は、上目遣いで俺を見上げながら、ひどく言い出しづらそうに口を開いた。

「その……て……」

「て？」

「てて、手を……手を握っても、いいいいいいでしょうか……？」

「手を？」

　俺は思わず自分の手を見つめてしまった。

「は、はいっ。こ、こわ、怖くて……」

　ふむ。その行為自体に嫌悪感を覚えるわけではないのだが、ちょっと考えてしまう。

　可能性として、奥有楽がここでこの行為に出るために、これまで自分の態度や様子をコントロールしていたことは考えられないだろうか？

　きもだめしや幽霊を怖がり、そういう人間だと思わせることで、「そこまで怯(おび)えているなら仕方がない」と俺に考えさせる。これまでのすべてが俺の判断を促すための演出だったとしたら……。

「ごっ、ごごごめんなさい。や、やっぱりダメ、ですよね……」

「いや、構わないぞ。――ほら」

「……え？」

　俺が差し出した手のひらを、奥有楽は不思議なものでも見るような目つきで眺めていたが、

「あ、ありがとうございますっ！」

　すぐに、飛びつくように両手で俺の手を握りしめた。

　やはり、ないな。

　奥有楽のこれまでの様子がすべて演技だった可能性は、ゼロとは言い切れないが極めて低いと考えられる。

　これまで見てきた奥有楽の性格や幽霊を怖がる態度が、噓や演技だとはとても思えなかったというのもあるが、なによりも、先ほど俺が「幽霊を怖がる気持ちはわかる」と言った時の反応だ。

　俺――遠々原節は幽霊を怖がるようなヤツは見下して馬鹿にする人間だろう、という伊堂寺の意見。それには奥有楽も賛同している様子だった。ならば《幽霊を怖がる人間》を、俺が軽(けい)蔑(べつ)するかもしれないという可能性を考慮に入れないわけがない。

　だから、俺と手をつなぐというこの状況を導けるとしても、自分を《幽霊を怖がる人間》だと思わせることは、デメリットの方が多い――と、自分の望む状況を作り上げるために行動や感情をコントロールするほどの人間なら、そう考えるだろう。

　つまり、奥有楽は純粋にきもだめしや幽霊が怖いのだ。

　つないだ手から伝わってくる奥有楽の体の震えを感じながら、俺はそう結論づけていた。

　実際、手をつないで歩き出してからも、奥有楽は俺の方を見ようとはしない。ただただ暗闇に怯え、あちらこちらに視線を這わせ、時折の風に茂みがざわつく度、律儀に飛び上がっている。

　こうしてみると、くじ引きで奥有楽に決まったのは運が良かったかもしれない。他の四人だったら、夜道で二人きりという状況を利用して、何らかのアプローチを仕掛けてきたかもしれないし、その場合、何が起きるかはわからないが、多分、面倒なことになっていただろう。それに比べれば、奥有楽の手を引いてお堂まで往復すればいいだけなのだから、楽なもんだ。

　それにしても、ここまで怖がってくれるとなれば、きもだめしをやる方もやりがいがあるってものかもしれない。

　あれ？　そういえば、ここまで《脅(おど)かし役》を一人も見てないな。

　他のペアを待っていた時、山の方から悲鳴……というか笑い声みたいなものが聞こえてきてたから、絶対どこかに誰かが脅かし役として潜んでいると思ったんだが。

　奥有楽の様子を見て、さすがに気の毒になったんだろうか。

　とか思っていたら、見つけた。前方の茂みに、何か白いものがある。隠れようとしているのはわかるが、隠れきれていなかった。おそらく、あの白いのはシーツか何かだ。それを被って、「わあああ！」とか「おおおおっ！」とか声を上げ、脅かそうという算段なのだろう。

　今(いま)更(さら)だが……ベッタベタだな。

　それほど周りを見ようともしていなかった俺ですら気づいたくらいだ。当然、奥有楽も見つけただろう……と思っていたのだが、奥有楽は左右とか後ろばかりを気にして、前を見ていない。多分、気づいてないな、コレは。

　教えてやるべきか？　でも、脅かし役の楽しみを奪うのも申し訳ないしなあ。

　などと迷っている内に、傍まで来てしまった。

　がさり、と茂みが震え、それと同時に奥有楽の体が硬(こう)直(ちよく)したのがわかった。

　そして――。

「うぅぅおわあああああああっ！」

　うーん。見事に予想通りだ。しかし、この声って……まさか。

「睦月？　なんだ、お前が脅かし役やってたのか？」

　睦月は、ペアが決まると同時にどこかへ行ってしまっていたのだが……こういうことか。

　今まさに襲い掛かる寸前、と言わんばかりに、両腕を大きく広げた睦月（だと思う）は、俺の淡々とした声を聞いて、そのままのポーズでぴたりと動きを止めてしまった。

「…………」

　しばらくの沈黙の後、シーツの下から諦(あきら)めたようなため息が聞こえてきたかと思うと、ずるずるとシーツが脱ぎ捨てられた。中から出てきたのは、もちろん睦月だ。ひどく不機嫌そうな表情をしている。

「そりゃあ私だって、こんなベタベタな《幽霊》で君が驚くかもしれないなんて、これっぽっちも考えていなかったよ。だがね、こっちだって馬鹿らしいと思いながら我慢してやっているのだから、少しくらいは気を遣ったらどうだ。やっているのが恥ずかしくなるじゃあないか」

　暗くてよくわからなかったが、実際に睦月の頰は赤く染まっているように見えた。

　なんだか珍しいものが見られて得した気分だ。

「君の友人の……えーと、若生か。彼がどうしてもと言うから仕方なく頼まれたのだが、やはりせめて君たちだけは無視をするべきだったな」

　照れ隠しなのか、頭をがりがりと掻きながら、愚痴っぽくぶつぶつと睦月は言う。

「まったく。これだから不感症な男は困る。君のような不能に期待した私が馬鹿だったよ。このＥＤ野郎め」

「おい！　いきなりいわれもない病状を押し付けるのはやめろ」

「いわれもないだと？　何を言っているんだ、君は。いわれならあるじゃあないか。日頃から美人の婚約者候補に囲まれていながら、君がムラムラしたりハァハァしたりしてるところを私は見たことがないぞ。最初は朴(ぼく)念(ねん)仁(じん)だからと思っていたが、その域を超えているんじゃあないかね？　実は、近ごろ私も不安になってきているんだよ。君は本当に勃(ぼつ)起(き)不(ふ)全(ぜん)なんじゃあないかと――」

「わかった、俺が悪かった。だからやめろ」

　いくら幼(おさな)馴(な)染(じみ)で気心が知れた仲だと言っても、できれば同い年の女からそんな言葉は聞きたくない。

　ひとしきり俺を罵(ののし)って気が済んだのか、「じゃあ、やめよう」と、睦月はあっさりと矛(ほこ)を収めたのだが――。

「ところで」

「ん？」

「ソレはどうするつもりだい？」

　ソレ？

「――って、ええっ!?」

　睦月が指をさした場所を見た途端、俺は思わず驚きの声を上げてしまった。睦月が扮(ふん)した《幽霊》なんかより、はるかに驚いた。

　睦月が指示した場所――それは、俺の足元だったのだが――その場に奥有楽が横たわっていたのだ。

　睦月が脅かした時に、悲鳴のひとつも上げないと思ったら、どうやら悲鳴をあげることすらなく気を失ってしまったらしい。

「おおおお……おい、奥有楽!?」

　慌ててしゃがみ込んで、軽く奥有楽の肩を揺すると、すぐに奥有楽は目を覚ました。

「……ん。あ……節く……さん」

　よかった。とりあえず大事にはならなそうだ。

「大丈夫か？」

「あっ。は、はい。大丈夫……です……」

　気を失ってしまったことが気恥ずかしいのか、奥有楽はうつむいたまま消え入りそうな声でもごもごと答える。

「見たかね、節。これが正しい反応というものだ。君のような不感症人間と違って、なんとも嬉しい姿じゃあないか。脅かし冥(みよう)利(り)に尽きるとはこのことだね」

　半身だけ起き上がらせた奥有楽を見ながら、睦月が偉そうにそんなことを言い出した。

　一瞬、また話を蒸し返す気かと思ってしまったが、それは俺に対してではなく、奥有楽への言葉だった。気絶するくらいが当たり前だと、恥じ入る奥有楽に気を遣ってのものだったのだろう。

「……まあ、そうかもな」

　睦月へ言い返してやりたいことがないわけではなかったが、せっかくの気遣いを無にするのも悪い。素直に頷いておくことにした。

「立てるか？」

「あ、は……はい」

　訊ねながら差し伸べた俺の手を、奥有楽が摑む――まではよかったのだが、それきり立ち上がろうとする様子がない。

「……？　どうした？」

「いえ……あ、あの……それが……その」

　奥有楽はもごもごと言うばかりで、まるで要領を得ない。答えを出したのは、それを傍で見ていた睦月だった。

「もしかして、腰が抜けた、というやつじゃあないのかい？」

　え？

「……そうなのか？」

「あ、え、えと……わたしにもよくわからないんですけれど……たぶん」

　何とも心もとない言い方だったが、奥有楽だって腰を抜かした経験がそんなにあるわけじゃないだろうから、仕方がないと言えば仕方がない。

「まいったな。……まあ、俺が背負って帰ればいいか」

　体力に自信のある方じゃないが、幸い奥有楽は体も平均の女子より小さいほうだし、宿まで背負って帰るくらいのことはできるだろう。

「それでいいか、奥有楽？」と俺が訊ねると、奥有楽は顔を真っ赤にしながら答えた。

「は……はい。お、お願い……します」

　そして、睦月にも手伝ってもらいながら奥有楽を背負う。

　背負ったのだが……。

　やばい。

　特に意識もせずに俺から言い出したことだったのだが、失敗だったかもしれない。

　予想通りというべきか奥有楽の体は軽く、体力的な心配はなさそうだ。

　だが……その、何というか……。

　とても柔らかいものが二つ背中に押し当てられている感触が、俺をどうにかしてしまいそうだ。

　そうだった。幼い顔立ちや服の上からではわかりづらい体型もあって、つい忘れてしまいがちになるが、こう見えて奥有楽は結構デカいんだった。

　しかも、なんかいい匂いがする……！

　先ほど睦月に性的不能者みたいなことを言われた俺だが、困ったことに、ぜんぜんそんなことはないのだ。

　やばいやばい。早く帰ろう。

　素早く踵(きびす)を返し、来た道を戻ろうとした俺を、睦月の声が制止した。

「いいのかね？」

「何がだ？」と振り返る俺に、睦月の言葉が続く。

「お堂まで言って花火を持って帰れなかったペアは罰(ばつ)ゲームだと、若生氏が言っていたようだが」

　そう言えば、そんなことを言ってたかな。

「罰ゲームは、『クラス全員の前で好きな人を告白する』だそうだよ」

　……小学生か、あいつは。

　しかしまあ、それなら問題ない。俺は「いない」と言えば済む話だし、奥有楽は当然俺のことを言うだろう。内心でどう思っているかはともかくとしても。

「君のことだから、『いない』と答えようとしているのだろうが――」

　俺の考えを読んだ睦月が、意地の悪い笑みを浮かべながら言ってくる。

「それで、彼らが納得するだろうかね。いや、クラスメイトはまだしも、君の可愛い婚約者候補はどうだろうね？」

　……ありえる。

　あいつらのことだ。俺が「いない」と答えても納得せず、「じゃあ、わたしたち五人の中では誰が一番か」くらいのことは言ってくるかもしれない。当然、そんな問いに答えるわけにはいかない。強引に突っぱねることはできるかもしれないが、面倒なことになるのは必至だ。

「それに、だ」

　悩む俺に睦月が追い打ちをかける。

「君たちのその姿を見て、他の四人はどう思うだろうかね」

　そうだった……！

　確かに奥有楽を背負うこの姿は、必要以上に親密に見える。これを見て他の四人がどう思うかなんて、想像するまでもない。

　しかし……奥有楽のヤツ、まさかここまでを考えていたんじゃないだろうな。

　自分の気の弱さをアピールし、気絶や腰を抜かすことに違和感を与えず、背負われて宿へ帰る。

　手を握るだけだった時は、その行為にどれほどのメリットがあるかわからなかったが、背負われて帰るとなれば、また話は別だ。俺に与える印象はともかく、他の四人に与える印象が段違いだ。他の婚約者候補――《対戦相手》に対する牽制になり得る。

「奥有楽……お前、まさか……」

「は、はい？　な、な何……ですか」

　いや、言うまい。

　俺の背で目を白黒させる奥有楽を見て、俺はそう思った。

　仮に今の状況が奥有楽の計算ずくでのことだったとしても、決して取り返せないミスじゃない。「やるじゃないか」と相手を褒めるくらいの度量はあってもいいだろう。

　気を引き締めなおした俺を促すように、睦月が再び訊ねてくる。

「どうする？」

　どうする？

　決まってる。

　俺は返事の代わりにもう一度踵を返し、山頂へ続く坂道を登り始めた。




＊




「あ、あの……ごめんなさい。こんなことに……なってしまって……」

　奥有楽を背負い歩き出して数分、背の奥有楽が、恐る恐るといった様子で俺に謝ってきた。

「ん？　そうだなあ……奥有楽が謝罪するべきことかどうかは難しいところだな」

　確かに俺は今、奥有楽に迷惑をかけられているまっただ中なわけだが、脅かされて気絶したのも腰を抜かしてしまったのも、別に奥有楽が悪いわけではない。じゃあ、脅かした睦月が悪いとかいうのも少し変だ。

「誰が悪いとかいう話をするのなら……若生だな。きもだめしをやろうなんて言い出したあいつが悪い」

「そ、そうなんですか……？」

「いや、まあ、実際にはどうだかわからんけど」

　頭からシーツを被っただけの《なんちゃって幽霊》に怯えて腰を抜かしてしまう人間がいることを想定しろというのは、さすがに酷(こく)だろう。だから、実際には若生だってそう悪いわけではないが。

「女の子のために汚名を被るんなら、あいつも本望だろうよ」

　その俺の言葉で、ようやく少し安(あん)堵(ど)したようにクスリと小さな笑みが背中から聞こえて来た。

「で、でも……本当に……よかった、です。あのまま、あそこに置いていかれたら、ど、どうしよう……かと」

「……俺って、そこまで薄情な人間だと思われてるのか？」

　心(しん)外(がい)だと怒る気はないが、なんだか悲しくなる。

「いいいいいいえっ！　そ、そうじゃないです。そんなことないです！」

「いや、いいけどな。別に」

　俺は、睦月からもさんざん冷酷だと言われるような人間だし、そうでなくとも奥有楽たち婚約者候補を冷たくあしらうことが多い。薄情な人間だと思われていたところで、自業自得というやつだろう。

「困っている人を見捨てて置けないなんて正義感あふれる人間じゃないのは確かだしな。でも、必要ない時まで冷たくしようと思っているわけじゃない」

《情けは人のためならず》という言葉がある。他人に親切にすれば、回りまわっていつか自分にその親切が帰ってきますよ、だから人には親切にしなさい――という、ある意味とても打算的で気に入っている言葉だ。

「そう……でした。節くんはそういう人でした」

　……ん？

「節……くん？」

「あっ!?　ああああ、ち、違いますごめんなさい。さん、です。節さん」

　俺が聞き返したことを、咎(とが)められたと思ったのか、必死になって謝りだす奥有楽だったが、別にそういうわけじゃなかった。そもそも、呼び方なんて、《さん》だろうが《くん》だろうが呼び捨てだろうが、俺は気にしない。

　思わず聞き返してしまったのは、違和感があったからだ。

　ただ、その違和感は、《節くん》という呼び方に覚えたわけじゃなかった。

　むしろ逆だ。あまりにも違和感がなさすぎることに違和感を覚えたのだ。

《さん》に違和感がなく、《くん》に違和感があるということならわかる。今までずっと「節さん」と呼んでいた奥有楽も、彼女なりに俺との距離を縮めようと、呼び名だけでも変えてみようとした。しかし、まだ慣れないためにぎこちなくなってしまう――というのは、ありえない話じゃないだろう。

　だが、その逆というのはどういうことだ……？

　思い返してみれば、以前から奥有楽の《節さん》という呼び方はどこかぎこちなく、違和感があった。「節……さん」というように、名前と敬称の間に妙な間(ま)があったのだ。

　今まで、それは単に奥有楽の性格に起因するものだと思っていたのだが、そうではないのか。

　奥有楽にとっては、「節《くん》」という呼び方のほうが自然であり、それを無理に「節《さん》」へと矯(きよう)正(せい)しようとしたために、ぎこちなくなったということなのか。

　それがどういうことかと言えば……。

「なあ、奥有楽。お前さ、前に――婚約者候補になる前に、俺と会ったことがあるか？」

　そう。この可能性が高くなる。

　本来、この質問は俺からするべきではない。だが、俺には親(おや)爺(じ)からきられた期限がある。何らかの進展や、それに繋がるきっかけが欲しいのも確かだった。それに、せっかく二人きりになれたのだ、この時間を有効活用しない手もないだろう。

「え？　え、えと……」

　奥有楽が恥じ入るように口ごもってしまうのはいつものことだったのだが、この時はのんびりと次の言葉を待つ気分じゃなかった。

「どっちなんだ？」

「あ……あり……ます」

　やはりそうか。奥有楽が「イエス」と言うしかないことはわかっていたのだが、その先が気になる。奥有楽はいつ俺に会ったのだろうか？　あるいは、いつ俺に会ったと言い張るつもりなのだろうか。

　遠々原家に入った俺が、最初に肝に銘(めい)じたことは会った人の顔と名前を完璧に覚えることだった。実際、中学までは、その日に会った人間の名前とか印象とかを羅(ら)列(れつ)したノートを、日記代わりにつけていたくらいだ。

　もちろん、自分の記憶力に絶対の自信があるわけでもないし、どこかですれ違っただけとか、羽入田のようにこっちが会ったと認識していなくても、向こうの記憶には残っている、なんてこともあるだろう。

　だが、奥有楽はそういうのとも少し違う気がする。少なくとも、俺に対して「節くん」という呼び名を使う程度には――つまり、会話をする程度には《会った》ことがあるのだ。

「それ……いつの話だ？　本当に申し訳ないんだけど、お前に会ったことを思い出せないんだ」

「あ……う……っ」

　俺の質問に、奥有楽の声の調子が急に変わる。不思議に思い振り返ると――ぎょっとしてしまった。

　奥有楽は、俺の背でぼろぼろと大粒の涙をこぼしていたのだ。

「お……おい？　奥有楽？」

「ご、ごめ……ごめん……なさい。で、でも……悲し、くて」

　な……泣くようなことか？　泣かれるようなことを言ったか、俺は？

　いや、そりゃ確かに、知り合いに「お前のことなんて憶えてない」と言われたらショックだろう。ましてや相手が俺――――奥有楽から見れば、将来の伴(はん)侶(りよ)になる可能性の最も高い男だ。奥有楽が俺との出会いに《運命の出会い》のようなものを感じていたとすれば、それを憶えていないと言われれば、涙のひとつも出る……のか？

　いまひとつ実感しづらいが、それよりも問題は今この場この状況をどうするべきか、だろう。

　男としては「すまない、悪いことを訊いた。もう忘れてくれ」とか言うべきなのかもしれない。だが、俺はそれを口にできるほど自分の立場を楽観視してはいなかった。罵られようがなんだろうが、これは訊いておかなくてはならないことだ。

「奥有楽。忘れてたのは本当にすまないと思ってる。だけど、はっきりと答えてくれ。お前、俺とどこで会った？」

　その問いを俺が発してから、答えが返ってくるまでにはずいぶんと時間がかかった。思わず、「早く言え！」と言いそうになったが、この時ばかりは奥有楽のぐずつく鼻音やえずくような声を、ぐっと我慢しながら聞いた。

　そして、ようやく奥有楽が嗚(お)咽(えつ)交じりの声を出した。

「あの……う、梅(うめ)ヶ(が)谷(たに)学園……です」

「へ？」

　思わず間の抜けた返事をしてしまうほど、奥有楽から返ってきた答えは意外なものだった。いや、意外というレベルを超えていた。

　梅ヶ谷学園――。

　その名を聞くのは久しぶりだ。

　忘れたわけじゃない。忘れたくとも忘れられない。俺が、六歳から五年ほど世話になった児童養護施設で、そこの園長先生の娘であった睦月にとっては、生まれ育った生家といってもいい場所だ。

　そして――もう存在していない場所でもある。

　そこで、俺と奥有楽が会っていた……？

　だとするなら、もう五年以上前の話だ。俺は、どういうわけか施設時代の記憶が薄い。遠々原に来てからいろいろなことを憶えなくてはならないと、無理に頭に詰め込みすぎた弊害だと自分では思っているのだが、施設時代のことは、睦月に言われて「ああ、そう言えば」と思い出すことも多かった。

　それなら、奥有楽と会ったことを忘れてしまっていても不思議ではないのだが……。

　奥有楽――――奥有楽グループの令(れい)嬢(じよう)である奥有楽乙音と、ごく平凡な児童養護施設であった梅ヶ谷学園との間に接点が見いだせない。

　援助？　福祉ボランティア？　いや、何を言ってんだ。俺が施設にいたころなら、奥有楽だって小学生だ。老人ホームに訪問というならわかるが、児童養護施設に来たりしないだろう。

　仮にそんなことがあったとすれば、いくら昔の記憶に疎い俺にだって、ある程度の印象は残っているはずだ。

「奥有楽は梅ヶ谷学園に行ったことがあったのか？」

　俺の問いかけに、「ひくっ」と、また奥有楽の口から嗚咽が出かかった。だが、先ほどのように泣き出すまではいかず、震える声で言葉を紡(つむ)ぎだす。

「い、行ったんじゃなくて……いた、んです……」

「は？」

「わた、わたしも……梅ヶ谷学園で暮らしていた……んです」

「……!?」

　奥有楽が？　梅ヶ谷学園で？　暮らしていた？

　それは、たった今、本人の口から聞いたというのに、まったく現実感のわかない言葉だった。まるで、ばらばらの言葉をつなぎ合わせて文章を作る言葉遊びのようにしか思えなかった。

　まっさきに俺の頭に思い浮かんだのは、「噓か？」だった。奥有楽が、俺と親密な関係であったと思わせるために、過去を詐(さ)称(しよう)したという可能性。

　だが、それはない。そんな、ちょっと調べればバレてしまう程度の噓をついたところで、露(ろ)見(けん)した時のリスクばかり高く、それに見合うメリットは存在しないだろう。

　なら……本当……なのか？

「い……い、いつ……から？」

　冷静になれと言い聞かせてはいたものの、動揺する自分を抑えきれない。まるで奥有楽が乗り移ったかのように、どもりながらの問いかけになってしまった。

「ずっと……です」

　奥有楽は、これまで以上に、悲しく寂しげな声でそう答えた。

「わ、わたし、物心ついた時にはあそこに……いましたから。節く……さんが来てから、遠々原家に引き取られるまで……ずっと……です」

　いた？　ずっといた？　本当に？

　だが……奥有楽なんて名前のヤツは……。

　いやいや、馬鹿か俺は。施設時代、俺が《遠々原》でなかったように、奥有楽が《奥有楽》でなかった可能性は高い。それに、施設では姓で呼びあうことは皆(かい)無(む)だった。今でも俺が睦月を「睦月」と呼び、睦月が俺を「節」と呼ぶように、名で呼び合うことが普通だったのだ。

　なら、乙音。乙音か……。

　……駄目だ、思い出せん。

「奥有楽。ちょっと、顔を見せてくれ」

「……は？　え……？」

　折よく、その時ちょうど頂上に着いた。

　暗闇の中にぽつんと荒れ放題のお堂が浮かび上がっている姿は、さすがの雰囲気というべきか、「ロマンから最も遠いところにいる」と言われた俺でさえ、ぞくりとするような光景だ。

　が、今はそんなことに構っている場合じゃなかった。

　俺は速足でお堂に近づくと、お堂の前の石段（と言っても二段しかなかった）に、背負っていた奥有楽を下ろす。そして俺も屈み、正面からじっと奥有楽の顔を見た。

「や……あ、あの。ちょ……」

「すまん。ちょっと動かないでくれ」

　顔を凝視されるのは恥ずかしいのか、身じろぎをして顔を伏せてしまいそうになる奥有楽を制し、俺はしばらくその顔を眺め続けた。

　確かに言われてみれば、見たことがある……ような気がする。

　しかし、ここまで自分の記憶が劣化しているとは思ってもいなかった。五年も前の話だから仕方がないと言い訳もできるだろうが、それでも施設の人間とは家族同然の暮らしだったのだ。その家族を、たったの五年で忘れ去ってしまうなんて、さすがの俺でも自分の薄情さに呆れかえる。

「乙音か……。乙音なんていたかな……」

「えっ？」

　思わず漏れてしまった呟きを奥有楽に聞きとがめられてしまった。

　やばい。これはショックだろう。また泣かれるかもしれないと覚悟を決めかけた時、予想外の反応が返ってきた。

「あの……わたし、乙音じゃ……なかったんです」

　は？

「施設にいたころは、大(おお)澤(さわ)織(おり)江(え)という名前で……」
















　おおさわ……おりえ……？

　大澤織江。

　織江。

　織江！

　い……いた！　思い出した、確かにいた！

「お前が……織江!?」

　叫ぶように俺が問いかけると、奥有楽は――いや、織江は嬉しいというより、ほっとした表情でこくりと頷いたのだった。




＊




「そうか……彼女、やはり織江だったのか」

　それが睦月の感想だった。

　あの後、俺は急いで宿へ戻った。

　奥有楽もようやく落ち着いたのか、立てるようになったので、歩いてもらうことにした。帰りは行きの時ほど怯えていなかった……というか、帰路に俺がいろいろと聞き出そうとしていたために、奥有楽も周りを（幽霊の出現を）気にする余裕がなかったようだ。

　当然、脅かし役をやっていた睦月とは、帰りにもすれちがった。本当は、すぐにでも奥有楽――織江の件について睦月と話がしたかったのだが、できれば奥有楽のいないところでしたかったし、下から別のペアもやって来ていたようなので、きもだめしが終わるまでは待つことにした。

　きもだめしが終わると、消灯時間が迫っていた。とは言っても、例えば若生なんかは「夜はこれからだぜ」なんて言ってたし、確かに十時消灯というのは少し早い気はする。先生たちも素直に寝静まるとは、あまり考えていない様子だった。

　もちろん俺も、消灯時間と同時に部屋を抜け出そうと考えていたし、実際にそうした。

　部屋を抜け出して睦月の泊まる部屋を訪れると、ようやく浴衣に着替えていた睦月が俺を見て「どうした。夜這いかね？」などと言い出したのだが、きっちり無視をしてから、つい先ほど聞いた奥有楽の話をする。

　ちなみに、睦月と同じ部屋には、やはり《ハーレム》で世話になっている樹(きの)下(した)さんと見(けん)上(じよう)さんもいたのだが、俺が難しい顔をして訪ねたためか、何かを察して席を外してくれたのは助かった。

「……気づいてたのか？」

　俺はどうしても口調が険しくなってしまう。

　奥有楽がかつて梅ヶ谷学園にいた大澤織江だ、という話に睦月がそれほどの衝撃を受けていない様子だったのが、妙に腹立たしい。

　知ってたなら教えろよ、と言い出しそうになったのだが、

「別に気づいていないよ。そりゃあ、ずいぶんと似てるなとは思ったがね。姓も名も違うのだから、他人の空(そら)似(に)だと思うしかないじゃあないか」

　まあ、そうかもしれない。

「それに、印象も変わっていたしね。私が憶えている大澤織江という少女は、確かにどちらかと言えば内気な印象ではあったが、あんな風に事あるごとに何かに怯えていたりはしなかったよ」

「そうだよな……俺の印象も似たようなもんだ。今の奥有楽のあの性格は、奥有楽家での数年の生活によって変わったものなのか、《ゲーム》に参加していることでのものなのか……」

「しかし、どういうことなんだい？　彼女は奥有楽の家に引き取られた時、名前を変えさせられたとでもいうことかね？」

「どうも、そうらしい」

　なぜ変わったのかについては、奥有楽自身も知らない様子だった。「奥有楽家の娘となる以上、今までのことは忘れろ」というようなことを言われたらしいから、何らかの内面的な変化を狙ってのことなのかもしれない。

「ふむ。だが、何と言うか……できすぎじゃあないかい？」

　なんとも納得のいかなそうな顔で睦月がそう言う気持ちは俺にもよくわかる。

　養護施設で育った人間が富豪の下に引き取られる――そんな話が、自分だけの特例だなんて考えてはいなかったが、ごろごろ転がっているとも思えなかった。

　かつて同じ施設で育った二人の人間が別々の富豪に引き取られ、片や御(おん)曹(ぞう)司(し)、片や令(れい)嬢(じよう)として、それどころか婚約者として再会する――。

　確かに、できすぎな話だ。

「まあ、《再会》に関して言うなら、意図的なものだろう。そもそも作られているんだから、できすぎで当たり前だ」

　かつて俺と同じ施設で育ち、今は遠々原に匹敵する規模を持つ奥有楽グループの令嬢。こんな人間を親爺が見落とすとは思えない。間違いなく、わかっていてキャスティングされたのだ。

「それはわかるがね。《同じ施設で育った二人の人間が別々の富豪に引き取られる》部分だけでも、充分に異常じゃあないか」

「異常と言えば異常だが、それは単に俺がイレギュラーなだけだな。俺に比べれば、まだしも奥有楽は真っ当だ」

　俺の場合は、たまたま施設を訪れた遠々原十(じつ)慈(じ)郎(ろう)に、自分を養子にしてくれと頼みこんだわけだが、当然、奥有楽はそんな異常な事情ではない。

　元々、奥有楽――大澤織江は、奥有楽グループの一族だったらしい。

　今の奥有楽グループの会長は、血縁関係で言うと織江の祖父にあたるのだそうだ。織江の両親は、結婚に反対された末の駆け落ち婚で、彼女自身、親の生家についてはまったく知らなかったようだ。

　大澤織江が梅ヶ谷学園に入ることになったのは、経済的な理由からだった。織江の父は、彼女が物心つくよりも先に亡くなっており、母が生計を支えた……いや、支えきれなかった。だから織江は施設に預けられることになったのだ。

　それから十数年。遠々原の手によって梅ヶ谷学園が消滅した。

　その時、たまたま奥有楽家の人が、梅ヶ谷学園の入所児童の名簿に《大澤織江》という名前を見つけ、調査の末に奥有楽家の血縁者であることを知った。

　その後、織江は母共々、奥有楽家に帰ることになった――織江にしてみれば、奥有楽家に行くという感覚だろうが――のだと言う。

「やはり、どうにもできすぎな感は否めないね」

　俺の説明を聞いても、まだ納得できない風に睦月は唸(うな)っていた。

「うち……梅ヶ谷学園が潰(つぶ)れた時、奥有楽家の人間が児童の名簿を手に入れたというのもわからない話じゃあないか。注目を集める要素もなかったし、誰も気にしていなかったはずだ」

　それは、いつも飄(ひよう)々(ひよう)とした印象の強い睦月にしては珍しく、荒い口調だった。無理もないとは思う。あの一件は、睦月にとっても文字通り人生を変えるような出来事だったのだから。

「いや、睦月。あったんだよ。注目を集める要素はあったんだ」

　あの時、梅ヶ谷学園は都市再開発計画の余波で取り壊されることになった。だが、仮にも非営利の福祉施設である児童養護施設が、移転というならともかく取り壊しになるのは、やはりおかしいことだ。

　福祉団体にしろ児童相談所にしろ、奇妙さや理不尽さを感じるところは多かったに違いない。

　しかし――。

「遠々原が誰にも気にさせなかっただけだ」

　だからこそ、奥有楽グループは梅ヶ谷学園を調べたのだ。あるいはこれが遠々原を蹴(け)落(お)とすための材料になるかもしれないと感じて。

　奥有楽の転機になった入所児童の名簿というのは、梅ヶ谷学園について調べた調査資料の内のひとつだったのだろう。

　ひとつひとつを見れば、ありえない状況ではない。いくつも積み重なっていることが《できすぎ》なのだと言われればそれまでだが……。

「ふむ……。まだ完全に納得できたわけではないが、どうやら噓や偽物というわけではなさそうだね」

「ああ。俺も後でしっかりと裏はとるつもりだが、ほぼ間違いない」

　事実としてそれが存在する以上、どれだけありえないと騒ぎ立てたところで現実逃避にしかならないだろう。

「しかし、彼女も水臭いね。そうならそうで、最初に言ってくれればいいものを」

「同じことを俺も言った。そうしたら、何て言ったと思う？」

「ん？　そうだねえ、彼女の性格からすると……」

　睦月は、少し首を捻(ひね)りながら考えた後、

「『忘れられていたらと思うと、怖くて言い出せなかった』ってところかな」

　お見事。まさにそのままのことを奥有楽は言っていた。

　実際、俺が奥有楽に会ったことを思い出せないと言った時には泣き出してしまったほどなのだから、その理由も頷けないわけではない。わけではないが……。

　正直なところ、俺はこの事実をどう受け止めればいいか判断に迷っていた。だからこそ、睦月の部屋まで来ているのだ。

「これは、君にとっての光明なのかな？」

「そこだ」

　俺が気にしているのもその点だった。

　奥有楽が、かつて共に暮らした《織江》だとわかり、旧交を温めてめでたしめでたし、で終わる話ではないのだ。

　何しろ奥有楽は俺の婚約者候補であり、《ゲーム》の《対戦相手》なのだから。

「奥有楽嬢……いや、織江と呼ぶべきかな？　ともかく彼女が正解――君を愛している一人とやらである可能性は高いのじゃあないのかね」

「そう……なるのか？」

「だって織江に君を憎む理由はないだろう」

「十数年育った梅ヶ谷学園を潰された、というのは？」

「結果としてそのおかげで奥有楽家の令嬢になっているのだから、恨(うら)むどころか感謝すらしているかもしれないじゃあないか」

「そうだな……」

　奥有楽家に引き取られた大澤織江がどのような暮らしをしているのか俺は知らない。あるいは、その状況を作った遠々原を恨むほどの生活を強いられているという可能性はある。

　施設での生活は、知らない人が想像するよりも快適なものだが、やはり何不自由なくというわけにはいかない。普通に考えれば、裕福な家での生活に軍(ぐん)配(ばい)があがるだろう。

　それに、パーティでの様子などを見ていると、奥有楽は奥有楽家に感謝しているような気がする。

「そういう君はどうなんだい？　君だって、養護施設から富豪の子供となった一人じゃあないか。昔と今と、どちらの生活の方が気に入っているのかね？」

「……難しい質問だな。昔の方が気楽に生きてたのは確かだけどな」

　今は今で、俺はひとつの目的のために生きようと決めている。面倒や厄(やつ)介(かい)ごとは施設時代とは比較にならないほど増えたが、ある意味で張りのある生活とも言える。

「俺は、自分の意思で梅ヶ谷学園から遠々原へ行ったわけだからな。できれば、自分の選択は後悔したくないとは思ってるよ」

「結局、今の生活の方が気に入ってるってことか。そうはっきりと言えばいいのに、回りくどい男だな、君は」

「……あのな。一応、これでも気を遣ってやったんだから、素直に受け取れよ」

　睦月にとっては、梅ヶ谷学園は文字通り生家で、両親との思い出が詰まった場所だ。そこでの生活よりも別の生活の方がいいなどと言われれば、やはりショックだろうかと思ったのだ。

「今更その程度のことでショックを受けるほど子供ではないよ」

　だが、睦月はそんな気遣いを鼻で笑い、肩をすくめた。

「君の例からもわかる通り、織江にとって梅ヶ谷学園を潰されたことは誰かを恨むような要素ではないということだろう。なら、ますます彼女が君を憎んでいる理由はないじゃあないか」

「そうなのかもなあ……」

「どうも歯切れが悪いね。一体、何を気にしているんだい？」

「奥有楽が以前に梅ヶ谷学園にいたという事実が、そのまま正解に直結する気がしないんだよ。親爺が仕掛けた《ゲーム》の回答としては、簡単すぎやしないか？」

「その事実を見つけることが問題だったとは考えられないのかい？　ほら、前に御(ご)前(ぜん)から婚約者候補の資料を渡されたことがあっただろう。その中に、梅ヶ谷学園のことは一切書かれていなかったのだから、それを君自身の手で見つけるということがこの《ゲーム》の主旨だったのかもしれないじゃあないか」

「ああ、親爺から渡された資料か」

　実のところ、あの件には反省点が多い。今まで俺は、あの資料を信用しすぎていた。もちろん親爺のことだから、あの中に噓を書くような真似はしないだろう。だが、真実を書かないという可能性は充分にあったのだ。今日の奥有楽の話で、今更ながらそれを実感した。

「確かに書いてはいなかったが、訊けばわかることだし、奥有楽にも口止めされていた様子がなかった。そもそも、あいつが自分から言いだす可能性だってあるんだから、自分の手で見つけるも何もないだろう」

「そうだねえ。確かに、『忘れられていたらと思うと、怖くて言い出せなかった』というのは彼女らしい理由だとは思うが、それが《正解》に直結する――つまり、織江にとっての《切り札》となりえるものならば、今まで言わなかったというのは理屈にあわない気がするね」

「そうだろう？　奥有楽は自分が《大澤織江》だと言わなかった。それは、その事実が自分を《正解》だとする要因にはなり得ないということじゃないのか？」

「ふむ。だが逆に、それを伝えないことでのメリットはなんだい？」

　……そう。それもある。

　俺たちが今まで考えてきたこととは逆に、『自分が《大澤織江》である』という事実が、自分が遠々原を憎んでいる証明になるというのであれば、今まで奥有楽が告げてこなかった理由にはなるだろう。

　だが、そんな関連性はとても見いだせない。仮に、奥有楽が織江であることから導き出される彼女が遠々原を憎む理由が存在し、それを単に俺が思いつけないだけなのだとすれば、もっと隠そうとするはずだ。

　俺はそれほど強く追及したわけではないし、奥有楽が話すまで（泣き出されてしまったせいでもあるが）待っていた。どうしても隠したかったのなら、それらしい理由をでっちあげる時間はあっただろう。あの時に話したことが、別の何かを隠すための噓だと考えるにしては、噓の確実性は低く危険性は高い。

「今まで言わなかったことにも、今更言い出したことにも、どちらにも奥有楽のメリットが見いだせないんだ。……どうにも気持ちが悪いな。一体、奥有楽は何を考えているんだ？」

　眉(まゆ)を寄せ、考え込もうとした俺の耳に、「はははっ」という睦月の乾(かわ)いた笑い声が聞こえて来た。

「世の中は、君のようにすべてをメリットデメリットだけで考えている人間ばかりではない、ということだろう？」

「そりゃそうだろうが……」

　俺だって睦月が言うほど、日頃からメリットデメリットを考えて生きているわけじゃない。理屈にあわない行動をすることだって多々ある。だから、そういうものだと納得してしまってもいいのかもしれないが……。

「やっぱりどうにも気持ちが悪いんだよなあ」

　深いため息をつきながら、頭を掻(か)き毟(むし)る俺を、またしても睦月が軽く笑い飛ばす。

「しかしまあ、その様子から察するに――」

　睦月はニヤリと意地の悪い笑みを浮かべ、

「君はかなり織江に心を動かされているな？　実際には、彼女のことを《正解》だと思い始めているのだろう？」

「……今までの話と真逆の結論じゃないか？」

　今まで、さんざん奥有楽を《正解》だと考えることへの危険性を語ってきたと思うんだが。

　俺の反論に、睦月は皮肉っぽい笑みと共に答える。

「君は天邪鬼(あまのじやく)な男だからな。何かを信じたい時は、逆に不安要素を並べ立てる。誰かにその不安要素を否定してもらいたいのだろうね」

　反論……できそうになかった。

　ただ、言い訳するなら、問題が問題なのだから慎重になって当然だろう。しつこいくらいに石橋を叩きたい気持ちはわかってもらいたいもんだ。

「それに、昨日は気にしないと言っていたが、君は今、御前の《ヒント》のことを考えているだろう？」

　図(ず)星(ぼし)だった。

　奥有楽が梅ヶ谷学園にいた大澤織江なら、《俺の過去を知っている人間》に間違いはない。まさしく、親爺のヒント通りというわけだ。

　もちろん、昨日、睦月に言った通り、そのヒントに固(こ)執(しつ)することが危険だという考えが変わったわけではないが、やはりどうしても意識してしまう。

「まあ、結論を出すにはまだ早い」

　俺は自分に言い聞かせるようにそう言った。親爺に期限を切られたとは言っても、まだ多少の余裕はあるのだ。焦(あせ)って決断を下して「やっぱり間違っていました」では元も子もない。

　ただし――。

「様々な観点から奥有楽が現時点での最有力候補になった、というところだな」

　期待と願望の上に、慎重に慎重を重ねて、俺はそう締めくくった。

　すると睦月は、

「私の方は結論が出たよ」

　どういうわけか自信満々の様子でそんなことを言い出した。

「は？　何の結論だ？」

「君が何かに難(なん)癖(くせ)をつける時、それは君にとって好ましいものだ、という結論だよ」

　そう……なんだろうか。

「まあ、言ってみればツンデレだね」

　……その結論だけはどうにかしてもらえんだろうか。










五章「わたしが《正解》なんですから」




「お前ら、覚悟はいいかっ!?」

「「おおおおおおおおおおおっ！」」

　若(わこ)生(う)の号令に、歓声とも怒(ど)号(ごう)ともつかない男どもの声が響き渡った。

　二日目の夕食後、俺たちクラスの男子が宿泊する部屋でのことだった。

　若生の前には、六(ろく)村(むら)を初めとして数名の男子が立ち並び、規模は小さいがある種《集会》のような趣(おもむき)がある。実際、若生に言わせれば、これは《決起集会》なのだそうだ。

　正しくは、《青春の謳(おう)歌(か)を心より願い何物にも負けぬ鋼(はがね)の意思を持つ漢(おとこ)たちの決起集会》らしい。……うん、心底どうでもいい。

「これより我ら修(しゆ)羅(ら)に入る！」

「「おお！」」

「我らが目指すものの名は楽園！　夢と理想の詰まった光り輝く場所！」

「「おうっ！」」

「だが、そこへたどり着くには数々の困難、障害を乗り越えねばならない。生きて帰れる保証さえもない！　それでも我らは行かねばならない！　仲間の死を乗り越え、最後の一人となっても、その目に楽園を焼き付けるのだ！」

「「おおおおおおおおおおおっ！」」

「尚、死して屍(しかばね)拾うものなし！」

「「死して屍拾うものなし！」」

　どこかで聞いたことがあるようなセリフを並べ立てる決起集会を、俺はテラスに備え付けられた椅子に腰をかけながら冷めた目で見つめていた。

「遠(をん)々(どお)原(ばる)、本当にお前はいいのか？」

　その俺に、演説を終えた若生が険しい視線を向けてきた。むしろ、険しい視線を向けたいのは俺の方だってのに。

「そりゃこっちのセリフだ。どう転んでも悪い結果にしかならない気がするぞ。悪いこと言わないからお前らもやめとけ」

「ふんっ、嫌な予感や悪い予想などに縛られていたら、自分の未来を閉ざすだけなのだ！　怯(ひる)まず一歩を踏み出す者にこそ栄光は訪れるのだ」

　なんかカッコいいセリフを言ってるが、やろうとしていることはまるでカッコよくない。今更、何を言っても無駄だろうなとは思うが、一応、忠告だけはしておいてやろう。

「あのな、のぞきは犯罪だぞ」

　俺たちの宿泊している宿のあるこの町は有名な温泉街で、露天風呂のある宿も多い。御(ご)多(た)分(ぶん)に漏れず、この宿にも大浴場に併設する形で露天風呂が設けられており、昨日は俺たちもそれを堪(たん)能(のう)してきていた。その時にも、「どっかから女湯がのぞけないかな」とか言ってるヤツがいた（それが誰かはあえて言うまい）が、宿の信用に関わる問題になるのだから、そんなことができるはずがない。

　ところが、それができるらしいのだ。……そう言い張ってるヤツがいる、というだけの話ではあるのだが。

　まあ、無理だろうな。

　女湯をのぞける場所が本当にあるというなら、警戒もされているだろうし、そもそも風呂に入った女子が露天に行くという保証もない。万が一、のぞきに成功したとしても、この人数で行くのだから、どこからかその話が女子に伝わる可能性は高い。基本的に秘密というのは漏れるものだ。そうなれば、白い眼で見られるようになるのは当たり前で、「最低」とか「キモイ」とか「死ねばいいのに」とか言われるに決まってる。

　さっき若生に言った通り、どう転んでも悪い結果にしかならないのは明らかだ。これで行く気になれという方が無理な注文というものだろう。

「俺だって本当にのぞけるとはあんまり思ってないよ」

　熱狂する若生とは対照的に、六村は参加者であるにも拘わらず、さばさばした口調でそんなことを言った。

「でも、ま、みんなで女湯をのぞきに行くってのも定番のイベントだろ。失敗して先生に説教を食らうことまで含めて楽しめばいいのさ」

「そんなものかな」

　若生に比べれば、六村の言っていることはまだ理解できる。

　旅行や祭などはもちろん学校や日常などの普段の生活でも、何かを楽しむためには、本人が楽しもうとしていなくてはならない。当たり前のことなんだが、意外とこれに無自覚な人間は多いような気がしている。それを自覚している六村は、思った以上に健全な精神の持ち主なのかもしれない。今やろうとしていることは極めて不健全だけど。

　まあ、そこまで覚悟してるってんなら、わざわざとめてやる必要もない。

「よし、者ども出陣じゃあー！」

「「おおおおおおおおおおおっ！」」

　もう一度、怒号とも歓声ともつかない叫び声が部屋に響き渡り、青春の一ページを謳歌しようという男どもが外へと飛び出していった。

　うーん。うちのクラスはたいがいノリのいいヤツが集まってるとは思っていたが、まさかここまでとは思わなかったな。

　しかし、俺にとっては都合がよかったかもしれない。今なら、誰にも見とがめられることなく動くことができそうだ。

　俺は、できれば今夜のうちに奥(おく)有(う)楽(ら)と話をしておきたかった。

　奥有楽が大(おお)澤(さわ)織(おり)江(え)だったという事実は、他の四人――いや、天(あ)海(まの)崎(さき)を除いて三人か――に比べると、かなりのアドバンテージだが、それだけで結論を出すには危険すぎる。今のところ理由は見当たらないものの、《大澤織江》が遠々原を憎んでいないとは限らないのだ。

　そのあたりを明確にするためにも、奥有楽と二人きりで話す時間が必要だった。

　本当はもっと早く時間を取れればよかったんだが、ほぼ自由時間だった昨日とは違い、この日は朝から予定が詰まっていた。

　朝は早くに起こされ、未だ人の少ない海岸でゴミ拾いをさせられ、昼にはライフセイバーの人から講習を受けたり、しまいにはなんと遠(えん)泳(えい)までやらされた。海岸から沖まで一キロ泳ぎ、戻ってくるという内容だったのだが、これが運動不足の俺の体には、予想以上に堪(こた)えた。午後に数時間の自由時間もあったのだが、とても何かをする気にはなれず、夕食まで部屋でダウンしてしまっていたのだ。

　明日はもう帰るだけなので時間は取れないだろうし、帰れば同じ建物で暮らしているとは言っても、他の婚約者候補の目もある。可能ならば、やはり今日の内に話をしておきたいところだった。

　若生たちが《出陣》していったように、奥有楽は今から入浴の時間のはずだ。今すぐ連絡をとれれば、他の女子たちが風呂に入っている間に、誰にも邪魔をされずに話ができるはずだ。

　その場合、奥有楽の入浴時間を奪ってしまうことになってしまうが……まあ、断られたら、その時にまた対策を考えよう。

　俺は奥有楽に連絡を取るために、鞄(かばん)の中から携帯を取り出し――。

「あ」

　電池が切れていた。

　おまけに充電器も持ってきていない。たぶんクラスの中には同じ規格の充電器を持ってるやつもいるだろうが、残念ながら今はみんなして《楽園への扉を叩き》に行ってしまっている。

　まいった。どうする？

　女子部屋まで行って、奥有楽に「少し話がある」と言うのが手っ取り早い方法だろうが、それでは周りに知られることになるし、そうなれば他の婚約者候補たちの介入を受ける可能性は高い。

　誰かに頼んで呼び出してもらうか？

　真っ先に思い浮かんだのは睦(む)月(つき)の顔だったが、睦月が呼びに行ったのでは、他の婚約者候補の関心度は俺が行くのと大差がない気がする。

　睦月と同じ部屋には、遠々原邸で働いてもらっている樹(きの)下(した)さんや見(けん)上(じよう)さんもいるが、本来の仕事とは関係のないことをあの人たちに頼むのは、どうも気が引けてしまう。ましてや、おそらく何らかの噓(うそ)をついてもらうことになるのだろうからなおさらだ。

　考えがまとまらないが、ぐずぐずしていたら奥有楽が風呂に入ってしまう。

　最悪、睦月に頼むしかないと決めて、俺は部屋を出た。

　睦月たちの宿泊する部屋は、本館から少し離れた別棟にある。渡り廊下を渡って行かなければならないのだが、そのためには一度ロビーに出る必要があった。

　俺がロビーに差し掛かった時、そこで見たものは――。

「……早い挫(ざ)折(せつ)だったな」

　若生や六村たちクラスの男子が正座させられている姿と、その前に腕を組んで仁(に)王(おう)立(だ)ちする担任の黒(くろ)田(だ)先生だった。

　だから言ったんだ。せいぜい二日目の夜を無(む)為(い)に過ごすといい。

　内心、勝ち誇るような思いでロビーを通り過ぎようとした、その時。

「遠々原！　やっぱりお前もその気になったか！　頼む！　俺たちに代わってこの世の楽園をその目に焼き付けてくれえええええっ！」

　わ、若生!?　よりにもよって何を言い出しやがる。

　コイツ……俺を無理やり仲間に引き込むつもりか!?　このままでは俺までのぞき扱いされてしまう！

　若生の言葉を信じた……かどうかは定かではないが、黒田先生が険しい表情で近づいてくる。

「おいおい、遠々原。アンタ、本当か？」

　ど……どうする？

　黒田先生は、厳格な教師ってわけじゃない。むしろ、少しだけ関西訛(なま)りの残る喋り方のせいかひょうきんな印象も受けるし、若い女性の教師ということもあって生徒人気も高い。

　話のわかる人だから、誤解を解くのはそう難しくない……はずだ。

　じゃあ、誤解を解いてそれでよしということになるかと言うと、ならないのではないだろうか。万が一の可能性として、見逃した俺がその後、本当にのぞきに行ったりしたら黒田先生の面(めん)目(もく)は丸つぶれだし、面目のことは置いておくとしても監督不行き届きということにもなる。

　せめて、女子が風呂からあがるまでは、目の届くところにいてくれということになるのではないだろうか。

　その場合、俺が今夜のうちに奥有楽と二人きりで話をする機会を得るのは難しくなるだろう。

　俺が逡(しゆん)巡(じゆん)する間にも、黒田先生はどんどんと近づいてくる。

　どうする。

　どうする!?

　ぐ……背に腹はかえられない……っ！

「すいません、先生！　でも、本当にのぞきじゃないですからっ！」

「おい、ちょ……。なんで逃げるん!?」

　俺は脱(だつ)兎(と)のごとく逃げ出した。

　ロビーを通り抜けることは諦め、正面玄関から宿泊客用に用意されているサンダルをつっかけて外へと飛び出す。旅館の外周を回り、宿の裏手へ出たところで――。

「アホか、俺は」

　ようやく冷静になった。

　逃げてどうする。状況を悪化させるだけじゃないか。

　我ながら、自分のとった行動に頭を抱えたくなる。

　あの瞬間には、それなりに冷静に考えての行動だと思っていたのだが、とんでもない。冷静どころか、かなりテンパっていたようだ。

　つくづく俺は突発的な出来事に弱い。

　とは言っても、今更宿に戻っても若生たちと一緒に説教を食らうのが関の山だろうし、こうなった以上、当初の予定通り奥有楽と連絡を取って、なんとか二人きりで話す機会を作ろう。

　そう思い、別館へ続く渡り廊下の方へと足を進めた瞬間、俺は失敗を悟った。

　クラスの女子たちが何人かで固まって、廊下を歩く姿が窓ごしに見えたのだ。大きなバスタオルを手にしているヤツもいたので、風呂に行くところなのは間違いない。その集団の中には、伊(い)堂(どう)寺(じ)と蝦夷(えみし)木(ぎ)の姿もあった。天海崎や羽(う)入(にゆう)田(だ)、奥有楽は見えなかったが、もう既に行った後か、すぐに行くかのどちらかだろう。

　誰かに頼んで奥有楽を呼び出してもらうような時間はない。

　つまり、俺の行動はすべて徒(と)労(ろう)だったというわけだ。

「……何やってんだ、俺」

　それまでの自分の行動がすべて馬鹿馬鹿しいものに思え、俺はその場にしゃがみこんでしまった。

　さて、この後どうしようか。

　まあ、どうと言ったところで、先生に叱(しか)られに戻るか、とりあえず睦月の部屋にでも逃げ込むかくらいの選択肢しかない。しかし、行ったら行ったで今の状況を睦月にからかわれるのは目に見えていた。

　しばらくここでぼーっとしてるか。

　半ばヤケクソぎみにそんなことも思い始めていたほどだ。

　俺がしゃがみ込んでいたのは、宿の本館の裏にあたる場所で、睦月たちの部屋のある別館との間になる。ちょうど中庭になっていて、鯉(こい)の泳ぐため池や植えられた松の木々などが日本庭園を思わせる雰囲気だった。

　夕涼みをするには悪くない。しばらくここで無為に過ごす案に、かなり心を惹(ひ)かれ始めていた。

　しかし、どう考えても単なる逃避だ。素直に宿に戻って、若生たちと一緒に黒田先生に叱られてくるか。どうも冤罪のような気がしてならないが、間の抜けた判断をした自分へのペナルティだと思うことにしよう。

　そう考え、立ち上がりかけた俺の耳に、聞き覚えのある声が届いた。

「すまないね、乙(おと)音(の)。こんな時に」

「い、いえ。ぜ、全然平気……ですっ」

　乙音？　まさか……奥有楽か!?

　もし、ここでこの場に奥有楽が来たのだとなれば、これまでの自分の間抜けを帳消しにする幸運だ。

　自分の運の強さを信用などしていない俺だったが、信じられぬ思いで声の方を振り向くと、果たしてそこには本当に奥有楽がいた。

　ラッキー！　と声を上げて奥有楽に駆け寄りそうになった俺を押しとどめたのは、彼女と一緒にいた人物の存在だった。

　奥有楽……臣(おみ)人(と)？

　先日パーティで顔を合わせたばかりだ。見間違えようもない。

　そこにいたのは間違いなく、奥有楽の叔(お)父(じ)で、オクウラエレクトロニクス社長の奥有楽臣人だった。

　二人とも俺の存在には気づいていない様子だ。すっかりと日も暮れ、旅館から漏れる光があるとは言っても中庭自体に灯りはない。まして俺はしゃがみ込んでおり、松の木と植木で隠れるような形になっていたのだから、俺の姿が目に入らないのも無理はないだろう。

　それにしても、奥有楽臣人がなぜここに？

　そんな俺の疑問が届いたかのように、奥有楽臣人が口を開く。もちろん、俺にではなく奥有楽に説明するためだろう。

「今日はこっちにある工場回りをしていたところでね。乙音が来ていることを思い出して、寄ってみたんだ。連絡もせずにすまなかったね」

「い、いえ……そんな……」

　首を振る奥有楽には、突然、叔父が訪ねてきたことを迷惑に思っている様子はなさそうだった。ただ、やはり疑問には思ったのだろう。

「あ、あの……きょ、今日は……どうして……」

　恐る恐る、といった感じに奥有楽は訊(たず)ねた。多分に被害妄想的なところもある奥有楽のことだから、自分が何か失態をやらかして、そのために臣人がやってきたと思っているのかもしれない。

「うん。乙音の気持ちを聞いておこうと思ってね」

「き、気持ち……ですか？」

「学校行事の最中に乱入する非常識はわきまえているつもりだけど、今、乙音は遠々原家に住んでいるだろう？　僕は立場上、そう簡単に遠々原家を訪ねるというわけにもいかない」

　確かに、ライバル企業の社長である臣人が、よりにもよって遠々原家に「ちょっと時間が空いたから立ち寄ってみました」というわけにはいかないのはわかる。だが、計画的に時間を空け、正式なアポイントメントを取って、という手続きを踏むには、オクウラエレクトロニクスの社長業は多忙すぎるのだろう。

「わ、わたしの気持ちというと……節くんの、こ、婚約者になることについて……ですか……？」

「そう。その辺をしっかりと確認しておきたい」

　なんてこった……！

　さっきは奥有楽がこの中庭に来たことで、ちょっと幸運が訪れたと思ったが、そんなことはなかったようだ。

　ちょっと幸運どころじゃない。かなりの幸運、とてつもない幸運が訪れていた。

　これは出ていくわけにはいかなくなったぞ。

　俺は息をひそめ、改めて二人の会話に耳をすませた。

「そもそも僕は、乙音が遠々原家の息子の婚約者になると聞いた時も、あまりいい気分はしなかった」

「え……っ？」

「だって、どう見ても政略結婚じゃないか。確かに、うちにとって遠々原家と縁続きになれるメリットは計り知れないが、そのために人間一人の人生を利用するなんて、時(じ)代(だい)錯(さく)誤(ご)も甚(はなは)だしいよ」

「で、でも……それでお役に立てるのなら、わたしは……」

「それだ」

　奥有楽の健(けな)気(げ)な言葉に、臣人は少し呆(あき)れた風にため息を吐(つ)く。

「僕には乙音のそういうところを父さんが利用しているようにしか思えないんだ」

「わ、わたしは……それでもいいです。利用されるのは、わたしに利用してもらえる価値があるということ……ですから」

　なんとまあ。

　奥有楽はアレだな。生まれてくる時代を間違えたというやつだろうか。例えば江戸時代の大名の姫とかに生まれていれば、武家子女の鑑(かがみ)とか言われていたかもしれない。

　なんだか少し、奥有楽が憐(あわ)れになってきてしまった。

　同じことを思ったのだろうか、臣人も先ほどにもまして大きなため息を吐いた。

「いいかい、乙音。乙音は、奥有楽家に引き取ってもらったと思い、感謝しているかもしれないが、それは間違いだよ」

「ま、間違い……!?」

「そうさ。乙音は最初から奥有楽家の人間で、僕らの家族なのだからね。乙音に不相応の幸運が訪れたわけではないし、奥有楽家が憐みをかけたわけでもない。当たり前のことなんだ。だから、それを恩義に感じて、返そうとする必要もない。そんな義務は乙音にはないんだよ？」

「そ、そんな……！　わ、わたし……義務とか、お、思ってないです。梅(うめ)ヶ(が)谷(たに)学園がなくなったあの時、奥有楽家に引き取ってもらわなかったら、どうなっていたか……わ、わかりません」

　奥有楽は――《大澤織江》は、親の経済的な都合で梅ヶ谷学園にいた。梅ヶ谷学園が潰(つぶ)れた後も、その状況に変わりはなかっただろう。おそらくは、どこか別の児童養護施設に預けられることになったとは思うが……親の判断次第では、確かにどうなっていたかはわからない。

　奥有楽が、自分を引き取ってくれた奥有楽家に感謝する気持ちに噓はないだろう。

「だ、だから、わたしがお役に立てるなら……何も、文句はありません。そ、それに……それが節くんとのけ、け、結婚……なら、う、嬉しい……です」

「そうか。確か、乙音は彼と施設で一緒だったのだったか」

「は、はい。だから、節くんなら――」

　奥有楽の言葉を遮(さえぎ)るようにして、臣人が「難しいね」と口をはさんだ。

「これが、奥有楽も遠々原も関係なく、ただ乙音の結婚というだけの話だったとするなら、僕は反対だよ」

「え……っ!?」

「実は、こんな風に無理をして乙音に会いに来たのも、先日の遠々原会長の誕生日パーティで、彼に会ったからなんだ。……彼はよくない」

「せ、節くんが……だめ……!?　ど、どうしてですかっ!?」

　当然、それは俺も知りたいところだ。

　何も自分のことを大多数の人間から賞賛されるような人間だと思っているわけではないが、頭ごなしに駄目だと言われるほどの人間でもないと思っている。

　それに、駄目なら駄目で、何が駄目なのかははっきりと聞いておきたい。他でもないオクウラエレクトロニクスの社長の評だ。真面目に聞いておいて損はないだろう。

「いや、駄目というよりは、よすぎるというべきかもしれないな。彼は、完全に僕らの側の人間だよ。ビジネスパートナーとしては頼もしいかもしれないが、プライベートで付き合っていて楽しいタイプではないね」

　酷(こく)評(ひよう)なのか絶賛なのかよくわからない言われようだが、残念ながら「プライベートで付き合っていて楽しいタイプではない」という言葉には、反論の余地はなさそうだ。

「少なくとも、女性一人を幸せにすることに満足感を得られるような人間じゃない。乙音の将来のことを考えると、僕は不安でならない」

「そんな……節くんは、そんな悪い人じゃ……」

「ああ、それがまた問題だ。嫌味で傲(ごう)慢(まん)で鼻持ちならない男というのなら、むしろ話は簡単だった。でも、きっと彼は、乙音を大切にしてくれるだろう。――――乙音の気持ちを利用するためにね」

　……自分ではそれほど計算高い人間のつもりはないのだが、完全に否定できる自信もなかった。

「それに、これは《ゲーム》なんだろう？　聞いて驚いたよ。遠々原会長の為人(ひととなり)は聞いていたが、それにしても悪趣味じゃないか。大事な姪(めい)がそんな風にゲームの駒(こま)として扱われるなんて腹だたしいよ」

「わたしは……気にしていません。最後に、節くんがわたしを選んでくれれば、お、同じことですから……」

「候補は五人もいるのだろう？　彼が乙音を選ぶとは限らないじゃないか」

「そんなことないです。節くんはきっとわたしを選んでくれます」

　……珍しいな。

　いや、《ゲーム》の《プレイヤー》としては当然あってしかるべきものだ。天海崎や羽入田なんかは普段からそう言って憚(はばか)らない。だが、奥有楽が、自分が選ばれることへの自信をこれほどはっきりと口にするのは珍しいことだった。

「その自信の根拠を訊いてもいいかな？」

「だって、節くんは……頭のいい人ですから」

「頭がいい、ね。その言葉が適当かどうかには疑問の余地があるが、比較的冷静に物事を見定められるタイプではあるだろうね」

「はいっ。だったら、わたしを選んでくれるはずです。だって――――」

　奥有楽は喜ばしげにひとつ大きく頷(うなず)き、続いてとんでもないことを口にした。

「だって、わたしが《正解》なんですから」

　――!?

「わ、わたしは節くんを恨んでなんていません。遠々原家は、少し……い、嫌だなって思うこともありましたけど……でも、わたしにとっては……その……はっきりと言っちゃうと……えっと」

「どうでもいいこと、かい？」

　適当な言葉が見つからなかったのか、困った様子で口ごもってしまった奥有楽を、臣人がこれ以上ない端的な言葉で促した。

「は……はい。遠々原家は、好きなわけじゃないですけど……でも、なくなって欲しいとか、破滅させたいとか、思っていません。やっぱり……そんなことになったら、可哀想だと、思いますし……」

　可哀想、か。

　遠々原が破滅する、消えてなくなるとなれば、その被害を受けるのは俺や親(おや)爺(じ)に限った話ではない。遠々原邸で働いている人々はもちろん、グループ企業の数十万の社員が路頭に迷うことになりかねない。「それがどうした」と言えるヤツもいるだろう。しかし、奥有楽はそのタイプではなく、むしろ罪悪感に押しつぶされてしまいそうな気がする。

「だから、節くんが選ぶべき《正解》は、わたしなんです……！」

　正解。

　奥有楽が、《正解》……！

　もし、それが本当ならば、俺は……だが……。

　いや、今は考えることよりも、二人の会話に集中するべきだ。

　奥有楽のはっきりした言葉を聞いても、臣人は悩ましい様子を消そうとはしない。

「問題は、それをどうやって彼にわかってもらうか、だね。乙音が『わたしが《正解》です』と言ったところで、彼はそれを信じてはくれないだろう」

「……はい」

　気落ちしたように呟(つぶや)く奥有楽には悪いが、当たり前のことだ。信じるわけがない。

　それを信じるようなら、俺は婚約者候補の五人全員を《正解》だと思わなくてはならないだろう。

　ただ、それは俺に面と向かって言った場合の話だ。奥有楽は今、俺が話を聞いているとは思っていない。噓をつく必要もない。なのに、今のこの状況で、それを口にするということは……。

「で、でもっ。き、きっとわかってくれます。節くんなら……きっと、わたしを選んでくれます」

　力強くそう言った奥有楽は、不意に何かに気づいたように、はっとする。

「ち、違いました。えと……節くんに選んでもらえるように、がんばります……です。わたしも、お、お役に、立ちます……から」

　奥有楽の言葉に、しばらく臣人からの反応はなかった。小さな吐息を漏らす音が聞こえてきただけだ。

　俺は、臣人が何を考えているのか、どういう表情をしているのか、確かめたい欲求にかられたが、ぐっと我慢をする。

　今、一番重要なのは、二人に俺の存在を悟られないことだ。物陰から顔を出すのはもちろん、身じろぎひとつしてはならない。

　やがて、奥有楽がその沈黙に耐えかねたように口を開く。

「あの、叔父さまは……や、やっぱり反対……ですか？」

「反対？」

　その声と共に漏れたのは、微笑だったか苦笑だったのか。自(じ)嘲(ちよう)ともとれる笑みだった。

「僕が反対と言ったのは、この話が乙音の結婚相手を決めるだけだったらの話だ。現実問題として、僕はこの話を反対できる立場ではない。むしろ率(そつ)先(せん)して進めなくてはならないくらいなんだからね」

　オクウラエレクトロニクスの社長としてということならその通りだろう。政略結婚と言ってしまえばそれまでだが、奥有楽グループにとって遠々原との関係が出来上がることでのメリットは甚大だ。

　そしてそれは、遠々原にとっても同じことだ。親爺が俺の結婚をどう扱うかなんて知る由もないが、グループ関係者――例えば、兄や姉たちなら、奥有楽を選べと進めてくる（実際、その事態になった時は、進めるというより恫(どう)喝(かつ)や脅(きよう)迫(はく)に近くなるだろうが）に違いない。

「僕はただ、可愛い姪が家のために無理をしていないかを確認したかっただけだよ」

「む、無理なんて、してないです」

「うん。それなら安心だ」

　臣人の声に、微笑の響きが籠(こも)る。

「乙音。憶えておいてくれよ？　《ゲーム》の結果がどうなろうと、乙音が誰かと結婚しようと、乙音は、奥有楽乙音なんだ。奥有楽は、決して乙音を見捨てたりしない」

「は、はいっ」

「じゃあ、僕は行くよ。乙音の気持ちが早く節くんに伝わるといいね」

「はい、が、がんばります……っ！」

　感極まったような奥有楽の声を残し、二人が中庭から去っていく足音が聞こえてきた。

　そして残された俺の耳に聞こえてくるのは、遠くからの喧(けん)騒(そう)と、夜だと言うのに未だ止まらない蝉(せみ)の鳴き声。

　そして――。

　早鐘のように打ち鳴らされる、俺の心臓の鼓動だけだった。

　……なんてことだ。

　これは……。




　もう、決まりじゃないのか？










六章「素直に受け取ることと、それを信じること」




　まず――。

　まず、俺がしなくてはならないのは、冷静になることだ。

　奥(おく)有(う)楽(ら)とその叔(お)父(じ)である臣(おみ)人(と)との会話を聞くことができたのは、望(ぼう)外(がい)と言えるほどの幸運だったが、その幸運に浮かれて判断を誤るなんてことがあってはならない。

　ひとつひとつ事実を確認し、確実な選択をしていかなくてはならないだろう。

　今、俺が一番恐れているのは、あの会話自体が仕組まれたものだという可能性だ。俺が中庭の暗がりに潜(ひそ)んでいることを知り、その俺に聞かせるために奥有楽と臣人との間で共(きよう)謀(ぼう)された会話である可能性。

　もしそうであった場合、思わぬ幸運に浮かれて奥有楽を選ぶようなことになれば、俺の間抜けさもここに極まれり、というやつだろう。

　ただ……前後の状況から考えても、その可能性は極めて低いとしか思えない。

　俺があの場所にいたのは、ほんの偶然だ。

　もちろん、自分の意思で行動しているつもりでも、知らず知らずの内に誰かの思惑通りの行動をしており、それを偶然だと思い込まされる、というケースが存在することは知っている。しかし、あの時あの状況を作るためには、越えねばならないハードルがいくつも存在し、不可能としか思えないことばかりだ。

　もっとも、いくつもの偶然が重なってあの状況になったことは間違いないが、奥有楽の側からすれば、必ずしもあの状況でなくてはならなかった理由はない。

　要は、自分と叔父との会話を、俺が《偶然、聞いてしまった》と思い込めばいいのだから。それなら、たまたま中庭に俺が逃げ込んだことを知り、ちょうどいい機会だと何食わぬ顔をしてひと芝居うつ……いや、駄目か。

　奥有楽が芝居をする場合のネックは、あの日、あの時間でなくてはならなかったということだ。

　芝居の《共演者》は、自分の叔父で、その中でも最も多忙を極めているであろう、オクウラエレクトロニクスの社長なのだ。そうそう時間がとれるはずもない。そりゃあ、奥有楽がこの《ゲーム》の勝者になることは、奥有楽家や奥有楽グループにとってもメリットになる話だから、要請があれば協力はするだろう。しかし、集団行動が基本である臨海学校の最中に、たった一人でいるという状況を作り出すこと自体が困難だ。俺に意図を気づかれてはならないのだから、適当な状況が訪れるまで待たねばならない。最悪、臨海学校の期間、丸三日は時間を空けておかなくてはならないだろう。それも無駄になることを承知の上で。

　奥有楽臣人にその時間を作れるのかと問われれば、当然答えはノーだ。

　奥有楽に親類はいくらでもいる。よりにもよって臣人をキャスティングする必要性はない。

　可能性があるとすれば、奥有楽臣人の社長業は名目上のことだけで、実際には暇(ひま)を持て余していることだが……評判を聞く限り、その可能性も低い。

　まあ、この点に関しては、家に帰ってから親(おや)爺(じ)の秘書の誰かに聞けばわかることだ。確か、臣人は工場回りをしていたと言っていたから、それについての裏取りも同時に行えるだろう。

　後は……奥有楽が俺の行動を知っていたかどうかの確認も必要だな。

　もちろん、奥有楽自身に訊(たず)ねるような馬鹿な真似はできないが、臣人が訪ねてくる直前の行動を奥有楽と共にしていたクラスの女子に聞けば、かなり蓋(がい)然(ぜん)性(せい)の高い回答は得られるはずだ。婚約者候補の何人かはそうだろうから、これも家に帰ってからでも遅くはない。

　他に気を付けるべきことは何があるだろう？

　……そうか。奥有楽が、臣人にも噓(うそ)をついているという可能性か。

　奥有楽が「自分が《正解》だ」と言った、あの言葉。

　騙(だま)すべき人物である俺がいないのに噓をつく必要はないと思っていたが、何らかの理由があって、叔父の臣人も騙さねばならないとしたらどうだ？

　俺があの会話を聞いていたのは本当に偶然であり、奥有楽もそれを認識していなかったが、会話自体は奥有楽の芝居であり噓であったケースだ。その真(しん)偽(ぎ)を確かめるのは少し……いや、かなり難しい。俺自身への噓を確認するよりも骨が折れるだろう。

　しかし、そんなケースがありえるのか？

　あの時の奥有楽の言葉が臣人を騙すための噓だったと仮定すると、その目的は、自分が《ゲーム》に勝つ確率が高いと臣人に思わせるため、ということになるだろうか。勝算が低いと臣人に思われては困る理由がある、と言い換えてもいい。

　そうだな……例えば、マネーゲームとかならあり得るか。臣人が奥有楽の《出資者》であった場合、奥有楽は勝算の高さを語って臣人から信用を買い、資金を引き出さなくてはならない。だから、臣人を信用させるために奥有楽が噓をついた。

　それを今回のケースに当てはめると……。

　ん？　何か変だな。何かがおかしい。何かが足りない。

　ああ、リスクだ。

　俺の婚約者選びというこの《ゲーム》には、少なくとも奥有楽家にとって負けた時のリスクが存在していない。さっきのマネーゲームの例ならば、投資した資金がそのまま臣人の抱えるリスクとなるが、この《ゲーム》にはそれも存在しない。

　……わけでもないのか。

　嫌な考え方になるが、《遠々原家で暮らす奥有楽乙(おと)音(の)》がリスクとなるかもしれない。

　若い男女が一つ屋根の下で暮らすことになるのだ。《何事か》が発生する可能性は、普通に考えれば否定はできない。

　つまり、《ゲーム》に負けた奥有楽乙音が、キズモノとなって帰ってくる。それをリスクと呼ぶのなら、リスクなのだろう。

　だが、それがどうした、という話ではある。

　仮に、俺が奥有楽に手を出してしまったとしても、奥有楽家にとってはメリットにすらなりうる。それを武器に遠々原を攻撃できるのなら、御の字と思うかもしれない。

　第一、奥有楽は俺のベッドに忍び込んだことさえあったのだ。後々武器に使う考えがあったかどうかはともかくとして、奥有楽自身には体を捧げる覚悟はあっただろうし、奥有楽家としても当初から想定していたことだろう。

　後は奥有楽臣人のパーソナリティの問題だな。奥有楽家は、奥有楽と俺が肉体関係を持つことをむしろ期待しており、奥有楽もそれを納得しているが、感情的・倫理的な問題などから臣人はそれを嫌がっているなどの状況だ。

　あの時の臣人は、常に奥有楽を気(き)遣(づか)う様子をみせていたし、その様子からすると可能性はゼロではないだろうが……。

　奥有楽の祖父にあたる奥有楽会長に対して、信用を得るための噓を言うというのならばまだわかる。だが、臣人は奥有楽家と奥有楽グループの中心人物ではあるが、家長でも会長でも総帥でもない。その臣人だけを騙す必要性は奥有楽にはないだろう。

　では、奥有楽会長も臣人と同じ考えである、あるいはこの《ゲーム》に関する一切を臣人が取り仕切っていると仮定するなら――。

「……さま」

　いや、その場合、そもそもこの《ゲーム》に乗るか？

　臣人の言葉の通りに、奥有楽家の全員が奥有楽を大切に思っているのなら、こんな不愉快な《ゲーム》に参加させるとは思えない。どこかで奥有楽のことを《駒(こま)》だと考えていなければできないことだろう。

「……つさま」

　やはり結論としては、あの時、奥有楽は臣人に噓をついたわけではない、ということになるか……。

　とすると、あの会話全体も――。

「節(せつ)さまっ！」

「おわっ!?　ど、どうした羽(う)入(にゆう)田(だ)？」

　唐突に羽入田から呼びかけられ、驚いた声を上げてしまう。そんな俺の反応に対して、羽入田は、「もう……」と不満げに頰(ほお)を膨(ふく)らませた。

「どうした、ではございませんわ。先ほどからずっとお呼びしておりましたのに」

「そ、そうか……悪い、ちょっと考えごとをしてたんだ」

「それはお顔を見ればわかりますけれど……」

　不満げな顔から一転、にこりと微笑(ほほえ)んだ羽入田は俺に体を寄せてきた。

「せっかく二人きりなのですから、わたくしのことも考えてくださいまし」

　二人きり……？

「羽入田ちゃん、目がどうかしちゃったんじゃないの？」

「どうかしたのは頭なのかもしれないのです」

　羽入田の言った「二人きり」という言葉とは裏腹に、即座に別人の声が二つ届いてきた。

　まあ、今の状況を「二人きり」だと本気で思っているのなら、確かに眼科か精神科を受診した方がいいかもしれない。

　臨海学校も終盤。帰りのバスの車内でのことだった。

　二日前と同じく婚約者候補たちの間で事前に席を決めていたようで、バスに乗り込む時に騒動も混乱も見られなかった。

　当然（なのか、意外にもなのかは判断しかねるが）、来る時とは異なる席次だった。やはり通路側に座らされた俺の隣には羽入田、その前の席に伊(い)堂(どう)寺(じ)と蝦夷(えみし)木(ぎ)、通路を挟んで反対側に天(あ)海(まの)崎(さき)と奥有楽という席順だ。

　今、一番関心度の高い奥有楽とは最も離れた場所になってしまったが、これがいいのか悪いのかは……俺の行動次第ということになるか。

「このような機会は滅多にないのですから、少しくらい気分に浸(ひた)ってもよろしいのではございません？」

　羽入田は、「二人きり」発言に速攻でツッコミを入れてきた伊堂寺と蝦夷木の二人に、動じることもなくおっとりとした口調で返していた。

「気分に浸るのは構わんが……」

　そう言った俺の言葉の先を読んだのか、伊堂寺が「そうそう」と大げさに頷いて見せた。

「そんなにくっついてたら、スペースが狭くなって節が可哀想でしょ」

「特に、体の前についてる邪魔なものをどうにかした方がいいと思うのです」

「私怨が入ってるよ、蝦夷木ちゃん。まあ、無理ないけど」

　ケラケラと小馬鹿にしたように笑う伊堂寺に、蝦夷木はいつも以上に無表情な冷めきった視線を向けた。

「毎度思うのですけれど、体のことを言い出したら依(い)已(い)子(こ)だってえりいと大して違わないのです」

「えー？　さすがに蝦夷木ちゃんと比べられたくはないけどなあ」

「大事なことなのでもう一度言うのですが、大して違わないのです。宇(う)海(み)は言うに及ばず、朱(あか)璃(り)と乙音にも大差で負けているのです」

「でも、蝦夷木ちゃんが最下位なのは変わりないよね？」

「それは置いておいて欲しいのです」

「重要なことだと思うけどなあ……」

「置いておくのです」

「……なんだか、慣用句のいい例題になりそうだな」

　仲良く（？）口論を交わす伊堂寺と蝦夷木の二人を見ていて、俺はついそんなことを思ってしまった。同じことを感じていたのかどうかはわからないが、俺の呟(つぶや)きに羽入田が即座に反応した。

「五十歩百歩、でしょうか？」

「どんぐりの背比べっていうのもありますよね」

　あとは、目くそ鼻くそを笑う、とかだな。

　通路の反対側の席の天海崎からも可(お)笑(か)しげに言われ、伊堂寺と蝦夷木の二人はどちらからともなく顔を見合わせてしまう。

「……状況は不利なのです」

「い、一時撤退」

　二人は同時に頷き合うと、さっと座席の陰に隠れてしまった。

　ホント、仲いいよなこいつら。

「ところで、節さまは先ほど、どのようなことをお考えでしたの？」

　邪魔者がいなくなったことで気をよくしたのか、羽入田はにこにこと微笑みながら俺に訊ねてきた。

「いや、大したことじゃないよ」

　実際には重大なことだが、それを口にする気にはなれない。

　すると、羽入田は、また少し不満を露(あらわ)にして、口をとがらせながら上目遣いで俺を見つめてくる。

「教えてはいただけませんの？」

「いや、本当に大したことじゃないのさ。一言で言うなら……昨夜のこと、だな」

「ああ……」

　俺の返答に、羽入田は困ったような表情を浮かべる。

　どうやら、思惑通りうまい具合に誤解してくれたようだ。

　昨夜。結局、俺は黒(くろ)田(だ)先生から小一時間説教を食らうはめになってしまった。

　一応、のぞきをするつもりなんてなかったと先生には納得してもらったのだが、若(わこ)生(う)たちと一緒に説教を受けていたためか、のぞき未(み)遂(すい)犯(はん)共々クラスの女子たちから白い目で見られてしまうことに変わりはなかった。

　多分に自業自得なところがあるのは理解しているつもりだが、やはりどうしても理不尽な気がしてしまう。

　その思いが顔に出ていたのか、羽入田は表情を穏やかなものに変えて告げてくる。

「節さま。ご心配なさらずとも、わたくしは節さまがお風呂をのぞかれようとしたなどと微(み)塵(じん)も思っておりませんわ」

「そうか？」

「だって、見たいのなら、わたくしに言って下さればいくらでも見せて差し上げますもの。わざわざ他の方を見る必要はございませんわよね？」

　ね？　と言われましても……。

「おお～。さすが、すごい自信」

「自分の体に比べたら、他人のものなんて見る価値なしと言わんばかりなのです」

　懲(こ)りていなかったのか、再び前の席の二人が口を挟んできた。

　いや、懲りてないと言うか……。

「お前らさ、胸のサイズとか実はどうでもいいだろ？」

「えっ!?」

「胸が大きいヤツが妬(ねた)ましいとか羨(うらや)ましいとか、逆に自分の胸が小さいのがコンプレックスになってるとか、あんまりないんじゃないのか？」

「そんなことないよ。あたしだって、大っきい方がいいなって思うもん」

「……なんでそんなこと言うのです？」

「なんでって……だって、気にしてたらそもそも話題に出さないだろ。誰かの胸がデカイとかって話に加われば、その内、自分の話になるのはわかりそうなもんだ。だから、本当に気にしてるんなら、話に加わろうとしないだろうし、その話題が出たら話を逸(そ)らそうとするはずさ」

　それに蝦夷木は、《ゲーム》が始まった早々に、風呂場で俺の入浴を待ち伏せてたことがあった。もし自分の体にコンプレックスを抱いているのなら、俺の目の前に裸体を晒(さら)そうなんて思わないはずだ。

「そんなこと……ないのです。えりいだって、もっと胸が大きければいいと思っているのです。だ、だって……」

　蝦夷木はちらりと恥ずかしげに俺の方を見た。

「だって、節はその方が嬉しいのでしょう……？」

　蝦夷木のその言葉に、なぜか周囲がしん……と静まり返ってしまった。みんな俺の反応を待っているのだろうか。

　そんな中で俺が発した言葉は、

「ああ、なるほど」

　瞬間、辺りにぽかんとした空気が漂ってしまった。

「なる……ほど？　どういうことなのです？」

「いや、うまいなと思ってさ。つまり、今の一言を最も効果的に見せるための前準備――ポーズだったわけだろ、今までの胸の大きさを気にしてた言動が」

　と、俺が口にした瞬間のことだ。

「「えええええええええええええええええええええええええええええっ!?」」

　突如、周囲が驚(きよう)愕(がく)の声に包まれた。そしてそれはすぐに、俺を詰(なじ)る罵(ば)声(せい)へと変わっていったのだ。

「お前、ひでえな……」「うわ……、サイテー」「よくそんなこと言えるな……」「蝦夷木さん、カワイソー」などと言った言葉が次から次へと聞こえてくる。

　ええ……？

「いや、ちょ、ま」

　思わずおろおろと助けを求めるような視線を辺りに向けてしまったのだが、聞こえて来たのは、困り果てたようなため息の音だけだった。

「節さま……」

　眉を寄せて俺を見つめる羽入田の視線には、咎(とが)めたてる色がある。

「今のおっしゃりようはあまりではございませんの？　同じ女として、わたくしでもえりいさまにご同情いたしますわ」

　そ、そうなのか……？　そんなに悪かったか、今の言葉？

「いや、でも……今のセリフは褒(ほ)め言葉だぞ？　俺は、本気で蝦夷木の行動に感心していたんだが……やっぱり駄目か？」

「節さまが褒め言葉とおっしゃるならばその通りなのでしょうけれど……ですが、言われる方の身にもなられてはいかがでしょうか？」

　なんか……一番言われたくないヤツに一番言われたくない類の説教をされてる気がするぞ。羽入田の方こそ、たびたび言われる方の気持ちを考えていないようなセリフを天然で言ってるんだがなあ。

　まあ、言った人間はともかく、言った言葉は至極まっとうなものだ。

　言った側にそんなつもりがなくとも、言われた方がその言葉で傷ついたというのなら、謝罪のひとつくらいするべきなのだろう。

「えーと、蝦夷木？　気を悪くしたなら悪かったよ」

「……別に、構わないのです。節がそういう人間だというのはわかっていたのです」

　蝦夷木は相変わらずの無表情で、声にも抑(よく)揚(よう)がないから、本当に気にしていないのか、それとも無理をしてるだけなのかがよくわからなかった。

　うーん。もう少しフォローをしておくべきだろうか？

「しつこいようだけど、本当にあれは褒め言葉だったんだぞ？」

　自分の一言を相手に印象づけるために、それまでの自分の言動をコントロールしておくというのは、非常にうまいやり方だ。

　蝦夷木がこれまで「胸の小さいことを気にしている」という素振りを取って来ていたために、先ほどの一言で、「相手の好みに合わせることができなくて悲しい」という健気な印象になるわけだ。逆に前フリがなかったとすれば、「今(いま)更(さら)、何を言ってやがる」ということにもなりかねないのだから、蝦夷木の方法論は正しいのだ。

「そうは言っても、節が引っかからなかったのだから、何の意味もないのです」

「まあ、そうかもしれな……い？」

　ん？

「蝦夷木……。そんな言い方するってことは、やっぱり最初からそのつもりだったんだろ」

「……さあ。何のことだかわからないのです」
















　なんて下(へ)手(た)くそなとぼけ方だ。いや、そもそもとぼける気もないのだ。むしろ、意図的なものだったと俺に伝えようとしているのだろう。

　……まったく。罵(ば)倒(とう)され損じゃねえか。

　さんざん俺を詰っていたクラスメイトたちも、一件が落着したと思ったのか（それとも、面白い見世物は終わりだと思ったのか）、みな何事もなかったかのようにそれぞれの談笑に戻っている。

　なんだかものすごい疲労感に襲われてしまった。

「あの……節さま？」

　その時、羽入田が俺に向けた言葉は、いつもとどこか違う声色だった。奇妙に思って見れば、思案げな表情で遠慮がちに問いかけてくる。

「せっかくの機会ですから、ひとつ節さまに申しあげてもよろしいでしょうか？」

「どうした？　そんな改まって」

「節さまの態度についてですわ」

「俺の態度……ね。やっぱり気に入らないか？」

　羽入田たち婚約者候補にしてみれば気に食わないことも多いだろう。忌(いま)々(いま)しい《ゲーム》のせいで穿(うが)った見方をすることがほとんどだし、婚約者候補の行動には何か裏があるのではないかと考える癖がついてしまっている。そうでなくとも、元々俺には厭(えん)世(せい)的(てき)で斜に構えたところがある。正直、「何様のつもりだ」と罵られても、文句の言えないところだ。

　この《ゲーム》には、冗談ではなく人生がかかっていることを考慮するとしても、婚約者候補たちに対する態度は、やりすぎではないかと思うこともしばしばだった。

「羽入田たちに嫌な思いをさせているのは申し訳ないとは思うんだが……」

　どうも何を言っても言い訳にしかならないようで、言葉に詰まってしまう。

　結局、最終的にいきつくところは《ゲーム》であり、つまりは親爺だ。今の俺が羽入田に対して言えることがあるとすれば「文句があるなら親爺に言え」ということになるのだが、それを本当に口にできるほど俺は厚(こう)顔(がん)無(む)恥(ち)ではなかった。

「いいえ」

　つい羞(しゆう)恥(ち)から顔を背(そむ)けてしまいそうになった俺に、羽入田は微笑みながら首を振る。

「わたくしは嫌な思いをしているわけではございませんし、節さまの態度が気に入らないなどとは申しませんわ。節さまが日々物事を深くお考えになって行動しておられるのは承知しておりますし、とても頼もしく思っておりますわ。それに、わたくしはそのようなところも含めてお慕(した)い申しあげているのですもの」

　たぶん喋り方のせいもあるだろうが、羽入田から褒められると、分不相応な賛辞をいただいているような気になって、妙に気恥ずかしくなる。「おう」とか「ああ」とか煮え切らない返事をする俺に、羽入田は言葉を続ける。

「ですが、今後のためにも、節さまに足りないものがあるのなら、指摘させていただいた方がよろしいと思いますの」

「俺に足りないもの……か。ま、いっぱいあるとは思うが、どれのことだろう」

「人の言葉を素直に受け取ることと、それを信じることですわ」

　人の言葉を素直に受け取ること――。

　それを信じること――。

　確かに、今の俺には足りていないな。

　実際、この意見を聞いた瞬間にも穿った観点からの意見が脳(のう)裏(り)をよぎったくらいだ。

　羽入田たち婚約者候補にしてみれば、《ゲーム》において俺に自分のことを信じさせれば勝利はほぼ確定だと言えるだろう。だから、今後、自分の言葉を俺が信じる確率を少しでもあげるために、あえて今のような忠告をした――と考えられないことはない。

　ことはないが……忠告に従って、素直に受け取っておくべきだろう。

　多少気を付けようが、冷酷とか言われる俺の性格がそうそう変わるとは思えないし、実際問題として、《ゲーム》をクリアするためには不可欠なことなのだ。

　誰かを信じる――ということが。

「そうだな……そうできるよう、努力してみるよ」

　そうだ。

　まずは、そこから始めよう。




＊




　宿を出発してから一時間ほどたった後、バスは高速道路のサービスエリアへと停車した。十五分から二十分ほどの休憩時間だった。

　車内にいたのは一時間とさして長くもない時間だったが、そう広い車内でもない。バスを降りた時には体が硬くなっているような気がして、伸びをしてみると案の定、体のいたるところがぱきぱきと音を立てた。

　高速のサービスエリアの雰囲気は個人的にはとても好きなのだが、ゆっくりと堪(たん)能(のう)する時間がないのは少し残念だ。

　トイレに立ち寄り、帰りがけに自販機で缶コーヒーの一本でも買うかと思いつつ、トイレを出たところで――。

「あっ」

「お？」

　ばったりと奥有楽に出くわした。

　これは……チャンスか？　周りには他の婚約者候補はいないみたいだし、昨日の夜のことについて、直接的にではないにしろ何か話をもちかけてみるいい機会かもしれない。

　しかし休憩時間は短い。ここで急(せ)いて話をするよりも、後でゆっくりと訊(き)いた方がいいのだろうか――。

　と、俺が逡(しゆん)巡(じゆん)する間に、わずかに顔を赤らめた奥有楽はぺこりと会(え)釈(しやく)すると、早々に踵を返して小走りで立ち去ってしまった。

　……あれ？

　思わず首を傾げてしまう。

　何か逃げられるようなことをしただろうか？　と一瞬、考え込んでしまったが、会った場所が悪かったかもしれない。

　トイレから出てくるところを見られることに抵抗感を覚える人間はいるし、普段の印象からして奥有楽がそのタイプだったとしても不思議ではないか。

　まあ、慌てて話をする必要もない。どうせ帰る場所は同じなのだし、機会は作ろうと思えばいくらでも作れるだろう。

　ちょこちょこと小動物が走っているような様子で、足早に進む奥有楽の背中を苦笑しながら見送っていると、その背が突然ぴたりと止まった。

「……？」

　そして、くるりと振り向くと、俺の方へと向かって駆け寄ってくる。とっとっ、と音でもしていそうな雰囲気だ。やっぱり、兎(うさぎ)か猫か……いや、ハムスターかな？　とにかくそんな小動物を思い起こさせるような様子だった。

「あ……あの、せ、節……さん」

　俺の傍(そば)まで近寄った奥有楽は、そう呼びかけてくる。

　奥有楽が、かつて梅(うめ)ヶ(が)谷(たに)学園で共に暮らした《大(おお)澤(さわ)織(おり)江(え)》だと知った今となっては、その呼び方に違和感があるのがはっきりとわかる。

　奥有楽はこれまでに何度も「節くん」と言おうとして、途中で言葉を飲み込み「節……さん」と言い直してきたのだろう。今ではすっかり、「節」と「さん」の間に、妙な間(ま)があるのが定型化してしまっているような気がする。

　――昔みたいに「節くん」でいいよ。

　と、思わず出そうになった言葉を俺は飲み込んだ。それを口にするのはもう少しいろいろなことに確信が持ててからにした方がいいだろう。

「どうした？」

「あ、あの……わ、わた、わたた」

「わたし、か？　お前がどうかしたのか？」

「はい。……あ、いえ」と、奥有楽は先を促す俺の言葉に一度頷いて、直後に首を振る。「わたしに……です」

「わたし――に？」

　何かをしてくれという要求だろうか。奥有楽にしては珍しいことだが、これはつまり、昨夜、叔父の臣人に言った「節くんに選んでもらえるように、がんばります」を実行しようと、そういうことだろうか。

「はい。あの……わたしに……その、ア――」

「あ？」

「アイ……アイスを奢(おご)ってくれませんか？」

「アイスを――」

　奢ってくれ？

　まあ、それ自体は別に嫌じゃない。睦(む)月(つき)に甲斐性なしとさんざん罵られる俺でも、サービスエリアの売店で女の子にアイスを奢る程度の甲斐性はある。不安があるとすれば、他の婚約者候補たちが話を聞きつけて「わたしもわたしも」と騒ぎにならないかどうかが心配な程度だ。

　だから、アイスを奢るのはいい。

　……いいのだが、やはり何か違和感がある。奥有楽の性格からしても、彼女の立場からしても、「奢らせてください」となるか、もしくは支払いは置いておいて「一緒に食べませんか」となるのが普通ではないだろうか。そこであえて「奢ってくれ」と言ったことに、何らかの理由があるような気がしてならなかった。

　訴えかけるような視線でじっと俺を見上げてくる奥有楽の姿に、俺は何かがひっかかった。

　何かに気づきかけているような……何かを思い出しかけているような……。

　思い出す……？

　……！　それだ。

「思い出した！　そうか、そうだったな。確かにそういう約束をしたな」

　もう、何年前のことになるだろう。

　梅ヶ谷学園で旅行に行った時のことだ。学園では夏にキャンプや海水浴、冬にはスキーやスケートと、相応に季節のイベントもあったから、そのどの時だったのかは忘れてしまったが、やはり移動中、高速道路のサービスエリアでのことだったはずだ。

　俺は、せっかく買ってもらったアイスを落として食べられなくしてしまったのだ。なんでそんなことになったのかは思い出せないが、大方、浮かれすぎていたか、悪ふざけの結果か、そんなところだろう。

　その時に、たまたま二つに分けられる形のアイスを持っていた奥有楽……いや、織江が、半分を俺にくれたのだ。確かにその時、「今度奢る」だとか「いつか返す」だとかいう約束をしたことがあった。

「よかった……！　忘れられてたらどうしようかと思った」

　お？

　安(あん)堵(ど)しにこやかに微笑む奥有楽の顔は、俺のよく知っているものだった。……いや、今では逆に、知らないものだったと言うべきなのだろうか。とにかくそれは、奥有楽乙音のものではなく、大澤織江の笑顔だった。

　この笑顔は――信じるべきなのか。

　いや、信じるべきなのだろう。少なくとも奥有楽乙音はともかく、大澤織江は信じるべきだ。

「じゃあ、数年分の利子をつけて、たっぷりと奢らせてもらうよ」

「あ、ありがとう……ございます」

　その後、俺たちは売店でアイスを一つだけ買い、それを二つに分けて半分ずつ食べた。

　このサービスエリアはかなり大きな規模で、有名なアイスクリームチェーン店もあった。俺としては、そこで二段だろうが三段だろうが重ねてもらってもよかったのだが、奥有楽が選んだのは、昔と同じ安いアイスだった。

「これでよかったのか？　別に遠慮することなかったんだぞ？」

　奥有楽はそう訊ねた俺に、少し頰(ほお)を赤らめながらはにかんだ笑顔を向けた。

「この方が嬉しい……です」

　小さなアイスを大事そうに食べる奥有楽を見て、俺は彼女を信じることへの抵抗感が薄れていることを自覚していた。

《ゲーム》のことだけを考えるのなら、危険なことなのかもしれない。

　だが、おそらくこれでいいのだ。

　この笑顔さえ信じられないようでは、俺はいつまでたっても《ゲーム》をクリアできないだろうし、その先の自分の目的を果たすことなど夢のまた夢だ。

　俺はこの時ようやく。

　この道を進む決心がついた。










七章「俺のこと好きか？」




「悪い、待たせたな」

「あ、い、いえ……今、来たとこ……です」

　臨海学校が終わって、十日ほどたった後のことだ。

　この数日間で、俺はかなりの確信を抱くところまで来ていた。

　まず、あの夜――臨海学校二日目の夜、俺が聞いた奥(おく)有(う)楽(ら)と臣(おみ)人(と)の会話については、ほぼ裏が取れた。

　あの日、臣人が訪ねてきたのは本当に突然だったようで、待ち合わせの時間を気にするなどといった、臣人の訪問を示(し)唆(さ)するような様子は奥有楽にはなかったらしい。

　より詳しく話を聞くと、奥有楽は天(あ)海(まの)崎(さき)や羽(う)入(にゆう)田(だ)たちと共に、伊(い)堂(どう)寺(じ)や蝦夷(えみし)木(ぎ)らよりも先に風呂場に到着していたようだ。俺はあの時、中庭から伊堂寺と蝦夷木が風呂に向かう姿を目撃している。ならば、奥有楽はそれよりも先に中庭の見える場所を通過していたわけで、俺の姿を見ることはできなかったことになる。

　つまり奥有楽が、俺が中庭にいたという事実を知り得る余地は存在していない。

　そして、臣人に関しては、名目上の社長どころか、現在オクウラエレクトロニクスを一人で切り盛りしているような状況らしい。その上、業績は上々、遠(をん)々(どお)原(ばる)グループの電子・家電部門などは突き上げを食らいかなりの焦(しよう)燥(そう)感(かん)を抱いているとのことだ。遠々原グループとしても最も動向が気になる人物の一人であり、うまくしたもので、あの夜の臣人の予定についても詳細なチェックが行われていた。

　俺は、遠々原が把握する限りの彼のタイムスケジュールを確認させてもらったが、あの日ばかりか前後五日の間に、数十分間の会話を行うことができる時間は、あの時以外には存在していなかった。

　まさに多忙を極める社長という感じで、俺が気にしていたように、俺を罠(わな)にはめるために奥有楽と共(きよう)謀(ぼう)して臨海学校の夜に訪ねてくる、などという余裕はとてもなさそうだ。

　さらに、奥有楽のこと――《大(おお)澤(さわ)織(おり)江(え)》のことについても、調べがついた。

　やはり奥有楽乙(おと)音(の)は、かつて梅(うめ)ヶ(が)谷(たに)学園に在籍していた大澤織江で間違いはなかった。

　親(おや)爺(じ)が懇(こん)意(い)にしている興信所があったのでコネを利用して調べてもらった（最初に渡された資料の不備を名目にして、主催側の責任だと親爺にねじ込んだ）のだが、基本的には奥有楽自身が語っていたことがそのまま調査報告としてあがってきた。

　相違点をあげるのならば、奥有楽家は梅ヶ谷学園の消滅に際して大澤織江の存在を知ったわけではなく、ずっと以前から織江とその母、二人の動向は摑(つか)んでいたようだった。

　織江の名前が変えられた件に関しては、古くからの奥有楽家の伝統に従ったものらしかった。

　親爺が一代で叩き上げた、いわゆる《成り上がり》である遠々原グループと違い、奥有楽家は神(かみ)代(よ)の昔までさかのぼることのできる名家だ。そこでは、一体いつごろからの伝統なのかは知らないが、子供の名前はなんとかいう流派の占術によって決定するものなのだそうだ。《乙音》という現在の名前も、その占いによって決まったらしい。

　この《ゲーム》に対する奥有楽家――特に奥有楽の祖父でありグループ総(そう)帥(すい)である奥有楽会長の反応もわかる範囲で調べてほしいと興信所にはお願いしたのだが、返ってきた答えは「御(ご)前(ぜん)さまのお達しにより、詳しくお伝えすることはできません」という、親爺の壁を感じさせるものだった。

　せめてもの情けだったのか、断片的に伝わってきた情報から個人的に判断するに、どうも奥有楽会長はこの《ゲーム》には大層乗り気なようだ。と言うよりも、俺と奥有楽の結婚に乗り気のようだった。

　確かに、例えば《ゲーム》の敗北によって、遠々原グループが崩壊、あるいは消滅したとする。その場合、奥有楽グループとしては様々な分野でシェアを奪い取ることができ、そのメリットは計り知れない。ただし、経済界における一大大国ともいえる遠々原グループが突如として消え去った時、業界全体に多大な混乱が起こることは避けられないだろう。その混乱期の動き方次第では、遠々原の消滅がメリットどころかデメリットになる可能性すらあることを考えれば、無理に遠々原の破滅を狙うよりは、婚(こん)姻(いん)関係でもなんでも結んで味方につけてしまう方が安全だし確実だ。

　その意味で奥有楽家や奥有楽会長が、遠々原の破滅よりも遠々原との婚姻を望んでいるとしても決して奇妙ではない。

　――と、ここまでくれば俺も確信せざるを得ない。

　あの臨海学校の夜の奥有楽と臣人との会話は、何の作(さく)為(い)もない姪(めい)と叔(お)父(じ)との会話であって、その内容は真実であったのだ。

　つまり――奥有楽乙音こそが《正解》だ。

　もう俺に迷う理由はなかった。

　あとは、奥有楽を親爺の前に連れて行き、「俺はこいつを正式な婚約者に選ぶ」と言うだけだ。

　……それはわかってるんだが、どうも踏ん切りがつかない。

　そこで俺は、《直接対決》に出ることにした。

　家からそこそこ離れた場所にある喫茶店を指定して、そこに奥有楽を呼び出したのだ。他の婚約者候補に知られるのも面倒になると思い、《ハーレム》を出る時間をずらしたんだが、ちょっと遅くなりすぎてしまったようだ。

　奥有楽の前に置かれたティーカップは既に底が見えている。とても「今、来たとこ」には見えなかった。

「悪いな」

　俺はもう一度謝りつつ奥有楽の向かいに座り、注文をとりにきたウェイトレスにコーヒーを頼む。

　その後、ちょっと微妙な雰囲気の沈黙が流れてしまった。

　呼び出したのは俺だし、俺から話すのが筋だとは思うのだが、何から話せばいいのか迷っている内に、奥有楽はその沈黙に耐えられなくなってしまったようだ。

「あ、あの。節(せつ)く……さん」

「《くん》でいいよ」

　律(りち)儀(ぎ)に言い直そうとする奥有楽に苦笑を浮かべながら俺はそう答えた。

「いちいち詰まったり言い直されたりすると、俺も気になるからさ」

「あっ。ご、ごめんなさい……」

「いや、謝らなくていいけど。それに、俺に対して無理に敬語とかも使わなくていいんだぞ？」

「はい……う、うん」

「あ、そうか。俺はどう呼べばいいかな？　織江って呼ぶか、今まで通り奥有楽にするか……」

「できれば、奥有楽がいい」

　迷う素振りを見せた俺とは対照的に、そして彼女にしては珍しく、奥有楽は迷うことなくはっきりとそう言った。

　しかし、その様子を見ていると、どうしても考えてしまう。

「奥有楽は……梅ヶ谷学園が嫌いだったのか？」

　奥有楽は今の家に引き取られる前は、物心ついた時から梅ヶ谷学園にいた。その当時の名前よりも現在の名前を選ぶというのは、以前の生活が嫌いだったと思えてしまうのだ。俺には、それが少し意外だった。

　俺の見る限り（もちろん、子供の視点だから色々と見えていない部分も多いだろうが）、梅ヶ谷学園は極めて良心的な施設だった。そこにいる子供たちも基本的には仲が良く、子供たちの常としてたびたびケンカなどは起きていたが、陰(いん)惨(さん)ないじめなどとは無縁だったと思う。

「梅ヶ谷学園が、というより……あそこにいるわたしが嫌いだった。いつも、いつも……来るはずもないお母さん待っているだけの自分が……」

「そうか……」

　施設にいる子供たちの中でも、親がいない子供の方が少数派だった。多くは両親の経済的や健康的な理由から預けられており、中には親の状況が改善し、無事に親元に帰って行く子供もいた。そして、ごく少数ではあったが、俺のように養父母が見つかり引き取られていく子供もいた。

　奥有楽はそういった仲間たちを見るたびに、自分のことに思いを馳(は)せていたのだろう。

　なるほど。それはそれで厳しい状況かもしれない。

　その意味なら、俺の方がよほど気楽だった。

　俺は少数派の《親のいない子供》だ。両親は既に亡く、引き取り手もいなかったから梅ヶ谷学園に入ることになったのだ。おかげで、少なくとも奥有楽の言うような感情とは無縁でいられた。

「でも、突然、奥有楽家みたいな大きな家に行くことになって大変じゃなかったか？」

「あ、た、大変だった……。憶えなきゃいけないことがいっぱいで、習い事もたくさんで……。でも、わたし、どれもうまくできなくって、叱(しか)られてばかりで……。せっかく引き取ってもらったのに、家には迷惑ばかりかけちゃってる気がするの」

　奥有楽の何に対しても劣等感(コンプレツクス)が強い性格は、もしかしてこれが原因なんじゃないだろうか。梅ヶ谷学園にいたころも内気ではあったが、こんな風に卑(ひ)屈(くつ)ではなかった気がする。

　奥有楽のためを思ってのことだったのかもしれないが、奥有楽家も罪作りなもんだ。

「あ、でも……節くんも同じだったんじゃ……？」

「俺？　どうかな……基本的に親(じ)爺(い)さんは放任主義だしなあ」

　放任というか放置というか……放棄が一番近いかもしれない。顔を合わせる機会自体が少ないし、何かを教えたり学ばせようとしたり、日々の生活の中であれをしろこれをやれ、と言われるようなことはほとんどなかった。

　その代わり、時折、事故か天災のように突発的に、とんでもない無理難題をふっかけてきたりするのだ。

　それを大変と言うのなら、これ以上大変なことはないし、毎回「大変だ大変だ」と頭を抱えてもいるのだが……。

「ま、張り合いのある生活ってことにしておくかな」

　梅ヶ谷学園にいる時と違い、今は明確な目的をもって生きている。親爺の無理難題も、こなすたびに目的に近づいたような達成感を得られる気がしていた（もちろん、単なる勘違いでしかないが）。

　だから、前に睦(む)月(つき)に言ったように、俺も梅ヶ谷学園での生活よりも今の生活の方を気に入っているのは確かだ。

「あっ。わ、わかる……！　わたしもそう……なの」

　喜ばしげな表情で、奥有楽は強く同意してきた。それだけ今の生活と奥有楽家を気に入っているのだろう。

　まあ、「あのころはよかった」「昔はよかった」と過去ばかり見ているよりは健全な状態なのではないだろうか。

「あの……ところで、今日はどういう……？」

　話が途切れたところで、恐る恐る奥有楽が訊(たず)ねてきた。突然、一人で呼び出されたのだから、どんな用事なのかと気になるのは当然だ。

「あ、そうだな。えーと……」

　しかし、ちょっと困ってしまった。

《直接対決》などと意気込んだところで、実のところ今更、奥有楽に訊くべきようなことは何もなかった。

　訊きたいことについては、もう既にすべて答えを知り得ている。この場で奥有楽に訊いたところで答えが変わるわけはないし、俺の答えが変わることもないだろう。

　ただ、伝聞の情報だけで決断をするのは、どうも気持ちが悪かっただけなのだ。

　とは言っても、ここまでお膳立てして何も聞かずに終えるというのも、何か気まずいし……。

　ああ、そうか。ひとつ訊いておくべきかもしれないことを見つけたぞ。

「なあ、奥有楽」

「は、はい」

「お前、俺のこと好きか？」

　自分で言っておいてなんだが、なんて俺らしくない質問だろう。まさか、この《ゲーム》でこんな質問をする時がくるとは思ってもいなかった。

「あ、ああ、ああああ、あのっ。あの……っ」

　柄にもない直接的な俺の質問に、奥有楽は瞬時に真っ赤になってしまう。まるでエサを貰(もら)いに来た鯉(こい)のように口をぱくぱくさせるばかりで、一体いつになったら答えが返ってくるのか気が遠くなりそうだったが、俺は静かに答えを待つ。

「す、すすすっ、好き……です」

　そう答えるだろう。そう答えざるを得ないだろうと半ば確信していたが、実際に答えを聞くと、思った以上にほっとするものだ。

《ゲーム》の性質上、この質問に他の答えが出るはずがない。奥有楽に限らず、どの婚約者候補に訊いても同じ答えだろう。だから、この答えの真(しん)偽(ぎ)など怪しいもので、むしろ信(しん)憑(ぴよう)性(せい)を求める方が馬鹿馬鹿しいくらいだ。

　だが、いいのだ。

　リスクとメリットばかりを考え、疑念を積み重ねて答えを求めてきたこの《ゲーム》だが、最後の決め手くらいは相手の言葉を信じた結果であってもいいじゃないか。

　だから、これでいいのだ。




＊




　俺と奥有楽が家に帰りついたちょうどその時、遠々原邸の無駄にデカイ門扉が開き、黒塗りのリムジンが音もなく通り過ぎていくところだった。

　いや、通り過ぎてはいかなかった。

　リムジンは俺の横でぴたりと止まると、後部座席の窓がすーっと開く。

「……親(じ)爺(い)さんか」

　顔をのぞかせたのは、あまり会いたくもないが会わないわけにもいかないこの家の主、遠々原十(じつ)慈(じ)郎(ろう)だった。

「節よ。どうだ、近ごろの調子は」

「調子か。そうだな――」

　つい最近、似たような会話をしたなと、その時のことを思い出しつつ、親爺の忠告に従って俺は答えた。

「一言で言うなら、絶好調だな」

「ほう？　それは何よりだ。ならば、期限までには答えを見せられるものと思っていてよいのだな」

　期限……？

　ああ、そうか。俺を挑発したのだろう親爺の言葉に、一瞬、きょとんとしてしまった。

　俺はあと一月、夏休みが終わるくらいの期間までに正式な婚約者を選ばなくてはならないのだった。

　どういうわけか、しばらくそのことを忘れていた。だが……今となってはもうどうでもいいことだ。

「そうだな。期待して――」

　自信満々にそこまで答えたところで、「いや」と口ごもる。

　俺の心は決まっている。だとしたら、引き延ばす必要も後回しにする必要もないんじゃなかろうか。

　俺は、俺の陰に隠れるように立っていた奥有楽の手をつかみ、親爺の前へ押し出した。

　そして――。




「親(じ)爺(い)さん。俺はこいつを正式な婚約者に選ぶよ」




「……っ!?」

　奥有楽にしてみれば唐突なことだっただろう。息を呑(の)み、目を見開いて俺を見上げ、

「せ、節く……ん？」

　と言ったきり硬(こう)直(ちよく)してしまった。

　俺は奥有楽を安心させるため、できるだけ穏やかに見えるよう心がけながら微笑(ほほえ)んだ。

「いいんだ、奥有楽。これで、いいんだ」

　そう。これでいいんだ。

　一方で親爺は、俺の宣言に一瞬だけ目を細めたが、それ以降はまるで表情の読めない無表情となって、

「乗れ」

　俺に――いや、俺たちに、か？――そう告げた。

「え？　じ、親(じ)爺(い)さん？　乗れって……車にか？」

「決まっておろう。早くしろ、そっちの娘もだ」

　突然のことに戸惑う俺を、有無を言わせぬ口調で促す。

　そして、親爺が「おい」と車内の運転手に声をかけると、運転席からでてきたその人が俺たちのためにドアを開いてくれる。

　開け放たれたリムジンのドアを見ても、俺の困惑はまだ収まらなかった。「どこに行くんだ？」とか「何かあるのか？」とか、訊きたいことはたくさんあったが、親爺の鋭い視線に突き動かされるように、車の中に乗り込むことになった。

　車内は広く、対面する形でシートが二つ並んでいる。三人は並んで座れそうな広々としたシートだったが、親爺の横に座るなんて恐ろしくてできるはずがない。結局、俺と奥有楽は親爺と向かい合うように座ることになった。

　まったく振動を感じさせずに車がスタートしても親爺は表情を消したまま何も喋ることはなく、車内には気まずい沈黙が流れるだけだ。

　俺は親爺のこういう振る舞いには多少慣れてはいるが、奥有楽は大丈夫だろうか？

　と、隣に座る奥有楽に目を向けた途端、ぎょっとしてしまった。

　奥有楽は、顔を真っ赤にし、額(ひたい)や頰(ほお)に大量の汗を流し、体を小刻みに震(ふる)わせている。明らかに緊張の限界といった様子だった。

「お、おい？　奥有楽？」

「は……はひ……」

　今にも泣くんじゃないかと思えるほどに表情を歪(ゆが)め、奥有楽は俺を見る。

　ど、どうする？　こんな時どうすりゃいいんだ？

　いや、わかっている。緊張をほぐし、安心させ、落ち着かせてやればいい。

　何か気の利(き)いたセリフでも言えればいいんだが……。

　……駄目だ。何にも思いつかねえ。

「奥有楽、心配するな。別に取って食われたりはしないから」

　俺の苦(くる)し紛(まぎ)れの冗談でも多少は効果があったようだ。奥有楽は顔を引きつらせるようにしながらも笑みを浮かべた。

「おい、親(じ)爺(い)さん。そろそろ何か一言あってもいいんじゃないのか？」

　無理をして慣れないことをするよりは、親爺から説明を引き出すほうが俺の身にもあってるし、奥有楽を安心させることもできるだろう。

「せめて、どこに向かっているのかだけでも教えてくれてもいいだろう」

　責め立てるような調子と懇(こん)願(がん)する調子をミックスしつつ改めて問うと、ようやく親爺はその重たい口を開いた。

「向かっておるのは、さる料亭だ。そこでこれからある人物と会う予定になっておる」

　料亭で？　親爺が直(じき)々(じき)に？　会う人物？

　……まさか。

「お前が出した結論をその人物にも教えてやったほうがいいだろうと思うてな」

　やはり。この口ぶり……間違いない。

「その人物ってのは、奥有楽の――」

　誰だ？　奥有楽グループの会長か？　それとも……。

「そうだ。その娘からすると……叔父ということになるのか？　オクウラエレクトロニクスの――」

　奥有楽臣人――。

「どの道、正式に婚約ということになれば、先方にもしっかりと伝えねばならん。ならば、せっかくだから本人の口から直接伝えさせようと思うたわけだ」

「そうか……確かにそうだな」

　何も驚くことも恐れることもない。

　正式に婚約するということになれば、「婚約します」「ああ、そうですか」なんてわけにはいかない。まして、奥有楽は奥有楽グループの令(れい)嬢(じよう)で、俺は（少なくとも名目上は）遠々原グループの御(おん)曹(ぞう)司(し)だ。その二人の婚約・結婚となれば、個人的な話では済まなくなるのは間違いないだろう。親爺の言う通り、あちらの関係者にも早く話を通しておいた方がいいのは確かだ。

　しかし……奥有楽臣人というのは少し驚いたな。

　親爺の会談相手として、という意味だが。臣人は、外見はかなり若く見えるし、実際の年齢も三十そこそこのはずだ。もちろん、俺たち高校生から見れば、立派な《大人》なわけだが、親爺にしてみれば何もわからない若造と映っても仕方がないだろう。

　グループの頂点に立つ奥有楽会長ならともかく、経営者一族とは言ってもまだ若年で、グループ企業の内の一つを受け持っているだけの臣人と直接会って会食というのは、少し意外だった。

　まあ、親爺は多分に実力主義の人間だから、自分や遠々原グループの今後にとって、奥有楽会長よりも奥有楽臣人と繋がりを持っておく方が重要だと判断したのかもしれない。

　評判から相当なやり手だろうと思ってはいたが、親爺に認められるようなら、その手腕は本物なのだろう。

　俺にとっても、将来の義理の叔父になる人だ。頼り甲斐がある人だというのなら喜ばしい――。

　……あ。待てよ。それはそれで少し困ったことになるかもしれない。

《ゲーム》を終わらすという一点において俺の選択は間違っていないはずだが、俺には俺の目的がある。そのためには、頼もしい人が身内というのは障害となり得る。一時的にはこれ以上ない味方となるかもしれないが、逆に臣人と戦わねばならなくなった時、俺は彼に勝つ自信を持つことはできるのだろうか？

　ならば……。

　いや。

　今は考えても仕方のないことだな。この《ゲーム》で生き残らなくちゃ将来も何もあったもんじゃない。

　むしろ、未来の叔父さんに気に入られる方法でも考えていた方がマシか。

　まあ、臣人は、俺の兄や姉――親爺の実子たちに比べれば、はるかに話のわかる人物だ。理不尽な扱いを受けることはない……と信じたい。

　不安があるとすれば、臣人は臨海学校の夜に、俺と奥有楽は相応(ふさわ)しくないというような発言をしていたことだろうか。

　ただ、あれもある意味では俺のことを評価してくれているともとれる。

　確か俺のことを《自分たちの側の人間》というような言い方もしていたか。だとすると、自分と俺との間に何らかの共通点を見出しているのかもしれない。他でもないオクウラエレクトロニクスの社長にそう思われているのは光栄なことだが、同時に彼の心配もわかる気がする。

　俺なら、俺みたいなヤツに姪を嫁がせるのは不安で仕方がない。

　そもそも、俺が臣人の立場だったとしたら、この《ゲーム》だって――。

　……？

　ちょ……ちょっと待て。

　俺は今、何を考えた？

　臣人の立場だったとしたら、この《ゲーム》だって――だと？

　まさか……!?

　いや、そんな馬鹿な……。

　しかし……あり得る……のか？

　俺は全身の血が冷えていくような気がした。

　血の気が引いていく音を聞いたような気がした。

　もしかすると俺は――。

「せ、節くん……？」

「んっ？　あ、ああ……ど、どうした？」

「あ、あの……降りない……の？」

「えっ？」

　俺が思考の淵(ふち)に嵌(は)まり込んでしまっている内に、いつの間にか車は目的地に着いており、目の前から親爺の姿さえ消えていた。

「なんだか、顔色が悪いみたいだけど……」

「そ、そうか？　いや、大丈夫……」

　本当に？

　本当に大丈夫なのか？

　俺は頭の片(かた)隅(すみ)にこびりついたある考えを否定できないまま、おぼつかない足取りで車を降りた。

　そこは、《まさに料亭》と言わんばかりの純和風の建物だった。

　俺と奥有楽は、早々に車を降りてしまっていた親爺を追って、料亭の中へと足を踏み入れる。

　そして、親爺共々通されたのは、十二畳はあろうかという広い和室。そこには、部屋の広さがもったいなく思えるほど簡素なお膳が二客だけ用意されていた。

　まだ臣人は到着していないようだ。親爺は物も言わず上(かみ)座(ざ)の膳の前に座り、俺と奥有楽は、部屋の隅、障(しよう)子(じ)の前に並んで正座する。

　しばらくの――と言っても、ほんの五分も待たなかっただろう――後に、やや慌(あわ)てたような足音が聞こえたかと思うと、奥有楽臣人が部屋へと入ってきた。

「お待たせして申し訳ありません、遠々原会長」

「なんの、約束の時間にはまだ間があろうよ」

　臣人は、親爺の鷹(おう)揚(よう)な答えに安(あん)堵(ど)するような吐息を漏らすと同時に、俺たちの存在に気づいたようだった。

「え？　君は……乙音まで」

　目を丸くして俺たちを見つめた臣人は、「なぜ――」と俺に向かって何かを訊ねようとしたが、その質問を言い切るよりも先に、親爺が口を開いた。

「ほんのつい先ほどのことだが、そこにいる儂(わし)の息子が、そちらのお嬢さんを正式な婚約者とする、と告げてきおったのだ」

　そうだ。俺はそう言った。

　そう……言ってしまった。

「ほう？　とすると、《ゲーム》とやらの勝者はうちの乙音ということですか？」

「まあ、そうなるのだろうな」

「そうですか。それは――」

　何の感情も見いだせない無機質な声色の親爺の返事を聞き、臣人はかすかに微笑んで俺を見て、そして告げる。

「それはよかった」

　ああ……。

　やっぱり。

　やはり、そうか。

　その短い言葉と、かすかな表情だけで、俺は確信した。




　自分の敗北と。

　破滅を。










八章「無様だな」




　俺の――負けだ。

　なんでこんなことに気づかなかったんだ。どうかしていたんじゃないのか。

　自分を責め立てる言葉が頭の中にあふれかえるが、最早どうにもならないことだった。

　俺はどこで……どこから間違ってしまったのだろう。

　あの、臨海学校の夜、奥(おく)有(う)楽(ら)と臣(おみ)人(と)との会話を聞いた時か？

　いや、違うな。最初からだ。

　事の始まりからすべて間違えていたのだ。

　俺は、自分の敵――《ゲーム》の対戦相手――は、奥有楽だと思っていた。よりはっきりと言うなら、《奥有楽家がバックにいる奥有楽乙(おと)音(の)》が敵だと思っていた。

　それが間違いだったと、今ならわかる。

　俺は、自分の判断は間違っていない、そう思っていた。

　それは、ある意味で正しくはあったのだ。

　奥有楽乙音は俺を憎んでおらず、遠(をん)々(どお)原(ばる)を破滅させる気もない。それは確実だと、俺は今もって信じている。

　ただし――。

　ただし、奥有楽家がそうであるとは限らない。

　なぜ、そんな簡単なことに気づかなかったんだろう。

　この《ゲーム》において、奥有楽家がとった手段は、何も知らない奥有楽乙音に「自分こそが《正解》だ」と思い込ませて、婚約者候補として送り込むことだった。

《噓(うそ)》ならば。

　奥有楽が噓をついていたのなら、俺はそれを見抜くことができたかもしれない。

　だが、奥有楽の行動にも言葉にも、何一つとして《噓》がなかったのだから、見抜きようもなかった。

　結果、俺はこうして奥有楽家の術中に嵌(はま)ってしまったというわけだ。「噓があるなら見抜くことができる」という俺の自信過剰を、見事に逆(さか)手(て)に取られたのだ。

《婚約者候補》と呼ばれた少女たちを見て、その様子や言動から自分を憎んでいない者を探す――そればかりに終(しゆう)始(し)した結果がこれだ。

　そう。それもまた問題だった。

　俺は《自分を憎んでいない者＝自分を愛している者》という、短絡的な構図を頭の中で作ってしまっていた。

　奥有楽は、俺を憎んではいないだろう。けれど、俺を愛してもいない。

　もちろん、好意を抱いてくれているとは思う。だが、その《好意》と奥有楽家への《恩義》、奥有楽がどちらを優先するだろうかと考えれば、出る答えはひとつでしかない。

《ゲーム》の勝者となった奥有楽には、《遠々原家の財力、権力を自由にする権利》が与えられる。奥有楽は、それを使って俺や親(おや)爺(じ)を破滅させようなどと考えてはいないだろう。だが、奥有楽家は間違いなくそれを要求する。多少の抵抗を見せることはあるかもしれないが、最終的に奥有楽はその要求を呑(の)むことになるに違いない。

　奥有楽のことを信じていないのか、とかそんな簡単な問題じゃない。

　そうなるように、奥有楽がそうせざるを得ないように、これまで奥有楽家が《流れ》を作り上げてきたのだ。

　俺は、臨海学校の夜に奥有楽と臣人の会話を聞き、あの会話は、奥有楽が俺を騙(だま)そうとしているのではないか、あるいは臣人を騙そうとしていたのではないかと考えたことがあった。

　今にして思えば、馬鹿馬鹿しいことこの上ない。奥有楽がそんなことをできるヤツかどうか、一目見てわかりそうなもんだ。

　あれは、臣人が奥有楽を騙そうとしていたのだ。

　その観点で思い起こせば、あの夜の会話の様々なことが腑(ふ)に落ちる。

　臣人が言った「親爺の誕生日パーティで俺に会ったから、無理をして奥有楽に会いに来た」という言葉は噓ではないだろう。今となっては過大評価だとしか思えないが、パーティの際に、俺のことを《自分と同じタイプの人間》だと感じた臣人は、奥有楽が俺に懐(かい)柔(じゆう)されないかを気にして、わざわざ会いに来たのだ。

　臣人は執(しつ)拗(よう)なほどに奥有楽に気を遣(つか)っていた。「大事な姪(めい)」「可愛い姪」という言葉を幾度も使った。それはつまり、奥有楽からの《好意》を引き出すための手段だったわけだ。

　奥有楽の方も、自分が奥有楽家にとって価値のある人間なのか、奥有楽家の役に立てているのか、それをひどく気にしていた。

　俺の想像でしかないが、奥有楽は家では《役立たず》だと思われていただろう。いや、正しくは、《役立たず》だと思われていると奥有楽が思うように仕向けていただろう。もちろん、面と向かって罵(ば)倒(とう)するようなことはしなかったはずだ。むしろ逆で、「役に立っていないが、気にすることはないよ」と、優しい言葉をかけられていたのではないだろうか。……それを優しいと表現できるのならば、の話ではあるが。

　そうだ。俺は――そして、睦(む)月(つき)も――自分の知っている大(おお)澤(さわ)織(おり)江(え)と今の奥有楽乙音との印象に微妙な差異を感じていた。織江は元々内気なところのあるヤツではあったが、奥有楽のように過剰に自分を卑(ひ)下(げ)するようなことはなかったはずだ。

　それは、奥有楽家によって、そう仕立て上げられたということなのだろう。

　自分を卑下し、価値のない人間だと思い込むことによって、「誰かにとって価値のある人間になりたい」と強烈に欲求する。それが、今の奥有楽なのだ。

　奥有楽の様子が、自分たちの求めるものであることを感じて、臣人は安心して帰って行ったということなのだろう。

　そうだ、実際にあの時も口にしていた。

「家のために無理をしていないか確認したかった」と言った臣人の言葉に、「無理なんかしていない」という奥有楽の答え。それを聞いて「それなら安心だ」と臣人は口にしていた。

　あれは、この奥有楽乙音なら《絶対に無理をする》と確信し、それで安心したのだ。

　決定的なのが、臣人が去り際に言った言葉。

「乙音は、奥有楽乙音なんだ。奥有楽は、決して乙音を見捨てたりしない」

　この言葉は、奥有楽を励(はげ)ます言葉のように思えるが、その実、奥有楽を家に縛(しば)りつけようとする、ある意味、脅(きよう)迫(はく)の言葉だったのだろう。

　奥有楽が俺に抱いてくれている《好意》は、その家の決断を覆(くつがえ)すほどの好意ではない。それがわからないほど俺は鈍(どん)感(かん)ではなかった。

　だが……。

　わかったからって何だって言うんだ……！

　今更そんなことがわかったからって何の意味もない。手品のタネを教えられた後や推理小説の犯人が判明した後に、「やっぱりそうだと思ったよ」と言い出す程度の話でしかなかった。

「おい、節(せつ)。何を黙り込んでおる」

　真相にようやく気づき、悔(かい)恨(こん)と恐怖から物も言えなくなってしまった俺に、親爺が冷え切った声を投げかけてきた。

「お前の下(くだ)した決断を、しっかりとお前の口から臣人君に伝えんか」

「い……いや……」

　たどり着いた真相は最悪の真相だった。

　それがわかった今、もうどうにもならないとは思っていても、自ら自分の死(し)刑(けい)執(しつ)行(こう)に判を押すような気にはなれない。

　つい口ごもってしまう俺だったが、俺の逡(しゆん)巡(じゆん)を許す親爺ではなかった。

「いや？　いや、何だと言うのだ、節よ。まさかとは思うが、一度自らが口にした決断を反(ほ)故(ご)にするような真似をするわけではあるまいな？」

　できるものならそうしたい。あれは噓だったと言ってしまいたい。

　だが。

「もし、そんな無(ぶ)様(ざま)なことを儂(わし)の目の前でしてみろ。ここを出た後に貴様が行く場所は遠々原家などではなくなるぞ」

　そうだ。親爺は許しはしない。決して噓を嫌っているわけではないが、筋の通らないその場しのぎの無様な噓を親爺は許さないだろう。

　もう……駄目だ。もうどうしようもない。
















　完全な俺の負けだ。

　俺に残された選択肢と言えば、せいぜい「いや」と答えて親爺に破滅させられるか、「はい」と答えて奥有楽家に破滅させられるか程度でしかなかった。

　……仕方がない。どちらでも似たようなものだが、親爺に破滅させられるのは癪(しやく)に障(さわ)る。敗者は敗者らしく、潔(いさぎよ)く奥有楽の手にかかって破滅するか。

「――」

　俺は口を開いた――が、どうしても喉(のど)から声が出てこなかった。今後、自分の身に何が起こるのかを想像し、恐怖のために声すら出せなかったのだ。

　なんてこった。この期(ご)に及んで自分のみっともなさを自覚させられるとは思わなかった。自分では、もう少し肝の据(す)わったヤツだと思っていたんだけどな。

　そんな自分が情けなく、同時に少し可(お)笑(か)しく、思わず苦笑を浮かべてしまう。

　――――こんな時でも笑えるものなんだな。

　場違いではあるが、俺は自分の浮かべた苦笑にそんな感想を抱いていた。その場違いさが逆によかったのだろうか、俺は少し気が楽になり、声くらいは出せるような気がしてきた。

　せめて最後だけでも堂々としていよう。

　そんな思いで、俺はもう一度口を開き――。

　……？

　最後まで堂々と？　

　いや、待て待て。何をカッコつけてんだ、俺は。

　無様でいいじゃないか。潔くなんてなくていい。情けなくて何が悪い。

　無様に、潔くなく、情けなく今までを生きてきたんじゃないのか、俺は。出る結果が破滅だとしても、みっともなく足(あ)掻(が)き続けて破滅するべきだ。

　考えろ。

　醜(みにく)く無様でもいいから、この状況を打開できる方法を考えるんだ。

　だが、何がある？　俺は奥有楽のことを、「正式な婚約者に選ぶ」と言ってしまった。せめて、「選ぶ」とだけなら、また天(あ)海(まの)崎(さき)の時のように、選ぶとは言ったが正式な婚約者とは言っていないと逃げることもできた。

　しかし、さっきははっきりと――。

「……あ」

「どうした節、早くせんか」

　正座した自分の膝(ひざ)を見つめたまま考え込んでいた俺は、再び親爺に促され、はっと顔を上げる。

　親爺の顔を見、そして隣に座る奥有楽の顔を見た。

　きっと奥有楽は、今の状況を何もわかっていない。なぜ俺が口ごもっているのかも、自分が俺に破滅を宣告することになるだろうことも。

　無理もない。奥有楽には悪いが、彼女は所詮《駒(こま)》でしかなかった。《ゲーム》の盤上で動かされる駒だ。その《駒》を《プレイヤー》だと思わせたところが奥有楽家の妙手だったのだから。

　俺は奥有楽のきょとんとした顔を見ながら、先ほど親爺に告げた言葉を思い出していた。

　そうだ、あの時は確か――。

「……いや」

「いや、だと？」

　親爺は俺の言葉を繰り返しながら、鋭い視線で睨(にら)みつけてくる。目は口ほどにものを言うとはよく言ったものだ。「儂が言ったことを聞いておらなんだのか？」と、その視線が俺に告げてきていた。

「ああ。《いや》だな。ちょっと親爺さんは勘違いしているみたいなんでね。それを訂正しようと思ったんだ」

　これだ。俺の逃げ道はこれしかない……！

「さっき、俺が親爺さんに言ったのは、『俺はこいつを正式な婚約者に選ぶよ』だっただろう？」

「まさか、『こいつ』とはその娘ではないなどと言い出すつもりではあるまいな？　あの時、お前と共にいたのはその娘だけだ。それで、違う人物のことだったなどという言い訳は通用せぬぞ」

「そうじゃないさ。俺が言った『こいつ』は、確かに今、俺の横に座っているこいつのことだけどな。ただ、ちょっとした誤解があったみたいだから、改めてはっきりと言いなおすよ」

　俺はまた一度、奥有楽を見、親爺と奥有楽臣人の二人に視線を向けた。




「俺は、《大澤織江》を正式な婚約者に選ぶ」




「「――っ!?」」

　息を呑む音が同時に二つ聞こえた。その一つは奥有楽のもので、後の一つは臣人のものに違いなかった。

「ど……どういう意味か説明してもらえるかい、節くん？」

　今まで感情を出そうとはしなかった臣人の顔に、あきらかに困惑と動揺が浮かんでいた。

「そのままの意味ですよ、臣人さん。俺は、奥有楽家と親戚になる気はないってことです」

「な……っ」

「ここにいる奥――いや、織江が、奥有楽家との関係を切るっていうなら、俺は喜んで彼女と結婚しますよ」

「そ、そんな……せ、節くん？　なんで？　なんでそんなこと……言うの？」

　もちろん俺の破滅がかかっているからだ。だが、それを今ここで説明することもないだろう。俺がするべきことはただ一つ。

　冷酷になることだ。

「織江。奥有楽家と縁を切れるのか、切れないのかだけ教えてくれ」

「で――できないよ！　できるわけないっ！」

　そうだろうな。だからこそ――お前の奥有楽家への恩義が、俺への好意を上回っているからこそ、俺は破滅することになるんだからな。

「なら、俺の言うべきことは一つだ。俺は《奥有楽乙音》を婚約者にする気はない」

「そん……な……」

　奥有楽は力なく呟(つぶや)き、肩を落としてしまう。

　申し訳ないとは思う。残酷なことをしている自覚もある。だがそれでも、俺は諾(だく)々(だく)と破滅を選ぶわけにはいかない。

「を……遠々原会長っ！」

　これまでの冷静さと穏やかさをかなぐり捨てたような荒々しい声と憎々しげな表情で臣人は親爺へと向き直る。

「節くんの今の言葉をあなたはお認めになるのですか？」

「婚約者選びは息子に一任しておる。それがそやつの判断だというのならば、儂の口から言うことは何もないな」

「ぼ、僕は……今の彼の言葉を奥有楽家――いや、奥有楽グループへの侮(ぶ)辱(じよく)と受け取りますよ？」

「それは仕方あるまい。儂にもそう聞こえたからな」

「ぐ……。ならば、あなた方から申し込んできた業務提携の話もなかったことにさせてもらうしかなさそうですね」

「構わんよ、そんなもの。元々、電子部門の重役連中がどうしてもと言うから、始めたことだ」

「そうですか……せっかくのビジネスチャンスを息子の一言で棒に振るとは、あなたも随分な親馬鹿のようですね」

　憎まれ口を叩いた臣人に、親爺は一瞬、目を見開いたかと思うと、次の瞬間には大(だい)哄(こう)笑(しよう)を上げていた。

「そうかそうか、儂は親馬鹿か。儂もこれまで様々な評価を受けてきたが、親馬鹿と言われたのは初めてだ。うむ、それが聞けただけでも、業務提携とやらをしようとした甲斐があったというものだな」

　親爺はその後しばらく、それはそれは愉快そうに笑い声を上げ続けた。

　格が違う。そう思わざるを得なかった。

　臣人だって、相当のやり手だ。事実、俺は臣人の策にいいように翻(ほん)弄(ろう)され、手のひらの上で踊り狂った挙(あげ)句(く)、あと半歩のところで奈(な)落(らく)へ叩き落とされるところだったのだ。今の俺では彼の足元にも及ばないだろう。

　それでも、親爺と比べてしまうと、まるで格下だった。

　ほんの一瞬だけ臣人に同情しそうになってしまったが、少なくとも今は親爺の頼もしさに感謝しておくべきなのだろう。

　笑い続ける親爺を、歯(は)嚙(が)みしながら睨みつけていた臣人は、突然踵(きびす)を返した。

「乙音！　帰るぞ！」

「えっ、は、あ……」

　肩を落とし縮こまっていた奥有楽は、臣人の声で跳ね起きた。しかし、立ち上がったはいいものの、困惑した視線を俺と臣人に交互に向けて、おろおろとするばかりだ。

「それは困るな、臣人君。息子の婚約者が決まるまで、お嬢さんは家で預からせてもらうという約束だったはずだ。これは業務提携とは関係のない話だからな、まだ白紙にしたつもりはないぞ？」

「くっ……」

　それきり、臣人は何を言うこともなく、荒々しい足取りで部屋を出て行ってしまった。残された奥有楽は、ただただ呆(ぼう)然(ぜん)とするばかりだった。

　た……助かった……のか？

　臣人の足音が遠ざかり、完全に聞こえなくなってから、ようやく俺はそう実感することができるようになった。

「無様だな、節よ」

　盛大に安堵のため息を漏らす俺を見て、親爺が冷めた視線で言ってきた。

「……否定はしないよ」

　できるわけがない。俺は、たまたま自分の言葉が言葉足らずだったおかげで九死に一生を得ただけなのだ。最初から想定していたのならばともかく、その場しのぎの足掻きと言われたって否定できないところだ。

　それでも俺は、噓は言っていないし、理屈が通らない言い訳をしたわけでもない。親爺もそれをわかっているから、その部分を否定したりもしないのだろう。

　まあ、無様で結構。生き残れただけでも御(おん)の字(じ)だ。

　いや、待てよ。もう一つ欲張っておくことができるかもしれない。

「なあ、親(じ)爺(い)さん。無様ついでに一つ訊(き)くけど、これで親(じ)爺(い)さんとの約束は果たしたことになるよな？」

「約束？」

「期限の話さ。俺は、親(じ)爺(い)さんとの約束通り、正式な婚約者を選んだじゃないか。残念ながら相手に拒絶されたけど、別に《断られたら無効》なんて取り決めはなかったはずだぞ？」

　親爺は細めた目でしばらく俺を睨みつけていたが、小さな吐息と共に「まあ、いいだろう」と呟いた。

「確かにお前の言う通りだ。その抜け目のなさに免じて、今回は引いておいてやろう」

　よし。

　思いの外すんなりと親爺が納得してくれて、心中でガッツポーズをする。

　そんな俺を、奥有楽が心細げな表情で見下ろしていた。

「あ……の。せ、節くん……」

　何かを言いたいのだが、何を言っていいのかわからない。そんな心中がありありと窺(うかが)えた。

「謝ってどうなるもんでもないが、悪かったな。なんでこんなことになったのかは、後でちゃんと説明するよ」

　もっとも、説明したところで奥有楽に納得してもらえるとは思っていない。奥有楽は奥有楽家のことを信じているだろうが、俺は奥有楽家を疑っている。奥有楽家が、奥有楽を駒にして遠々原を破滅させようとしていたと言っても、「そんなことするはずがない」「いや、するつもりだったはずだ」と平行線をたどるだけだろう。

　根本的な部分で、わかりあえるはずがないのだ。

　だが、それでいいのだろう。わかりあえたところで、奥有楽にとっては辛(つら)いことばかりだ。何が真実かなんてことは、人それぞれが決めればいい。たとえ事実と異なっていたとしても、生きていくためにそれが必要になることはある。だから俺も、自分の真実を奥有楽に押し付けようとは思わない。それでいいのだ。

「さて、帰るぞ」

　親爺はそう言うなり立ち上がり、俺も親爺に続き立ち上がろうとして――。

　最後の最後で、また一つ無様を晒(さら)してしまった。

「……足がしびれた」










終章「まだまだ終わらない――ということかい？」




「やっちまったねえ」

　料亭での一件の翌朝、朝食後のことだ。

　俺が一部始終を説明し終えた後、睦(む)月(つき)の口から出た第一声がそれだった。

　そしてそれは、俺の感想とほぼ同じでもあった。

　まったくもって、「やっちまった」としか言いようがない。

　今回の一件については、とにかく反省点が多い。

　俺の《敵》はあくまで婚約者候補たちだと考え、その後ろにいる者たちがどういう行動に出てくるのかを考慮に入れていなかったのは、完全な手落ちだ。

《ゲーム》に勝った時に与えられる報酬の大きさは理解していたつもりだったのだが、俺の認識は甘すぎた。その大きさは婚約者候補だけで収まるものではないということくらい少し考えればわかりそうなものなのだ。どれだけ自分を罵(ののし)っても罵り足りないくらいのミスだ。

「だが、ギリギリのところで最悪の結果だけは避けられたのだから、よしとするべきじゃあないのかい？」

「それはそうだが……」

　奥(おく)有(う)楽(ら)にしてみれば、期待させられるだけさせられておいて、最後の最後になって手の平を返されたことになるのだ。冷酷だ鬼(き)畜(ちく)だと言われる俺であっても、さすがに申し訳のない気分になる。

　そんな忸(じく)怩(じ)たる思いを吐(と)露(ろ)するが、それを耳にした睦月は、小馬鹿にしたような冷笑を浮かべた。

「申し訳ないと思っていても、じゃあ彼女を正式な婚約者にしますとか言うつもりはないのだろう？」

「そりゃまあ、身の破滅がかかっているんだしな……」

「だとしたら、今(いま)更(さら)何を言おうがお為(ため)ごかしにすぎないよ。むしろ傲(ごう)然(ぜん)と振る舞う方が織(おり)江(え)自身も気持ちの整理がつけやすいだろうさ」

「そう……かもな」

　睦月の言うことにも一理ある。破滅することがわかっていてもなお、奥有楽乙(おと)音(の)を正式な婚約者として選ぶという選択肢は俺にはない。それなのに「すまない」「申し訳ない」と連呼したところで、何の価値もない謝罪だろう。なら、後々に「あの時、正式な婚約者に選ばれなくてよかった」と奥有楽自身が思うよう、彼女に嫌われるような振る舞いでもした方が、奥有楽にとってもいい結果な気がするし、俺も気が楽だ。

「ところで少し疑問なのだが……結局、織江は《正解》ではなかった、という結論になるのかい？」

「そりゃそうだろ。なんで今更そんなことを？」

「だって、織江は君を憎んではいないのだろう？　ならば、《正解》だという可能性もあるじゃあないか」

「ああ……そうか」

　確かに奥有楽は俺を憎んでいない。婚約者候補たちが《一人の例外を除き、みな俺を憎んでいる》というのなら、奥有楽は《一人の例外》と言えるのかもしれない。

　俺は《正式な婚約者に選んでも俺が破滅しない人物》を《正解》だと定義していたから、そのことを失念していた。

　しかし……。

「確信は持てないが、おそらく奥有楽は《正解》ではないだろうな」

「その判断の根拠は？」

「親(おや)爺(じ)の言葉通りなら、この《ゲーム》の《正解》は、『俺を恨(うら)んでおらず、俺のことを純粋に愛している』ヤツだそうだからな。奥有楽は確かに俺を恨んでも憎んでもいないだろうが――」

「君を愛してもいない、ということか」

「まあ、そういうことだろうな」

　そう考えると、俺は《正解》の定義の仕方を間違えていたかもしれない。

　俺は、自分を愛している人間を見つけるよりも、自分を憎んでいる人間を見つける方が近道だと考えていた。その判断自体は間違いではないと思うが、その考え方の落とし穴にはまったのが、まさに今回の一件だ。今にして思えば、「奥有楽は一〇〇パーセント俺を憎んではいない＝《正解》」だと考えたのは短絡的だった。

　つくづく反省点が多い。だが、その反省点を生かす機会が存在しているのだから、俺は幸運なのだろう。

「しかし残念だね。私は織江が《正解》ならいいと思っていたんだが」

「え？　そりゃまたどういうわけだ？」

「君は、織江には惚(ほ)れないだろうからさ」

「……ずいぶんとはっきり言うんだな。俺だって、何かのきっかけで奥有楽に惚れるかもしれないぞ？」

「ないと思うがなあ。少なくとも、婚約者候補五人の中で一番確率が低いよ」

　睦月は断言する口調だった。確かに自分でも、奥有楽を異性として好きになる事態を想像できないのだが、人の気持ちなんてものは、それが自分のことでもよくわからないものだ。断言されるほどのことはないと思うのだが……。

「だって、君は自分が大好きじゃあないか」

「……なんだって？」

「まさか気づいていないとは言わせないよ。君は度(ど)し難(がた)いナルシストじゃあないか」

「いや、ちょっと……待ってくれ」

　そりゃあ俺は、他人を蹴(け)落(お)としたり切り捨てたりしてでも保身に走るところがある。まさにこの《ゲーム》では、その一面が強く出ている時が多いだろう。自己愛の強い性格だと言われれば、否定もできない。できないが――。

「それと、俺が奥有楽に惚れないことと何の関係が？」

「だからさ。自分大好きっ子の君が惚れる相手は、君自身に似たところのある人物になるだろうということだよ。その意味で、今のところ君が惚れる可能性が一番高いのは天(あ)海(まの)崎(さき)嬢で、一番低いのが織江ということさ」

　……意外と痛いところをつかれたかもしれない。

　確かに、《ゲーム》云々を抜きにして考えれば、今のところ一番好感を持っているのは天海崎だ。奥有楽のことは嫌いではないが、どちらかというと可愛らしい小動物を見ているような気分になる。

「どうだい？　図(ず)星(ぼし)だろう」

「……否定はしない。だが、それがどうして奥有楽が《正解》ならよかったって話につながるんだ？」

「そんなこと……」

　突然、睦月はもじもじとしおらしい表情を作る。

「そんなこと、私の口から言えない……」

　…………。

　正直、げんなりした。

「あのな、睦月。そういうセリフを効果的に見せたいのなら、もう少し前後の言動に気を遣(つか)ったらどうだ？　いくらなんでも、今の状況じゃ騙(だま)されようがないぞ」

「む？　それもそうか」

　睦月はまた唐突に先ほどのしおらしい表情を投げ捨てて、まるでオッサンのような仕草でぼりぼりと頭を掻(か)いた。

「愛人の私としては君たちの夫婦仲が冷え切っている方が好ましい――という理由ではないよ、残念ながらね」

「残念ながらというか幸いにも、だな。それで？」

「恋愛感情というのは、要するに強い執(しゆう)着(ちやく)心(しん)だ。だが、君の強さは《執着心を持ち合わせていない》ことに端を発している。話を聞く限り、今回の一件などは君の本質が良く表れているだろうね」

「そうだったか？」

「そうだよ。致命的な判断ミスに気付いた瞬間、破滅を回避するというただ一つの目的のためだけに、織江の気持ちや彼女との関係性、それまで自分で積み上げた推論とそれによる織江が《正解》だという結論などを何の躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく切り捨てているじゃあないか。それこそが私が君に期待している《強さ》だよ」

「お前が期待している俺というのは、ずいぶん嫌なヤツに思えるんだが……」

「嫌なヤツだよ」

　即答か。少しぐらいは否定してくれ。

「そもそも私は、君に自分の性格の悪さを直してもらおうと思ったことは一度もないよ。むしろ、そうであってもらわねば困るのだ」

　急に睦月は表情を険しいものに変え、俺を睨(にら)みつけてくる。

「遠々原が消滅する姿を見せてくれるという私との約束を、忘れたわけではないだろうね？」

　突き刺すようなその視線には、敵意――いや、憎(ぞう)悪(お)とすら呼べるものが込められているように思えた。

「……それを忘れていられるようなら、この《ゲーム》だってもう少し楽になるだろうさ」

　軽く肩をすくめ、苦笑を浮かべながら俺がそう言うと、睦月もいつも通りの飄(ひよう)々(ひよう)とした表情へと戻った。

「それならば安心だ。つまるところ私は、君が誰かに惚れるようなことがあっては、君自身の強さが失われるのではないかと懸(け)念(ねん)しているのだ。だから、《ゲーム》の《正解》であり、君の将来の伴(はん)侶(りよ)となる女性は、君が惚れることのない人物であるのが望ましいと考えているわけだよ」

「俺のことを冷酷だとか鬼畜だとか言うわりには、お前もずいぶんひどいことを言うよな」

　俺は、自分の意思の介(かい)在(ざい)しない結婚――いわゆる政略結婚を決して否定しない。その結果、夫婦間に愛が存在しないのも仕方がないと考えているところもある。だから、確かに俺は冷酷と呼ばれても文句の言えないタイプの人間なのだろうが、睦月の考えは俺の上を行く。

　政略として成立した結婚だったが夫婦生活の末に愛が芽(め)生(ば)えていった、というのが俺の理想だ。何も好んで愛のない結婚生活をしたいわけじゃない。しかし、睦月はその愛自体を否定――いや、非難だろうか？――してしまっているのだ。

　まあ、睦月のは俺専用の特殊論なのだろうが、それにしてもひどい。

「そりゃあそうさ。何しろ私は君に好かれようと思っているからね」

「は？」

「どんどん君好みの性格の悪い女になっていっているだろう？　惚れてくれても構わないんだぞ？　ん？」

　早速、言ってることが矛(む)盾(じゆん)してやがる。そんなことを言いだすから、どこまで本気なのかがわからなくなるんだ。

「お前が性格の悪い女であることは否定しないが、それが俺の好みだと思われるのは心外だ」

「素直じゃあないなあ。やっぱり君はツンデレか？」

「あのな……」

　好意を否認したらなんでもツンデレか。暴論にもほどがあるぞ。

　いつものことと言ってしまえばそれまでだが、なんだかどっと疲れてしまった。

　幸い夏休みでもあることだし、ベッドにもぐりこんで昼寝（いや、朝寝か？）してやろうかとも思ってしまったが、さすがにちょっと非建設的すぎる。

　しばらく考えた後、俺は座っていた椅子から立ち上がり、部屋の扉へと向かった。

「おや？　どこか行くのかい？」

「部屋に籠(こも)っていても余計なことばかり考えて気が沈む一方だからな。どこかに気晴らしにでも行ってくる」

「優(ゆう)雅(が)なご身分だね。長期休暇など望むべくもない身からすれば羨(うらや)ましい限りだよ」

「別に、お前もついてきたって構わないんだぞ」

　睦月は、名目上は遠々原家に勤める家事使用人だが、かつて俺が金で買ったという経緯もあって、俺の傍(そば)にいるのがその仕事内容みたいなものだ。

「なんだ。デートのお誘いなら、素直にそう言いたまえよ」

「一応、言っておくが、二人きりになる確率はほぼゼロだぞ」

　俺のその言葉は単なる予感でしかなかったのだが、まるでそれを証明するかのように、部屋の扉を開けた瞬間、「きゃっ」と短い悲鳴が俺の耳に届いた。

「奥有楽？」

　扉の前では、奥有楽がノックをするポーズのまま固まっていた。おそらく、今まさにノックをしようとした寸前に、俺が扉を開けてしまったのだろう。

「……どうした？　何か用か？」

　どこか外へ行こうとすれば、婚約者候補の誰か一人くらいには見とがめられて、ついて来られることになるだろうと予測していたが、正直なところ、まだ奥有楽とは顔を合わせたくなかった。

　昨日の今日だ。お為(ため)ごかしだ偽(ぎ)善(ぜん)だと言われようが、やはり罪(ざい)悪(あく)感(かん)はある。

「あ、あの……わたし、昨日から一晩、いろいろ考えたんだけど……」

「考えたって、何を？」

「節(せつ)くんは、わたしが《大(おお)澤(さわ)織江》なら、正式な婚約者にしてくれるって――わたしと結婚してくれるって、そういうこと……だよね？」

　何を言われるだろうかと思ったが、やはりその話か……。

「まあ……そうだな。でも、それはお前には無理なんだろ？　仮に奥有楽を捨てて大澤織江になるとお前が言ったところで、奥有楽家がそれを許すとは思えないな」

　昨日の無様な姿を蒸し返されているようで、つい言葉が刺(とげ)々(とげ)しくなってしまった。自分への苛立ちを他人に向けるとは人間ができていないにもほどがあるが、さっき睦月にも言われたように、ここは徹底的に悪役になってしまった方がいいかもしれない。

「で、でも……家がそれを許してくれたら……ううん、そうじゃなくて……奥有楽家が節くんにひどいことをしないってわかってもらえたら、また、わたしを……選んでくれる？」

「奥有楽家が俺にひどいこと――つまり、俺や遠(をん)々(どお)原(ばる)を破滅させようとしないのなら、その可能性もなくはないが……具体的にはどうするつもりだ？」

「わ、わたしが……」

　何かを言いかけた奥有楽だったが、途中で言葉に詰まり一度口を閉ざしてしまう。普段なら先を促すところだが、この時の奥有楽の目には決意の光のようなものが宿っているように思えた。

　何を言い出すのかとじっと次の言葉を待っていると、奥有楽は意を決したように強い口調で告げた。

「わたしが、説得するから……！」

　説得？　奥有楽が、奥有楽家――奥有楽グループを？

「節くんにひどいことをしないでって、家を説得するから……だから……」

　健(けな)気(げ)だな。

　奥有楽の様子は間違いなく健気と言えるもので、さすがの俺でも多少の仏(ほとけ)心(ごころ)もわいてこようというものだったが、その言葉の内容は論じるに足りないほど可能性の低いことだとしか思えなかった。

　仮にそれができたとしても、俺に対してそれをどう証明するつもりなのだという疑問もわいたが、それ以上に訊(たず)ねたいことがある。

「なあ、奥有楽。お前、どうしてそこまでして俺と結婚したいんだ？」

「えっ……？　そ、それは……」

　奥有楽にとってこの《ゲーム》は、奥有楽家に認めてもらうためのものだ。俺に正式な婚約者として選ばれれば、世話になった奥有楽家への恩を返すことができると考えて《ゲーム》に参加していたのだろう。

　だが、俺に選ばれるために、奥有楽家を説得する――奥有楽家の意に沿わないことをするというのでは本末転倒だ。

　今の奥有楽が何を目的としているのか、そこのところが一番気にかかる。

　――まさか天海崎のように、本当に俺を好きになったからとか言い出すつもりか？

　皮肉っぽくそんなことまで考えていた俺だったが、次に奥有楽の口から出た言葉は、俺の想像とは真逆のものだった。

「奥有楽家のため……だよ」

「え？」

　……そうはっきりと言うとは思わなかった。

「わたしは家に感謝してるし、家にとって価値のある人間でいたいと思ってるの……。だから、奥有楽家のために、節くんに選んでもらえるよう、努力する」

「お……奥有楽家のためを思うなら、説得なんかしない方がいいんじゃないのか？　いや、一番いいのは、説得したと俺を騙して正式な婚約者となった後で俺や遠々原を潰(つぶ)す――かな」

　俺は、わずかに生じた内心の動揺を隠そうと、思いつくままに嫌(いや)味(み)な言葉を口にしてしまっていた。

　何かの本で、弱い人間こそ攻撃的になると書いてあったが、あれは本当だな。

　奥有楽は俺の嫌味を受けても、奥有楽とは思えないような落ち着いた素振りでゆっくりと首を振った。

「それは違うよ。奥有楽グループにとっても、遠々原グループがなくなるのは困る……と思う」

「そ、その理由……は？」

　落ち着き払った奥有楽とは逆に、俺の声は震(ふる)えまくっていた。すっかり普段と立場が逆転してしまっている。

「だって……奥有楽グループにもいろいろな部門があるけれど、その中でトップ争いができているのは、叔(お)父(じ)さまのエレクトロニクスだけだもの。それ以外の部門は、遠々原グループがなくなったとしても、それほどシェアが変わるとは思えないし……。だったら、遠々原グループと仲良くした方が奥有楽グループにもいいと……思う」
















　今までそういう話をまったくしてこなかったから、奥有楽自身はその手の話には疎(うと)いものだと思い込んでいたが、意外とよく見ている。

　臣(おみ)人(と)のオクウラエレクトロニクスならば、遠々原がなくなった時にその間(かん)隙(げき)をついて遠々原グループの電子機器部門の持っているシェアをまるごと奪うことも可能だろうが、それ以外の部門にはそこまでの地力がない。

　奥有楽グループにとっても遠々原が消滅することは、遠々原に代わる――それどころか、遠々原を越える新たな脅威を作り出す要因にもなりかねず、危険性のある話ではあるのだ。

　まさかそんな話を奥有楽の口から聞くとは思ってもおらず、つい動揺してしまった。

　……いや、違うか。

　俺が動揺したのは、そういうことではない。

　奥有楽は、今の話を俺にすることによって、自分には奥有楽家を《説得》する材料がある――《説得》できる可能性は充分にあると、俺に証明しようとしているのだ。そして、その暁(あかつき)には自分を選べと俺に要求しているのだ。

　今までの印象を覆(くつがえ)すしたたかさじゃないか……！

「……ふむ。なんと言うか」

　その時、俺の後ろで奥有楽の話を聞いていた睦月が、感心したような声を出した。

　続いた言葉は、俺の心情を何よりも正確に表現していた。

「彼女もずいぶんと、君好みの女になってきたんじゃあないのかい？」

　……そうなのかもな。

　別に睦月が言うように性格の悪い女が好きなわけじゃない。ただ、自分の立たされた位置をしっかりと理解し、現状を改善するために試行錯誤する人間は嫌いにはなれない。……まあ、それを一言で表すと、したたかで性格が悪いということになるのかもしれないのだが。

「困った……」

　俺は思わずうめいていた。

　何が困るかと言えば、いつまでたっても選択肢から消えてくれないということだ。いや、俺自身が消したとしても、本人がまだ可能性があると思っている内は、俺の周囲の環境は何一つ変わらないということだ。

　俺が大きなため息を吐(つ)くのと同時に、睦月がそれはそれは楽しげに口を開いた。

「つまり、まだまだ終わらない――ということかい？」

　ああ……そうだ。

　つまりはそういうことなのだろう。

　まだまだ《デッド・エンド・ハーレム》は終わらない――。




修羅場な俺と乙女禁猟区２　完










あとがき




　四ヶ月ぶりのご無(ぶ)沙(さ)汰(た)でした。田(た)代(しろ)裕(ひろ)彦(ひこ)です。

　この『修羅場な俺と乙女禁猟区』も多くの方のご尽(じん)力(りよく)の甲(か)斐(い)もあって、無事二巻の出版にこぎつけることができました。ありがとうございます。

　元々、数冊のシリーズを想定していた話ではあったのですが、そこはそれ、読者のみなさんのご声援次第という事情もあって、こうして続巻を出せて、《シリーズ》と銘(めい)打ってよい作品になれたことにほっとしています。

　四ヶ月というと決して短くはない期間ですが、「もう四ヶ月」と言うべきか「まだ四ヶ月」と言うべきなのかは微妙なところです。

　四ヶ月で続巻というのは近年の田代にしてはそこそこ早いペースで、「まだ」と言ってもいいような気もするのですが、やはり体感としては「もう四ヶ月すぎてしまった」という感じになるでしょうか。

　この四ヶ月は、年越しを挟んだこともあって、いろいろと印象的な出来事も多かったのですが、その中で少し驚いたことがありました。

　前巻の評判なんですが。

　田代は脆(ぜい)弱(じやく)なメンタリティを誇っており、恐ろしいので普段あまり書(しよ)評(ひよう)とかネットの評判とかを見ることがありません。

　ただ、前巻の時は、慣れないことをしているという自覚もあって、読者のみなさんがどういった反応なのか気になってしまいました。

　心臓をバクバクさせながら、恐る恐るいくつかを拝見させていただいたところ、評判に関しては、事前に田代が予想していたよりもおおむね好評なようで、安心しました。まあ、好評にしろ悪評にしろ、読んで評価をいただけるだけでありがたいことなので、評価自体をどうこう語るつもりはないのですが、その中で田代にある特徴があると言われていることを知りました。

　なんでも、




「田代裕彦は《続きを書かなくなる病気》を持った作家である」




　のだそうです。

　これに関して言うと、正直、「えー!?」という感じです。

　これまでの自著を思い返してみても、シリーズの途中で続きを書くのをやめたという経験はほとんどないはずなのですが……。

　半ば無理矢理という形のものもありましたが、完結と銘打った巻がでているシリーズばかりですし、それ以外はそもそもシリーズではない単発ものです。

　なんでそんな風に言われることになってしまったのか、本当に不思議です。

　好意的に解釈するなら、そう言っている方たちは田代の作品の続きを待っていて下さる方ということになるのでしょうか。それはとても光栄なことなんですが、自作を途中で投げ出すような人間だと思われているのは、やはり少し悲しいです。

　喜んでいいのやら、悲しんでいいのやら、微妙なところですね。

　まあ、一応、思い当たる節(ふし)がないわけでもないのですが、続きが出ていないものに関しても、田代自身が「書かない」とか「書きたくない」とか「書けない」とか言ったわけではありません。諸々の事情から続きが出せなくなってしまっただけです。

　なので、この『修羅場な俺と乙女禁猟区』のシリーズも、いつになるか、どういった形となるかはまだわかりませんが、《完結》という形にはなると思います。

　……たぶん。







　前述の通りこの作品は、前巻を書いた時点からある程度シリーズ化は想定されていました（実際どうなるかは評判次第ではありましたが）。前巻を書いた時には、「婚約者候補を五人出したから、人数分くらいの話は作れるだろう」と考えていたのですが、実際にこの巻を書き出してみると、自分の考えがいかに安直であったのか思い知らされてしまいました。

　まあ、ちょっと考えればわかりそうな話なんですが、この作品はその性質上、ミステリー作品などで言うところの《容疑者》がどんどん減っていく構造になっているんですよね。おまけに、前巻を読まれた方なら、この作品がどういう話なのかは大体理解しているわけで、「表紙イラストだけでネタバレってことにならないか……？」とか思ってしまったり。

　今更ながらに続きを書くのは意外と難しそうだと思い知ったわけです。

　そんなわけで、今巻では、読者のみなさんに少しでも興味を持ってもらうためにいろいろと小細工をすることになりました。たぶん、この先も話が続けば続くほど小細工が増えていくんじゃあないかと思います。今回は二巻ということもあって、前回に近い形の話を心がけましたが、この先あるいはまったく別の雰囲気の話になる可能性もあるかと。

　あ。ちなみに、前巻が出た後、最終的にどうなるのか（ギャルゲー的に言うなら、誰エンドになるのか）決めているのかと何人かの人に訊かれました。

　実は、まだ決めてません。

　なので、誰エンドになるのかは田代も知りません。

「こいつにするならこう」「あいつにするならこう」という風に、いくつか案はあるのですが、どれにするかは決めかねているような状態です。

　まあ、どうなるにしろ、この場ではありきたりなセリフしか言えないんですが。

　つまり、




　こうご期待！




　ってことですね。







　最後になりましたが、お世話になった方々に謝(しや)辞(じ)を。

　まずは公私ともにお世話になっている大先輩の舞(まい)阪(さか)洸(こう)先生。

　遅々として進まない原稿を辛抱強く待って下さる担当編集者のＫ﨑さま。

　いつも素敵なイラストで田代のテンションを上げて下さるイラストレーターの笹(ささ)森(もり)トモエさま（睦(む)月(つき)の胸のサイズは一巻のイラストを見て決めました）。

　そしてもちろん、この本を手に取って下さった読者のみなさま。さらには、田代裕彦の名を知るすべてのみなさまに、簡単ながら精一杯の感謝をこめて。




　ありがとうございました。またどこかでお目にかかることができれば幸いです。




二〇一二年一月　　田代裕彦
















著者

田代裕彦

Hirohiko Tashiro




神奈川県出身、埼玉県在住。

第三回富士見ヤングミステリー大賞・大賞受賞作『平井骸惚此中ニ有リ』（富士見ミステリー文庫）でデビュー。

近著では『痕跡師の憂鬱』シリーズ（幻狼ファンタジアノベルス）、ファミ通文庫では『マツロイの剣』シリーズなどがある。







イラスト

笹森トモエ

Tomoe Sasamori




東海地方在住。

二〇一一年七月よりフリーで活動を開始した新鋭イラストレーター。

近作では『〝奈々子さん〟の戯曲』シリーズ（角川スニーカー文庫）、『アンチリテラルの数秘術師』シリーズ（電撃文庫）のイラストを手がけている。
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